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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　水平線よりわずか上にかかった満月が、穏おだやかに凪ないだ夜の海うな原ばらに冴さえた光を投げかけていた。

　月の光に照り映え銀ぎん盤ばんのごとく輝かがやく海面に白い波頭を立てながら、一隻せきの船せん影えいが滑すべるように進んでいく。

　七、八千トンはあろうか──かなりの大おお型がた艦かんである。

　衝しよう角かくのごとく舳へ先さきに突つき出た船首斜檣バウスプリツトと三本マストを備えた細長いシルエットは優美な巡洋帆船クルーザーと見まがうばかりだが、今は帆ほを畳たたみ船体両側面に備えられた巨きよ大だいな外がい輪りんを回かい転てんさせて推進していた。

　外輪船のブリッジでは、青い海将服に身を包んだ壮そう年ねんの艦長が険けわしい顔つきでじっと月を見上げていた。

「何も……こんな夜中に出港することはなかったのではないかな？　夜明けを待っても遅おそくなかったように思うが」

　魅み入いられたように月から視線を外すことなく、艦長は背後の人物に話しかけた。

「静かな夜だ。月が美しい……だがこの土地の船乗りたちは、こんな晩には決して海に出ぬことを貴き公こうはご存じかな？」

「………」

　背後の人物は答えない。

　相手の歓かん心しんを買うような話題ではないことを充じゆう分ぶん知りつつ、なおも艦長は独ひとり言ごとのように続けた。

「海の魔ま王おうが……千尋ひろとも二千尋とも知れぬ海の底に潜ひそむ途と方ほうもない怪かい物ぶつが、満月の光に誘さそわれて海上に這はい出し行き当たった船を容よう赦しやなく沈しずめると──年とし老おいた船乗りや漁りよう師したちは、今でもそう固く信じておる」

「──まさか、それが出港を延期しようと言い出された理由ですか？」

　背後の人物が初めて口を開いた。

「カラナン領主にして伝統ある海上騎き士し団だんの総そう帥すい。加えて最さい新しん鋭えいの汽き走そう戦せん艦かん『ウロボロス』艦長でもあらせられるクロノス・アルディオラ伯はく爵しやく殿でん下かが──無知な船乗りたちの世よ迷まいい言ごとに恐おそれをなしたとでも？」

「………」

　艦長は眉み間けんに皺しわを寄せて振ふり返った。

　ブリッジの奥おくに立っていたのは彼よりやや若い副官と航海長、当番の士官数名──長年海上の生活を共にしてきた信しん頼らいの置ける部下たちである──そしてもう一人、ゲストとして乗り組んでいる人物。

　年齢は四十代というところか。魔ま導どう師しを思わせる黒いローブを羽は織おって戦艦のブリッジに佇たたずむ姿はあまりに場ば違ちがいであるが、それ以上に異質な印象を与あたえるのが男の額に埋め込まれた逆三角形のプレート──翠すい玉ぎよくを思わせる緑色の結けつ晶しよう体たいの存在であった。

「例たとえ迷信であろうとも、船乗りたちの言い伝えには必ず何がしかの真実が含ふくまれているもの──魔王云うん々ぬんはともかく、こんな夜分の出港は航海の安全上お奨すすめできないと忠告したまでのこと」

「無理を承知でお願いしたのです。我々は例の『積み荷』を一いつ刻こくも早く王都に届とどけねばならない──この件については異術師協会ソシエタス理事長ライオス・ライモンドス閣かつ下か、並ならびに国王陛へい下かの信任状が出ていることをお忘れなく」

「判わかっておる！　だからこうして出港したではないか」

　むっとしたような顔つきで言い捨て、艦長は再び夜の海に向き直った。

（ふん。──陛下の信任状さえなければ、誰だれがおまえたち異い術じゆつ師しのために船など出すかっ）

　そんな艦長の内心を見み透すかしたかのように、黒こく衣いの異術師はニヤリと笑った。

「もちろん──殿下のご厚意には深く感謝しております。ささやかな返礼として、目下ご領地を悩ませている擬ぎ獣じゆう対たい策さくに有効な軍事援えん助じよを始め、数々の有益なご提案を申し上げているはずですが？」

「………」

　言い返せない。かつては沿岸地方一帯に覇はを唱となえ「ヴァリシニアの海の番人」とさえいわれたアルディオラ家の栄光も、この百年来続いている忌いまわしい疑ぎ似じ生せい物ぶつの跳ちよう梁りよう──擬獣災害の被ひ害がいにより今は見る影かげもない。

　擬獣どもに対たい抗こうするためには、軍事的にも技術面でも異術師たちの協力が不可欠である。つまり現在のこの国では、有力貴族といえども異術師協会ソシエタスの意向に逆らって生き残ることは不可能なのだ。

（致し方ない──これも領地の復ふつ興こうのためだ）

　いずれ彼の跡あとを継つぐべき三人の息むす子こたち、そして今いま頃ごろは城の揺ゆりかごですやすや寝ね息いきを立てているはずの幼おさない末すえ娘むすめの顔が順じゆん繰ぐりに脳裏を過ぎった。彼らのためにも、今は堪たえ忍しのぶ時だ──いずれはこんな時代も必ず終わる。

　練れん達たつの船乗りにして誇り高き貴族でもある艦長クロノスは瞑めい目もくし、気を鎮しずめるように深くため息をついた。

（が、それにしても──そうまで急いで、奴やつらは王都に何を運ぼうとしているのだ？　確か『遺産』がどうとかいっておったが……）

　ふいに月の光が陰かげった。

　雲が出てきたのだろうか。冷たく輝くさざ波に揺れていた眼下の海面が、手前から急速に闇やみに覆おおわれていく。

（……？）

　クロノスは怪け訝げんそうに身を乗り出した。

　月が隠れたにもかかわらず、外は完全な暗くら闇やみにはならなかった。

　海面の下で何かが光っている。

　ぼんやりと青白い、円形の光──夜光虫の群かと思ったが、それにしては形がはっきりしすぎている。

　一つではない。五つか、十か──月光以上に冷たい鬼おに火びのようないくつもの光体が、隊列を組むようにして水面下からこちらに接近してくる。

「何ですか？　あれは──」

　副官以下のクルーも、そして黒衣の異術師も異変に感づいていた。

　ブリッジ内にいた男たちが一いち様ように窓際に集まる。

　クロノスが望遠鏡をのぞいて確かめようとしたとき──。

　ふいに光体の群が消え、灯あかりを吹ふき消したかのように海面が黒一色に変わった。

「──まさかっ!?」

　唐とう突とつに声を上げたのは異術師である。

　ブリッジに備えられた伝声管の一つに慌あわててかじりつき、

「私だ。『積み荷』に異常はないか？　──なに木箱に梱こん包ぽうされて判わからない!?　バカモンっ開けて確かめろっ！」

　だが、その会話が終わらぬうちに──。

　窓の外が、今度は落らく雷らいのような閃せん光こうに満たされた。

「うおっ!?」「わああ──っ!?」

　大量の硫い黄おうを一気に燃焼させたような強い輝きに目がくらみ、ブリッジにいた全員が悲鳴を上げて顔を覆う。

　同時に激はげしい衝しよう撃げきが船体を突つき上げた。

（しまった、座ざ礁しようかっ!?）

　クロノスは航海中に誤あやまって水面下の岩礁に乗り上げた若い頃ころの体験を思い出した──しかし、あの時の感覚とは全く違ちがう。

（乗り上げたのではない！　──岩礁の方が真下からぶつかってきた!?）

　ブリッジが──いや艦全体が激げき震しんに見み舞まわれ、その場にいた全員が床ゆかに叩たたきつけられた。目め眩まいと共に、急に身体からだが軽くなったような奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かん。

（海に引き込まれている──!?）

　何か指示を下そうにも部下もろとも激しい揺ゆれに翻ほん弄ろうされ、嵐あらしの中の小こ舟ぶねのように床の上を転ころげ回るばかりだ。

　士し官かんや水すい兵へい、機き関かん士したち──八千トンの戦艦の腹はらの中で、千名余りの男たちが同様に転げ回っているのであろう。

　ブリッジの分厚い窓まど硝子ガラスが音を立てて砕くだけ散った。

　あの傲ごう慢まんな異術師が甲かん高だかい悲鳴を上げ、折れた伝声管の端はしを握にぎりしめたまま船の外に放り出される姿が視界の端に映った。

　ゴゴゴォ──ッ!!

　床に固定された羅ら針しん盤ばんに必死の思いで取りすがったクロノスの耳に──どこか遠い世界からの不ふ吉きつな呼び声のように、船体そのものがひしゃげていく低く重い轟ごう音おんが響ひびいた。




　五分後、雲間から再び月が現れたとき──。

　そこに船せん影えいはない。

　ただ銀盤のように輝く夜の海うな原ばらが、穏やかなさざ波を立てながら冷たく静かに広がっているばかりであった。








第１章　アルディオラ伯はくの領海









　少年は悪あく夢むにうなされていた。




「う～ん。許して、姉さん……！」

　夢ゆめの中で彼──ラッセル・シュレディングは、どこか見覚えのある廃はい墟きよの真ん中に立ちつくしていた。数多くの石柱によって巨きよ大だいな半球状の天てん井じようを支えた、広こう壮そうな石造建築──おそらくアビス教徒の大聖堂跡あとであろう。

　すぐ目の前に、やはり見覚えのある──というか忘れたくても忘れられない小こ柄がらな少女が立っていた。

　年齢は十四、五というところか。白いブラウスに丈たけの短みじかいスカート、外がい套とう代がわりにフェルト地の赤いケープを羽は織おった出で立ちで、腕うでを組み細い足を広げて仁に王おう立だちに立っている。

　他ほかでもない。姉のユピテル・シュレディングだ。

　赤みがかった髪かみをうなじのあたりで切りそろえ、卵をもう少し膨ふくらませたような輪りん郭かくの顔にぱっちりした丸い瞳ひとみ。美女と呼ぶにはいささかあどけないが、まずなかなかの美少女といっていい。

　夢の中の姉は、どういうわけか細い眉まゆをめいっぱい吊つり上げて怒おこっていた。

「──だっから、アンタはダメだってゆーのよ!!」

「？？？　ごめんなさいごめんなさい！　許してっ姉さん！」

　自分が何をしでかしたのか。何時からそうやって姉に叱しかられているのか。

　全く訳の分からぬまま、ラッセルはぺこぺこ頭を下げてひたすら謝あやまっていた。

　まあ夢だから仕方がない。

「ほらほら、そーやって訳もわかんないクセにすぐ謝る！　とりあえずペコペコしときゃーこの場をうまく切り抜ぬけられるって思ってるんでしょ!?　甘あまい甘い、激げき甘あまよっ!!」

「うええ～ん！　だって、ホントに訳がわかんないんだも～～ん!!」

　ついに泣き出した。

「解わからないなら考えなさい！　いーえ考える前に跳とぶのよ！　それが青春よっ!!」

　夢だけに姉の発言も支し離り滅めつ裂れつである。

　ただしその理り不ふ尽じんさだけは一二〇％現実のユピテルを再現しているので、さしものラッセルもまだ夢だと気づいてなかった。

「そんな、そんな……ぼくはいったいどうすればいいの？　姉さん！」

「だからさっきからいってるでしょ！　後ろよ！　後ろだってば！」

「え……？」

　姉の指さす通りラッセルが振ふり返ると──。

　三メートルと離はなれぬ先に、巨大な怪かい獣じゆうが立ちはだかっていた。

　虎か豹を思わせる四本足の肉にく食しよく獣じゆう──ただし体高は十メートル余り、しなやかで強きよう[image: 靫]じんそうな筋肉を銀色の皮ひ膚ふで覆おおっている。

　長いたて髪を振り乱し白しろ目めのない紅あかい両眼をギラギラ輝かがやかせ、鋭するどい牙きばを剝むいた顎あごから涎よだれを垂たらしながらこちらを睨にらみつけていた。

「きゃあああああっ!?」

　喉のどから悲鳴を絞しぼり出し、ラッセルはその場に腰こしを抜かした。

「何やってるのよ!?　さっさと逃にげなさいってば！」

「た、た、たす……助けてーっ姉さん!!」

「あーもうっ、まだるっこしーわね！　面めん倒どうだわっ、こーなりゃまとめて片づけてやる！　とりあえずみんな吹ふっ飛ばしときゃー、後始末はあの世で神サマがつけてくれるわよ！」

　異い端たん審しん問もん官かんみたいな台詞せりふを叫さけびつつ、ユピテルが勢いよくケープを脱ぬぎ捨てた。

　同時に、彼女の前髪の下で何かが強い輝きを放はなった。額に埋うめ込まれた緑色の結けつ晶しよう体たい──異術師の力の源みなもと「エメラルド・タブレット」。

「わあ～ん!?　姉さんやめてぇ──っ!!」

　銀色の怪かい獣じゆうが低く唸うなり、前まえ肢あしを巧みに使ってひょいとラッセルをつまみ上げた。

　大きく開いた口の中にそのまま運んでいく。

「ぎゃああぁああぁああ!!」

「こらお待ち！　可愛かわいい弟を喰くわせてなるもんですか！」

　そう叫びながらユピテルがかざした両手の間に、エーテル操作で生み出した巨きよ大だいな光球が具ぐ現げん化かした。

「アンタに喰われるくらいなら、あたしがこの手で始末してやるーっ!!」

　異い相そう空間に満ち溢あふれた未知なる第五元素エーテルを意志力によって物理的なエネルギーに変へん換かんし、その「力オプス」で敵を制圧する戦せん闘とう異い術じゆつ──その一つ、光元素フオトンを凝ぎよう集しゆうさせた光の矢が空間を切り裂さいて走る。

　凄すさまじい熱ねつ衝しよう撃げきが炸さく裂れつ、ラッセルの小さな身体もろとも銀色の怪獣を爆ばく砕さいした。




「うわああああっ!!」

　ラッセルはシーツをはね除のけて飛び起きた。

　もう一度悲鳴を上げようとして──ふと、気づく。

　自分の今いる場所が、暖かく柔やわらかな寝ね床どこの上であることに。

「……夢？」

　惚ほうけたようにつぶやいて周囲を見回すと、湿しめり気けを帯びた蒼あおっぽい薄うす闇やみの中に室内の様子がぼんやり透すけて見えた。

　質素ではあるが、こぎれいに整せい頓とんされた木造の部へ屋や。

　壁かべ際ぎわには旅行用の背はい囊のうや革かわ靴ぐつ、衣服などがひとまとめにして置かれている。

　窓の外が仄ほのかに明るくなっているところをみると、もう夜明けが近いのだろう。

　微かすかに潮しおの香かおり──どこか遠くから、寄せては返す穏おだやかな波の音が聞こえていた。

（な、なんだ……ここって、夕べから姉さんたちと泊とまってる宿屋じゃないか）

　ふぅーっ……。

　少年は安あん堵どのため息をつき、膝ひざ頭がしらに顔を押おしつけた。

　今年で十三歳になるラッセルだが、その身体つきは同どう年ねん輩ぱいの友人たちと比くらべてずいぶん華きや奢しやである。

　柔らかい茶色の髪かみに優しげな目鼻立ち。姉譲ゆずりの容よう貌ぼうは美少年といえば聞こえがよいが、子供の頃ころからよく女の子に間ま違ちがわれるので自分では甚はなはだ気にいらなかった。

「どうした、ラッセル？　ひどい汗あせだぞ」

　すぐ側そばからかけられた声に振ふり向くと、隣となりに寝ねていた若い女が心配そうに自分を見つめていた。

　年齢にして二十歳さい前後、波打つ銀ぎん髪ぱつを長く伸ばした美しい女だ。

　凜りんとして整ととのった中高の顔。少し吊つり気味の紅い瞳ひとみが、あたかも海の底に沈しずんだルビーのような光を湛たたえている。

「──それに、ずいぶんとうなされていた」

「ううん、何でもない……ちょっと暑あつくて、寝苦しかっただけ」

　額の汗を拭ぬぐいながら、ラッセルは辛かろうじて返答した。

（ううっ。イヤな夢見ちゃった……何なんだよ、もうっ）

「まだ夜明け前だ。ゆっくり休め」

　女はそういうと、少年の肩かたに腕うでを回して優しく横たわらせた。

　言葉遣づかいこそ男のように不ぶ愛あい嬌きようだが、柔らかく深みのあるアルトの声こわ音ねはどこか聞く者を安心させる響ひびきをはらんでいる。

「う、うん……ありがと」

　いわれるままに再び目を閉じると、ようやく気分が落ち着いてきた。

（きっと疲つかれてたんだ……アッザムの街まちでは色々あったし。そうさ、でなきゃあんなヘンな夢……でも、睡すい眠みんはきちんととっておかなくちゃ）

「何も心配するな。おまえがよく眠ねむれるまで、わたしが側そばについててやる」

（ほら、彼女だってああいってくれてる。だから──って、あれ？）

　そこではっと気づき、ラッセルは恐おそる恐おそる目を開けた。

　女は枕まくら元もとに頰ほお杖づえをつき、赤ん坊に添そい寝ねする母親のように彼を見守っていた。

　シーツからのぞく首筋と肩が、暗がりの中にほの白く浮うき上がっている。

　加えて彼のすぐ目と鼻の先には、豊かに隆起した双そう丘きゆうが形作る深い谷間があった。

「メル……ティア？」

「ん。何だ？」

　目が合うと、彼女はにっこり微笑ほほえんだ。

「きゃああああああああああっ!!」

　変声期前の甲かん高だかい悲鳴を上げ、ラッセルは寝しん台だいから転ころげ落ちた。

　どかっ！　床ゆかに尻しり餅もちをついたまま、ずりずりずりっと壁かべ際ぎわまで後こう退たい。

「わ・わ・わ・わ・わ……」

「今度はどうした？　また悪い夢か」

　怪け訝げんそうな表情でメルティアが身を起こした。

　その拍ひよう子しにはらりとシーツが落ち、形の良い胸があらわになる。

　彼女は肌はだ着ぎ一枚まとわぬ姿で寝ていたのだ。

　ごうっ。──と音を立ててラッセルの頭に血が逆流した。

「わーっ!!　わーっ!!　わーっ!!」

「何だっ、今の悲鳴はっ!?」

　勢いよく扉とびらが開き、廊ろう下かから長身の若い男が飛び込んできた。

　野戦服のズボンにカーキ色のＴシャツ姿。

　面おも差ざしは端たん正せいだが、目つきが妙みように鋭するどく精せい悍かんな雰ふん囲い気きをまとった若者である。

　が──。男は室内の光景を目にした途と端たんはっと息を吞のみ、

「──すまん！」

　なぜか謝しや罪ざいの言葉を残し、慌あわてて部へ屋やを立ち去ろうとする。

「えーっ!?　待ってよアルノー、行かないでーっ!!」
















　必死の思いで閉じかけた扉のノブにすがりつくラッセル。

　半分だけ扉が開き、若者──アルノーが再び顔をのぞかせた。

「………」

　ひどく苦々しい表情で、目の前の少年とベッドの上で悠ゆう然ぜんと銀ぎん髪ぱつをかき上げる裸はだかの美女を見み比くらべながら、

「まあ、おまえさんも男の子だからなぁ……成り行きでこうなっちまったのはよく解わかるし……俺おれだって、今さら野や暮ぼなことはいーたかねーけどさ」

「え？　え？　な、何の話？」

「でもなあラッセル。やっぱりこーゆーコトは、何というかその、男としてキチンと責任がとれる歳としになるまで我が慢まんした方が……」

「違ちがうってばアルノー！　目が覚めたら、ぼくのベッドにか、彼女が──！」

「じゃー誘さそったのはメルティアの方か？　ったく、大だい胆たんなヤツ……」

「何だと？　人聞きの悪いことをいうな！」

　むっとした表情で、女がアルノーを睨にらんだ。

「この子がわたしの寝ね床どこに潜もぐり込んできたから、添そい寝ねしてやっていただけだ。何か文句があるか？」

「……え？」

　惚ほうけた声を上げてラッセルが振ふり返ると、メルティアのいるベッドのすぐ隣となりに、もう一つ空からの寝しん台だいがある。

　──この客室は二人部べ屋やなのだ。

「あれ？　あれ？　ぼく、確かあっちの窓際のベッドに寝ねてたはずなのに」

　ひとしきり首を傾かしげ、ようやく思い出した。

　昨日きのうの晩──深夜に目を覚まし、用を足すため部屋を出たことを。

「トイレから戻ってきて……寝ぼけて、ベッドを間ま違ちがえちゃったんだ」

「何ぃ？　……そういや、部屋の鍵かぎが開きっぱなしだったな」

「ご、ごめんなさい……悪いのは、ぼくの方だった」

「詫わびる必要なんかないさ。わたしは別に、イヤな思いはしてないから」

　メルティアは嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、少年の背中にぺったり身を寄せてきた。

「何なら、この後も一いつ緒しよに寝るか？　ふふふ」

「わわっ!?　お、お願いだから、服くらい着てよ～！」

「『造つくる』のを忘れたんだ」ちらりと自分の身体を見やり、

「でも、心配するな。わたしはこっちの方が楽だよ」

「き、君が楽でも……」

　ラッセルは赤面したまま顔を伏ふせ、彼女の裸を見まいとして必死に身を固くした。

「アホらし。朝っぱらから何やってんだか……」

　呆あきれたようにアルノーが独ひとりごちた。

　欠伸あくびをかみ殺しながら自分の部屋に戻もどろうとして──。

「おい？」立ち止まり、不ふ審しんそうに振ふり返った。

「メルティア──おまえ、いったい何時その姿に変わった？」

「そ、そういえば……夕べ寝床に入るまで、姉さんの姿だったのに……」

「知らん。目が覚めたら、この姿になっていた」

　身体に巻きつけたシーツを端はしの方で結わえながら、女は無ぶ愛あい想そうに答えた。

「しかし、確かユピテルと交わした約やく束そくで……おまえさん彼女の許可がない限り、勝手に相そう変へん異いしないことになってたんだろう？　まあゲッヘナでガレスと闘たたかった時は、状じよう況きようが状況だったから仕方ないが」

「だから、わたしは知らんといってるだろう？」

　アルノーとラッセルに疑いの眼まな差ざしを向けられ、不ふ愉ゆ快かいそうにぷいとそっぽを向く。

「わたしだって夕ゆうべは眠っていたんだ。だから、これはわたしの意志じゃない」

「いったい、どうなってやがんだ？」

　困こん惑わくしたように頭を搔かいていたアルノーだが、やがてはっとしたようにメルティアを見つめた。

「まさか……また『融ゆう合ごう』が進んだのか!?」







「あれから、もう一週間か……」

　海面に垂たらした釣つり糸いとの浮うきを見つめながら、アルノーはむすっとした表情でつぶやいた。

　晴れ渡わたった空を鷗カモメの群が飛び交い、穏おだやかな潮しお風かぜが強い日差しで火ほ照てった頰ほほを心ここ地ちよく撫なでながら吹ふき過ぎていく。

　湾口を出て少し沖合の外海に浮かぶ、ちっぽけな帆はん走そう式しき漁ぎよ船せんの上。

　真夏であるにもかかわらず、釣つり竿ざおを握にぎる若者は──傭よう兵へいという仕事柄がら身についた習慣か──見るからに暑あつ苦くるしい濃のう緑りよく色しよくの野戦服に身を固め、腰こしのベルトには擬ぎ獣じゆうの襲しゆう撃げきに備えた大おお型がた拳けん銃じゆうの携けい帯たいを忘れていない。

　その傍かたわらでは、水色の開かい襟きんシャツに半ズボンといういたって季節相応の出で立ちのラッセルが、船ふな縁べりに頰ほお杖づえをついたままぼんやり水平線の彼方かなたを見やっていた。

「今回は長いよね。メルティアってば、何時になったら姉さんに戻もどるのかなあ」

「……もう、戻らねーかもな」

「え？　アルノー、いま何かいった？」

「いや、こっちのことだ」

　気まずそうに大きく咳せき払ばらいして、

「それはともかく──姉貴の方から何か聞いてなかったのか？　どの辺あたりに『遺い産さん』の手がかりが沈しずんでいるとか、そういう話をさ」

「ううん、何にも……姉さん、あの晩はずっと海図と睨にらめっこしてたけど、詳しいことは船の上で教えるって」

　海風が呼よび起こす緩ゆるやかなうねりが、小さな船をゆっくり上下に揺ゆすった。

　アルディオラ伯はく爵しやく領りようカラナン──ヴァリシニア国内に残された数少ない貴族領の一つで、古くから漁業と海上交こう易えきの拠きよ点てんとして栄さかえてきた港町である。

　思えば八日前──つまりは、彼ら三人がこのカラナンに来た当日。

『明日から海に出るわよ！　まずは、船を確保しなくっちゃ！』

　唐とう突とつに言い出したのはユピテルだった。

　とはいえ、地元の漁りよう師したちが生活の糧かてである漁ぎよ船せんをそうたやすく貸すはずもない。

　三人して港中を駆かけ回った末、ようやくケガで漁に出られないある漁師と交こう渉しようし、一週間金貨三枚の約やく束そくでこの釣り船を借り受けてきたのだ。

　あいにくその日の晩に相そう変へん異いが発生し、ユピテルがメルティアに変わってしまったため、彼女が借りた船で何ど処こにいくつもりだったのかは未だに不明なのだが。

「わざわざ船まで借りたんだし、この近くの海に手がかりがあるのは確かだと思うけど」

「だとしても──広いぜ、海は」

　アルノーは穏おだやかにさざ波を立てる四方の海面を見回し、うんざりしたように肩をすくめた。

「まさか闇やみ雲くもに潜もぐって調べるわけにもいかねえし……ったくユピテルのやつ、無責任もいいとこだぜ。肝かん心じんのコトを話す前に消えちまうなんて」

「ご、ごめんなさい」

「おまえが謝あやまるこたーねえよ。それより、おまえ自身は『遺産』について何か知らないのか？　同じ家に育った姉弟なんだろ？」

「父さんの書しよ斎さいや研究室に出入りできたのは、異い術じゆつ師しの資格を持った姉さんだけだったから……ごめんなさい」

　ラッセルがすまなそうに俯うつむいた。




　もう、何か月前のことになるのか──。

　契けい約やく傭よう兵へいとして各地を渡わたり歩いていたアルノーは、廃はい墟きよの街まちフォラスに巣すくう大型擬獣メルティアとの闘たたかいで命を落としかけたところを、異術師の少女ユピテルとその弟ラッセルの姉弟に助けられた。

「異術師」──それは額に移植した「タブレット」と呼ばれる結けつ晶しよう体たいによって第五元素エーテルを空間から抽ちゆう出しゆつし、強大な「力オプス」として操作する特異能力者たちに与あたえられた称しよう号ごうである。彼らは単にエーテルの研究者というだけでなく、擬獣や人間の敵を直接制圧するための特とく殊しゆなエーテル操作「戦せん闘とう異い術じゆつ」をマスターした戦士としての訓練も義務づけられていた。

　ヴァリシニア異術師協会──通称「ソシエタス」のさる幹部異術師の娘むすめで自身も優秀な戦闘異術の使い手でもあるユピテルは、体質上の理由で異術師になれなかった弟を養よう子しに出そうとした父親に反発し、姉弟で故こ郷きようの街を飛び出したのだという。

　銀色の怪かい物ぶつメルティアはユピテルの戦闘異術によって退たい治じされたが、問題はその後──メルティアの「正体」ともいうべき不定形のエーテル生命体「ホモ・ファルサス」が、今度はユピテルの身体からだを「器うつわ」として憑ひよう依いしてしまったのだ。その瞬しゆん間かんから十五歳の少女は、人でありながらその体内に擬獣の存在を抱かかえ込む疑ぎ似じ人にん間げんと化していた。

　このまま放置しておけば、いずれユピテルの肉体と精神は完全にメルティアに取り込まれてしまうであろう。

　彼女を救う方法は、今のところただ一つ──エーテルの発見者にしてホモ・ファルサスの創造者、百年前に他た界かいした稀き代だいの錬金術師ゼルファナスの失われた叡えい智ちを手に入れること。俗に『遺産』と呼ばれる、ゼルファナスの研究成果の精せい髄ずい──だが、それを捜さがしている者は彼らだけではなかった。

　魂たましいなき疑似生物「擬獣」を生みだし暴走させ、このヴァリシニア王国を一度は破は滅めつに追いやったエーテル応用化学──すなわち異術の奥おう義ぎは、使い方によっては歴史を変え世界を支配する力にもなり得る無限の可能性を秘めている。

　事実、辺へん境きようの自治都市アッザムにおいて三人が目にしたのは、様々な思おも惑わくから『遺産』を狙ねらう男たちが繰くり広げる権けん謀ぼう術じゆつ数すうであった。

　異術師協会ソシエタス中央本部から派は遣けんされた監かん察さつ官かんルスカ。神聖アビス教会総主教府の密命を帯びた司祭フェルゼン。そして反ソシエタス派の異術師たちによって結成された秘密結社「黒い太陽ソル・ニゲル」の行動隊長ロイガー。

　幼おさない姉弟と、そして成り行き上つき合うはめになった傭よう兵へいアルノーの三人は、知らず知らずのうちに巻まき込まれていたのだ。

　この国を──場合によっては世界全体の命運を左右する暗あん闘とうに。




「無事に小ヴァリス島に着いたかなあ、カティーナとフェルゼンさん」

　ふと思い出したように、ラッセルがいう。

「あの司祭さんも、『遺産』を捜してるんだよね？　だったら、ぼくらと一いつ緒しよに来ればよかったのに」

「馬ば鹿か。同じ探たん索さく者しやっていってもな、アビス教会と俺おれたちじゃ捜す理由が全然違ちがうんだ。連中は、とにかく問答無用で『遺産』を封ふう印いんしたがってるわけだからな。下へ手たすりゃあ、ブツが見つかった瞬しゆん間かんから敵同士──てなことになりかねねえ」

「敵……なの？　フェルゼンさんや、カティーナたちが？」

　ラッセルは驚おどろいたようにアルノーの顔を見つめた。

「考えてみろよ。あの二人がいくら俺たちに好意的だからって、アビス教会って組織に属ぞくしている以上、総主教府の意向にゃ逆らえねえ。ま、あからさまにはいわなかったけどな。けど連中だってそれが解わかってるから、あの後すぐに別れたんじゃねーか」

「そうだよね……ずっとケンカしてたんだものね、アビス教会と父さんたち『ソシエタス』は……」

　少年は寂さびしそうにつぶやいた。

　アッザムの街まちで出会った、あの補ほ祭さいの少女のことを思っているのか。

　重い宿命を背負い、小聖堂の日ひ溜だまりの中でただひたすらに祈いのり続けていたカティーナ・コリンズ。彼女もまた、錬金術師の『遺産』に運命を狂くるわされた犠ぎ牲せい者しやの一人であったのかも知れない。

　ばしゃっ！

　不意に水音が上がり、一メートルはある見事なシイラが船の中に飛び込んできた。

　続いてスズキ、ヒラメ、マグロ、ギンメダイ──活いきの良さそうな魚うおが次々と船上に投げ込まれ、青、赤、銀と様々な色彩の鱗うろこをきらめかせながら、敷しき板いたの上を所ところ狭せましと跳はね回る。

「………」

「………」

　会話が途と絶だえ、傭よう兵へいの若者と少年はしばし無言のままその光景を眺ながめていた。

　──ぱしゃっ。船ふな縁べりに白く細い指がかかる。

　次の瞬しゆん間かんには海中から現れた美しい女が、細い顎あごに一匹のカマスをしっかりくわえ込んだまま軽やかな身のこなしで船内に乗り込んできた。

　どう見ても海女の水着とは思えない青あお紫むらさきのミニドレス──ビロードのような生地のワンピースがぐしょ濡ぬれになってすらりとした肢し体たいに張りつき、流れるような長い銀ぎん髪ぱつの先からぽとぽと滴しずくを垂たらし続けている。

　かぶりを振ふってカマスを舟ふな底ぞこに放り捨てると、若者の傍かたわらに置かれた魚うお籠かごをひょいとのぞきこみ、冷やかすように紅あかい瞳ひとみを細めた。

「釣つれてないな。ふふっ」

「ほっとけ！　──っておまえなあ、ちっとは人の目を気にしろよ。そんな姿、そこいらの漁りよう師しにでも見られたらどうするつもりだ!?」

「心配するな。だからこうして、ヒトの擬態フリをしてやっているではないか。水の中で動きにくいのも我が慢まんして」

「そーゆー問題じゃねえっ！　だいたい、おまえが宿屋のメシだけじゃ全然足りないっていうから、わざわざ俺たちが魚を釣ってやってるんじゃねーか。おとなしく船の上で待ってやがれっ」

「ふん。調子の良いことをいって、昨日もろくに収しゆう獲かくがなかったくせに」

「しょ、しょーがねえだろ!?　俺だって、海うみ釣づりなんか初めてなんだからよっ！」

「いちいち待ってた日には、こちらが飢うえ死じにしてしまうさ」

　女は濡ぬれて乱れた髪をかき上げると、船内で跳はね回る魚うおの一匹を捕とらえ、無む造ぞう作さに船ふな縁べりに叩たたきつけて息の根を止めた。

　マストの下に腰こしを下ろし、無表情のままおもむろにかぶりつく。

　鋭するどい犬歯を魚の腹に突つき立てると、赤黒い血がにじみ出し、女の白い首筋を伝って胸の谷間にまで流れ落ちた。そのまま骨から肉を削そぎ落とすように食くい千ち切ぎり、細い喉のどを微かすかに動かしながら嚥えん下かしていく。

「………」

「………」

　アルノーとラッセルは、再度言葉を失ってその光景を眺ながめるより他ほかなかった。

　二人の前で生なま魚ざかなを貪むさぼり食っている美女が、少女ユピテルに取りついたエーテル生命体ホモ・ファルサスのメルティアである。本来の姿は全身を銀色の皮ひ膚ふに包む擬ぎ獣じゆうだが、今はとりあえず人間──見かけ二十歳くらいの女性の形態をとっている。

　だが、より本質的な問題は外見ではなく、「彼女」が人間の身体を器にしたことで知性と自我──すなわち人間と変わらぬ心を持ってしまったことであろう。

　皮肉なことに、人格を得た後のメルティアは同じホモ・ファルサスであるラザルスと二度に渡って闘たたかい、結果的に多くの人命を救っている。もはやアルノーもラッセルも、そして肉体を占せん拠きよされたユピテル自身でさえも、彼女の存在を認めないわけにいかなくなっていたのだ。

　初めのうちこそ姉弟やアルノーと激はげしく敵対していたメルティアだが、結局は自分にとっての本来の器──ゼルファナスが造つくったといわれる完全生命の肉体を捜さがし出すことを条件に和解し、現在はこうして『遺産』を探たん索さくするための旅に同行していた。

「ん？　ラッセル、元気がないな」

「べ、別に……」

　メルティアはちょっと首を傾かしげたが、すぐに傍かたわらの魚を差し出し、「おまえも食え。うまいぞ」

「あ、ありがと。でもお、ぼくはいいや」

　ピクピク動く活いき魚うおをぐいっと鼻先に突きつけられ、ラッセルはやや口くち許もとをひきつらせながらも精せい一いつ杯ぱいの笑顔で断ことわった。

「今は、おなかいっぱいだから……」

「遠えん慮りよするな。おまえは小さいんだからもっと栄えい養ようをつけろ」

「うぷっ。な、生なま臭ぐさい～」

「おいメルティア。食事中悪いがな、ちょっと話がある」

　もはや無む用ようの長ちよう物ぶつと化した釣つり道具を片づけながら、アルノーが声をかけた。

「何だ、おまえもか？　欲しければ勝手に食え」

「いや、魚の話じゃなくて。いいか？　そもそも俺たちは、のんびり釣りなんかするためにここに来てるわけじゃないんだぞ」

「判わかっているさ。百年前にわたしを創つくった男──ゼルファナスとかいう錬金術師の、遺産だか何だかを捜さがしに来ているのだろう？」

「その通り。だがな、『遺産』ついて詳くわしい情報を持ってるはずのユピテルがおまえに化ばけちまって以来、俺たちはすっかり身動き取れなくなってる。判るな？　この状じよう況きようが」

「知るか。わたしだって、好きで相そう変へん異いしたわけではない」

　にべもない口く調ちようである。

「まあ、今すぐユピテルに戻もどれとまではいわねーけどな……せめて、何か心当たりはないのか？　おまえさん、あの子の記き憶おくを共有してるんだろう？」

「それは、この身体を『器』にして間もない頃ころの話だ。今は『融合』を少しでも遅おくらせるため、あの娘むすめの、過去の記憶には一切接せつ触しよくしていない──それを望んだのは、おまえたちだろう？　勝手なことをいうな」

　確かに理り屈くつは通っている。

　しかし、まるで人ごとのように突つき放はなした彼女の態度がアルノーの癇かんに触さわった。

「そうはいうけどな。しかし前の相変異からもう一週間が経たつぞ。ユピテルはどうした？　何で起きて来ないんだ？」

「………」

「まさか、おまえ……このままあの子を」

「……！」

　唐とう突とつにメルティアが立ち上がった。

　骨だけになった魚を乱暴に海に投げ捨て、きっとアルノーを睨にらみつける。

「──ラッセル！」

「は、はい!?」

「ユピテルに会わせてやる──来い！」

　言うが早いか、半ば強ごう引いんに少年を抱だき寄せた。

「え？　え？」

　驚おどろく間もなく、彼女の胸に思い切り顔を押おし当てられ──

　次の瞬しゆん間かん、ラッセルの意識は上下左右の区別も付かぬ奇き妙みような空間に飛ばされていた。

　暗くら闇やみの中で、色とりどりの光が稲いな妻ずまのように音もなく閃ひらめき、十と重え二十重はたえに渦うずを巻いている。

（こ、これは──？）

〈おまえが今のぞいているのは、わたしの意識を構成するエーテル体の内部構造。つまり、人間でいえば心の中だよ〉

　頭の中に、メルティアの声が響ひびく。

　自治都市サブナックに滞たい在ざいしていたとき、メルティアは自分のエーテル体のごく一部をラッセルの体内に植え付け、二人の心はある種の回かい路ろで結ばれた。といっても、こうして直接メルティアの心をのぞくなど、少年にとって初めての体験であるが。

　生成しては消しよう滅めつし、あるいは流れ去っていく無数の光こう彩さい。その一つ一つがメルティアの意識や記憶の断片なのだろうが、もちろんその意味するところまでは少年には理解できない。

　しかしさらに目を凝こらすと、その最さい奥おうに人の姿をイメージさせるひときわ強く暖かそうな光の塊かたまり──それは胎たい児じのように膝ひざを抱かかえた少女の姿に見える──がぼんやりと浮うかんでいるのが識別できた。

（あれは──姉さん!?）

〈わたしの中に在るユピテルの心は、今はああして自分で作り上げた殻からの中に閉じこもって眠ねむっている。わたしに完全に取り込まれないための、おそらくは無意識の防衛行動というやつだろうな〉

（いつまでああしてるの？　姉さん、もう目を覚まさないの？）

〈あの娘むすめが今何を考えているかなど、この状態ではわたしにだって判わからないよ。もし無理矢理あの殻を侵そうとすれば、間ま違ちがいなくユピテル自身を壊こわしてしまうだろう。つまり、いつ目覚めるかは本人次第というわけさ〉

（………）

　はっと我に返ると、ラッセルは元の船上でメルティアに抱だき締しめられていた。

　自分の顔が真正面から彼女の胸に押おしつけられているのに気づき、

「あわわわわっ!?」狼ろう狽ばいしきって船ふな縁べりまで後あとずさる。

　端はたで見ていたアルノーの目には、ほんの二、三秒間の出来事だった。

「おい、おまえら……？」

「あ、あの……メルティアの言ってること、本当だよ……姉さんは自分の意志でずっと眠り続けてるんだ。彼女のせいじゃない」
















「………」

「もしわたし自身が『遺産』とやらについて何か知っているなら、とうにおまえたちに教えてるさ。といっても、信じてはもらえないだろうが……」

　船底に視線を落とし、いくらか落らく胆たんしたような口く調ちようでメルティアがいう。

　その時になって初めて、アルノーは彼女が「怒おこっている」のではなく「傷きずついている」ことを悟さとった。

　彼女は決して感情を持たぬ疑似生物ではない。ただ、感情の表し方にまだ慣れていないだけなのだ。

「……悪かった。俺も、つい焦あせっちまって」

「気にするな。魚でも食え」

「いや、それはちょっと……」

　再び魚を食べ始めたメルティアが、突とつ然ぜん弾はじかれたように顔を上げた。

　舷げん側そくから身を乗り出し、何かを探るように海面をのぞきこむ。

「どうした？」

「──伏ふせろ、アルノーっ!!」

　巨きよ大だいな黒い影かげが船の下を過よぎった。

　──と思う間もなく船体が凄すさまじい衝しよう撃げきで突つき上げられ、三人は危うく海に投げ出されかける。

「何だ!?」

　辛かろうじてマストにしがみついたアルノーの目に映ったのは、海の中から出現したとてつもなく大きな「掌てのひら」だった。

　五本の指と鋭するどい鈎かぎ爪づめをもつ幅はば二メートル余りの掌は、暗緑色の表面をぬらぬらと光らせながら漁ぎよ船せんの方に伸びたかと思うと、驚おどろいて立ちすくむラッセルと彼をとっさに庇かばったメルティアの二人をさらい、あっというまに海中に姿を消した。

「ラ、ラッセル!?　メルティア!?

　──くそっ、こんな沿岸にまで大型擬獣かよっ!!」

　五、六秒の後──水面下で大量のマグネシウムを焚たいたような青白い閃せん光こうが走った。

　水みず飛沫しぶきが高く上がり、海を割って今度は巨大な大型の影が浮ふ上じようした。

　波打つような長い髪かみ。水銀のような肌はだに覆おおわれたほっそりした肢し体たい。膨ふくらみを帯びた二つの胸──若い女性を連想させる巨人である。

　ただし硝子ガラスのような白銀の髪以外に体毛と呼べるものは一切存在せず、加えて鼻び孔こうも口もない、ただ紅こう玉ぎよくのような両眼を光らせた顔は、生物というよりやや抽ちゆう象しよう的てきに表現された銀製の仮か面めんを思わせた。

　海面から突つき出した巨きよ人じんの上半身は陽光を反射して銀の彫ちよう像ぞうのように輝かがやき、その両手には優しく包み込むように握にぎられた少年の姿があった。

　腕うでを伸のばし、気絶したラッセルの身体をゆっくりと船の上に戻もどす。

　慌あわててアルノーが水を吐はかせると、苦しげに顔を歪ゆがめてゲホゲホ咳せき込み始めた。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　命に別状ねえっ!!」

　親指を立てて合図すると、巨人──メルティアは安あん堵どしたように大きくうなずいた。

　にわかに海面が泡あわ立だち、巨人の背後に小島のような影かげが浮ふ上じようした。

　びっしりとフジツボに覆おおわれた袋ふくろ状じようの胴どう体たい。ぎょろりと剝むいた黒い眼球──一見して頭とう足そく類るいを連想させるグロテスクな巨大生物だ。ただし海面下から八匹の大だい蛇じやのように差し上げられたのは吸きゆう盤ばんだらけの触しよく腕わんではなく、各々が五本の指と関節を備えた屈くつ強きようそうな「腕」であったが。

　海上に現れた部分だけ比ひ較かくしても、巨人の形態に相そう変へん異いしたメルティアより一回りは大きな海かい棲せい型がたの擬獣だ。

「危ねえっ、後ろだっ!!」

　獲え物ものを横取りされた恨うらみか、異い形ぎようの大おお蛸だこは船上のラッセルに気を取られたメルティア目がけ、背後から襲おそいかかってきた。

　四本の腕をメルティアの首と肩かたに巻きつけると、彼女の身体を海中から引きずり出し、ギリギリと締しめ上げていく。

　両肘ひじから鋭するどい刃物状突起ブレードを伸ばし、自分を捕とらえる大蛸の腕に斬きりつけようと懸けん命めいにもがくメルティア。だが、羽は交がい締じめのように両肩を極きめられているためほとんど届とどかない。

　嘲あざけるように残り四本の腕が伸ばされ、巨人の胸や腹はらに容よう赦しやなく鈎かぎ爪づめを食い込ませた。

　メルティアの喉のどから悲鳴のような呼吸音が洩もれ、苦しげに手足をばたつかせる。裂さけた銀色の肌はだから紫むらさきの体液が噴ふん出しゆつし、見る見るうちに海面を染そめ上げていった。

「いい加減にしやがれ、この蛸野郎っ!!」

　罵ば声せいを上げながら、アルノーは腰こしのホルダーから突撃拳銃スツルムピストルを引き抜いた。

　拳けん銃じゆうとしては異常なまでに大口径の銃身を折り曲げ、薬室チヤンバーに対擬獣用の火竜焼夷弾サラマンデル・シエルを装そう塡てん。折り畳たたみ式の簡かん易いストックを引き延ばして右肩に固定し、メルティアに当てないよう慎しん重ちように狙ねらい、発射した。

　弾だん頭とう部分に予あらかじめ封ふうじ込まれた炎の疑似精霊サラマンデルが、着弾と同時に超ちよう高熱の火球と化して解放され、海の擬獣の眼球付近を周辺のフジツボごと焼き払う。

　大蛸がたじろいだ隙すきをついてメルティアが反はん撃げきに転じた。

　八本の腕うでを力ちから任まかせに振ふり解とくと、両手の指を鋭するどい爪そう刃じんに変形させ、身を翻ひるがえして今度は自分の方から躍おどりかかっていく。

　巨人と擬獣はもつれ合いながら海面に倒たおれ込み、激はげしく立ち上る水みず煙けむりの中に虹にじだけを残してそのまま海中深く没ぼつし去っていった。

「メルティア──!?」

　舷げん側そくから思い切り身を乗り出し大声で呼びかけるが、何の反はん応のうもない。

　間もなく海面に大量の泡あわ、そして夥おびただしい紫むらさき色いろの体液が湧わき上がってきたが、それがメルティアの血か敵の擬獣のものか、アルノーにも判別がつきかねた。

　やむなく船ふな縁べりから離はなれ、敷しき板いたの上に倒れたラッセルの介かい抱ほうを始めたとき。

　頭上で何かが飛び過ぎる飛ひ翔しよう音おんが響ひびき、次の瞬しゆん間かん漁船の目と鼻の先に高々と水柱が上がった。

「か、艦かん砲ぽう射しや撃げき!?」

　慌あわてて顔を上げ、周囲を見回すと──。

　水平線の方角から、波を切って真っ直ぐこちらに向かってくる数隻せきの艦かん影えいがある。

　煙えん突とつから立ち上る黒々とした排はい煙えん。異様に低い喫きつ水すい線せん。鋼こう鉄てつの装そう甲こうで船体を覆おおい、帆ほもマストも見あたらない奇き妙みようなシルエット。

（装甲コルベット艦──この街まちの警けい邏ら隊たいか？）

　擬獣の出現を察知し港から出撃してくるには、いくら何でも早すぎる。

（演習か何かの帰り道に、偶ぐう然ぜん通りかかったってとこかな……）

　などと考えているうち、横列を組んで突き進むコルベット艦の艦首付近で次々と閃せん光こうがひらめき、漁船を包み込むように激はげしい弾だん着ちやくの水柱が持ち上がった。

「ば、バカヤローっ!!　俺たちまで沈しずめる気か!?」

　夕ゆう立だちのように降ふり注そそぐ水みず飛沫しぶきを頭から浴びながら、アルノーが毒どくづく。

　突撃拳銃の銃身を折ると、今度は信号弾を装そう塡てんし上空に向けて発射。

　真まっ赤かな煙の尾おを引いた花火が蒼あお空ぞら高く駆かけ昇のぼり──それで漁船の存在に気づいたのか、砲撃がピタリと止んだ。

「やれやれ……」

　警けい戒かいするようにやや速度を落としながらも、なお接近してくるコルベット艦隊のことはそれきり無視し、アルノーは再びメルティアの消えた海を凝ぎよう視しした。

「か、彼女は……メルティアはどこ？」

　ようやく意識を取り戻したのか、起きあがったラッセルもおどおどと傭よう兵へいの隣となりにやってくる。

　ごばあああぁっ。

　紫の泡あわに包まれ、海面に流木のような奇き妙みような物体が浮うき上がってきた。

　根本からすっぱりと断たち切られた巨きよ大だいな「腕うで」。例の蛸たこ型がた擬獣のものだ。

　二本、三本、四本──数秒の間かん隔かくを置いて次々と上がってくる。

「どうやら、あいつが勝ったようだな」

　ラッセルの肩かたを軽く叩たたき、アルノーがいった。

　八本目の腕──そして最後にずたずたに引き裂さかれた擬獣の胴どう体たい部分が浮ふ上じようしたとき、オマケのごとく一いつ緒しよに浮かんできたものがある。

　全く場ば違ちがいな花はな柄がらピンクのパジャマに身を包んだショートカットの少女。細い手足を大の字に広げ、死んだように目をつむったまま擬獣の切断死体の間をプカプカ漂ただよっている。

　彼女の額に埋うめられた緑色のプレートが、日差しを反射して遠目にも判わかるほど強い輝かがやきを放っていた。

「あれって……まさか、姉さん!?」

「ユ、ユピテル……あいつ、よりによってこんな時に！」

　アルノーは呆あきれたように叫さけんだが、すぐに気を取り直すと武器や弾だん帯たいを素早く身体から外し、舷げん側そくから下の海面へと身を躍おどらせた。

「ふみゃあああ」

　泳ぎ寄って腕をつかむと、ユピテルは大きな瞳ひとみをうっすら見開き、呻うめきとも欠伸あくびともつかぬ奇妙な声を洩もらした。

「……ありゅにょお？　何なのコレ、ひゃっこいよぉ」

「いーから黙だまってろ！　話は、船に戻ってからだっ」

　浮き輪もロープもなく、しかも着ちやく衣いのままでの救命作業は困難を極きわめる。

　それでもアルノーは少女の首ねっこをしっかり押おさえつけ、さんざん苦労しながらも何とか漁ぎよ船せんまで引き返すことに成功した。

「手を貸せラッセル！　まずユピテルから──」

　言葉を遮さえぎるように船上から突つきつけられたのは、少年の細い手ではなく冷たく光るサーベルの切っ先だった。

（なに……？）

　慌あわてて見上げると、いつの間に乗り込んできたのか──舷側の上には古風な士官服を折り目正しく着込んだ中年の男が仁に王おう立だちになり、アルノーに向けて抜ぬき身みのサーベルを突きつけている。

　漁船の傍かたわらには手て漕こぎ式しきの短艇カツターが横づけされ、そちらにはライフル銃じゆうで武ぶ装そうした七、八名ばかりの水兵が乗り込んでいた。

「この船で、いったい何をやっていた？」

　アルノーに刃やいばを向けた士官が、石のような無表情で訊きいてきた。

　針のような口くち髭ひげを油でピンと固めた、どことなく貧相な顔つきの男だ。

「見りゃ判わかるだろ？　釣つりだよ、釣り。いきなり擬獣に襲おそわれて……ったく、災さい難なんもいいとこだぜ」

「ほう。では、こいつも釣りの道具か？」

　男は空あいた方の手で、アルノーの突撃拳銃を差し上げた。

（あ、ヤベ……）

「そ、そいつは俺の商売道具だ。何せ、本業は戦争屋なもんでね」

「フン……契けい約やく傭よう兵へいか」

　士官の顔に露ろ骨こつに見下した嗤わらいが浮かんだ。

「ねー、何なのよこいつら？」

　ようやく目が覚めたのか。水の中でアルノーの腕に抱かれたユピテルが、小声でささやいてきた。

「悪いヤツ？　何なら、あたしが戦闘異術でぶっ飛ばしちゃおっか？」

「しっ、おまえは大人おとなしくしてろ。頼たのむから、事態をこれ以上ややこしくすんなよ！」

「ひっどーい！」少女は不満そうに頰ほほを膨ふくらませ、

「何よぉ、さっきからあたし一人だけ置き去りにして、みんなで勝手に盛もり上がっちゃってさ。いーわよいーわよ。あたしはおミソね!?　仲間外れなのね!?　ええ～ん」

「………」ジャボンッ。

　アルノーはユピテルの頭を海中深く突っ込み、とりあえず黙だまらせた。

「何をゴチャゴチャやっとる!?　さっさとこちらの質問に答えんか！」

「あ？　ああ……オーケー、尋じん問もんでも何でもつき合うよ──けど、こんなとこじゃ話せるもんも話せねえ。とりあえず船に上げてくれないか？　俺がダメなら、この女の子だけでも先に」

　それが癖くせなのか、士官は気取った仕草で口くち髭ひげをしごいた。

「……ふむ。まあ、よかろう」




　思った通り、漁ぎよ船せんの中には士官の他ほかに二名の水兵が乗り込んでいた。

　船せん尾びの方では、水兵に銃じゆうを突つきつけられたラッセルが途と方ほうに暮くれた表情で座すわり込んでいる。

　例の士官はユピテル、ついでアルノーが船上に引き揚あげられるのを無言で待っていたが、やがて二人が上がってくるとサーベルを鞘さやに収め、ふんぞり返って尊大な口く調ちようで切り出した。

「とりあえず、我々の船に来て事情を説明して貰もらう。判わかっているな？　つまらん真似まねをすれば命はないぞ──貴様も、その子供たちも」

（トーシロだな。こいつら……）

　士官の言葉を適当に聞き流しながら、アルノーは内心で呆あきれていた。

（いくらラッセルを人質にとってるとはいえ、敵かもしれない俺をほいほい同じ船に上げるなんて……だいたい部下を何人引き連れてきたって、自分が人質になっちまえば何の意味もないだろうが？）

　短艇カツターに乗っている水兵たちの頭数と装そう備びを確認し、頭の中で素早く算段を巡らせる。

（こいつを人質にとって水兵どもを牽けん制せいするのは簡単だ。突撃拳銃が取り戻せれば、あんなボート一隻せき沈しずめるのもわけはねえ。ただし、問題は……）

　顔を上げ、短艇の母ぼ艦かん──五十メートルほど離はなれた場所に停てい船せんしたコルベット艦の一隻──をしげしげ観察する。

（……しっかし、へンテコな船だぜ）

　排はい水すい量りようは概おおむね二千トンというところか。帆ほも櫂かいもない、細長い鉄の筐はこを水に浮うかべたような外観は、船といえば旧きゆう来らいの帆はん船せんやガレー船しか知らない人間の目にはずいぶんと奇き妙みようなものに映るだろう。

　船せん尾びのあたりに取り付けられた大きな半円形の構造物──推進用転てん輪りんを覆おおうカバー──は、この船がエーテル機関搭とう載さいによる外輪式汽走船であることの証あかしである。

　錬金術における元素変へん換かん理論に基づき、固形化エーテルを火の疑ぎ似じ精せい霊れいに転化することで得られる膨ぼう大だいな熱。この熱で蒸気タービンを回し、推進の原動力とするのがエーテル汽走船である。大陸諸国であれば石炭を燃料とする内燃機関によってのみ可能な技術を、資し源げんに乏とぼしい島国ヴァリシニアで現実のものとしたのは、やはり錬金術師ゼルファナスの創始したエーテル応用化学──すなわち異術の恩おん恵けいといえよう。

　だが同じ錬金術師の創つくり出した擬獣によりこの国には莫大な災さい厄やくがもたらされ、皮肉なことに目の前の軍艦はその擬ぎ獣じゆうに対たい抗こうするために建造された兵器である。

　主力兵器といえる艦かん載さい砲ほうは旋せん回かい式しきの砲ほう塔とうが艦首付近に一門、引き込み式の固定砲が側面に各四門の計九門。見張りの水兵が立っている低い円形の檣しよう楼ろうは、有事の際は機き銃じゆうや狙そ撃げき銃じゆうの銃座として機能するのだろう。

　コルベット艦の戦力をほぼ把は握あくし、アルノーは満足したように視線を戻した。

（あいつに追っかけられたら、こんな釣つり船ぶねじゃとても逃にげ切れねえな。なら、いっそのことあの艦かんを乗っ取るか？　艦長を人質にとっちまえば、後は何とでも──）

「どーしたのアルノー？　恐こわい顔しちゃって」

　驚おどろいて顔を上げると、コルベット艦の水兵から渡されたタオルを頭からすっぽり被かぶったユピテルが、まじまじとこちらを見つめていた。

　少女の丸い大きな瞳ひとみに浮うかぶ、微かすかな──ほんの微かな不安の色。

「あ？　いやその、面めん倒どうなコトになっちまったなぁ、と思ってさ」

「今のアルノーの顔、すっごく恐かった……何だか、あたしの知ってるアルノーじゃなかったみたい」

　いわれてみて、はっと気づく。

　目の前の軍艦相手に、本気で戦争を仕し掛かける計画を練っていたことに。場合によっては何百人かの人命を奪うばうことを承知の上で。

　自分の身を守るため。ユピテルとラッセルを守るため──いや、それだけではない。

　彼自身に染しみついた兵士としての本能が──人間の価値を敵味方の一点で識別し、かつ敵の撃げき滅めつこそを至上の目的として繰くり返し叩たたき込まれたあの訓練の日々が、未だに無意識の領域から自分を支配しているのだ。

（まだ、抜ぬけてねえのか……くそっ！　あれから、もう三年も経たつってのに）

　掌てのひらに拳こぶしを打ちつけ、険けわしい表情でそれきり黙だまり込む。

　そんなアルノーをじっと見守っていたユピテルだったが、やがて何事かを決意した表情でそっと耳打ちしてきた。

「心配しないでね、アルノー。もし、あんたや弟をひどい目に遭あわせたら──あんな軍艦フネ、あたしがこの手で海の藻も屑くずにしてやるわ！」

「な、何だと？」

「カンタンよぉ。機関室のエーテル炉に一発かまして過か剰じよう反はん応のうさせれば、面おも白しろいように吹ふき飛ぶんだから。うっふっふっ」

「それだけは勘かん弁べんしてくれ……頼たのむ。一生のお願いだから」

　色々な意味で、頭を抱かかえたい気分のアルノーであった。




　ユピテル、ラッセル、ついでアルノーの三人が士官に命じられるままに乗り込むと、短艇は停てい船せんしたコルベット艦目指して滑すべるように走り始めた。

　アルノーが頭を巡めぐらせると、周辺の海上には同様の装そう甲こう砲ほう艦かん──完全な箱形、あるいは亀かめの甲こう羅らのごとく丸みを帯びた艦など、一隻せき一隻の大きさや艦型は微び妙みように異なっていたが──が十隻。

　そしてそれらの艦に囲まれるようにして、ひときわ大型の帆はん走そう汽き艦かんが周囲を威い圧あつするように悠ゆう然ぜんと帆ほを休めていた。

　エーテル機関の巨きよ大だいな外輪を船体の両側面に構え、補ほ助じよ推進用の帆とマストを備えているぶん僚りよう艦かんのコルベットに比くらべて遥はるかに優美な印象を与あたえる戦艦である。

　目を凝こらすと、檣しよう楼ろうの上に立った水兵が両手の小旗をさかんに上げ下げし、手前のコルベット艦に何やら信号を送っているのが判った。

（さしずめ、あの船が旗艦ってとこか……）

　身み柄がらを拘こう束そくされた立場も忘れたか、傍かたわらのユピテルたちは、戦艦を指さしおおはしゃぎで騒さわいでいる。

「見て見て姉さん！　帆船だよ！」

「へ～。ムサ苦しい軍艦ばかりかと思ったら、けっこーオシャレな船もあるじゃない」

「本当だね。ぼく、どうせならあっちに乗りたいなあ」

　戦艦の横腹に麗れい々れいしく描かれた大きな紋もん章しよう。同じ意い匠しようの旗が、各コルベット艦の艦首にも一いち様ように翻ひるがえっている。

　その時になって、アルノーはふと思い出した。

　それが古来海かい神じんの武器と伝えられる三つ又の槍トライデント──すなわちこの地方の領主、アルディオラ伯はく爵しやく家けの家紋であることに。







「大型擬獣ズリュウの屍し体たいを確認。銀色の未確認擬獣は、我が方の砲ほう撃げきに怖おそれをなして海底に遁とん走そう……大戦果ですな、エルヴァン様！」

「うむ。擬獣同士の争いに乗じたとはいえ、あのズリュウめを仕し留とめられたことは、まことアビス・ウルの恩おん寵ちようというものであろうな」

　カラナン海上騎き士し団だん旗艦、戦艦「エウリディケ」──その艦橋では、苔たい緑りよく色しよくの艦長服に長身を包んだ初老の男が、参さん謀ぼうの報告を受け満足そうに頷うなずいていた。

「なお、コルベット艦『デルピュネ』が現場海域で怪あやしい漁ぎよ船せんを拿だ捕ほしたとのことです。密みつ漁りようの疑いがあるとかで、取り調べの許可を求めておりますが……」

「密漁船だと？　物もの好ずきな連中もいたものだな。よりによって、地元の漁師ですら怖おそれて近寄らぬ擬獣の巣すの上に船を出すとは……まあ、良い。帰ったら城の牢ろう屋やに収しゆう監かんせよと伝えておけ」

「畏かしこまりました」

「──待て」

　鈴すずを振ふるような声が、艦長エルヴァンと参謀を同時に振り向かせた。

　ブリッジの窓際からだ。

　所々に綿わた雲ぐもの漂ただよう蒼あおい空。眼下に広がる碧へき緑りよくの海うな原ばら。その上に白い航こう跡せきを引いて展てん開かいするコルベット艦隊──雄大な眺ながめを一望する場所に、深しん紅くの提てい督とく服ふくをまとった小こ柄がらな人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　髪かみを短みじかく切り、細ほそ身みの体型にぴったり合わせて仕立てた軍ぐん装そうを優ゆう雅がに着こなしたその人物を、初対面の人間はたいてい年とし端はの行かぬ少年だと思う。

　しかしものの十秒も観察すれば、彼が──いや彼女が、まだ二十歳にも届とどかぬ若い娘むすめであることを軽い驚おどろきと共に悟さとるであろう。

「如何いかがなさいましたか？　エリーン様」

　艦長が穏おだやかな声で尋たずねた。

「エルヴァン。ズリュウと争っていた、あの銀色の擬獣……いったい何者か？」

「おそらくは外洋から移動してきた新種の擬獣が、ズリュウの縄なわ張ばりに侵しん入にゆうして闘たたかいになったものかと。希まれではありますが、過去に例のないことではございません」

　淀よどみなく私見を述べるエルヴァン。その口く調ちようからは、相手が親子ほど歳としの離はなれた女性であることから生じる侮あなどりは微み塵じんも感じられない。

　同席している参謀に至っては、口を利きくのも畏おそれれ多いといった風ふ情ぜいで背筋を伸のばし、ひたすら少女の言葉を謹きん聴ちようしていた。

「よかろう。では、もう一つ訊きく。もし擬獣が人間を護まもって闘たたかったといったら──そなたどう思う？」

「……は？」

　老練な家臣が返答に窮きゆうする姿がおかしかったか。少女の口くち許もとに、初めて年相応の戯たわむれるような笑みが浮かんだ。

「『デルピュネ』艦長に信号を送るのだ」

　右手に持った望遠鏡を指し揮き棒ぼうのごとく掲かかげ、窓の彼方かなたに浮かぶコルベット艦の一隻をはっきりと指し示す。

「──その『密漁者』とやらを速すみやかにこの艦に移送するようにと。取り調べは、わらわが自ら執とり行うとな」








第２章　バイパー・アルマ









「どういうことじゃ、理事長!?　納なつ得とくいくように説明してもらおうか！」

「落ち着きたまえ、ゾシモス君」

「これが落ち着いてられるか！　ほれ見ろ、このルスカからの報告書！」

　王都モラックス。異術師協会ソシエタス中央本部──。

　古いにしえの錬れん金きん術じゆつ師したちの工房を再現した理事会メンバー専用の会議室では、監かん察さつ理事ゾシモス・ゲルハルトがフラスコ瓶びんの底のような頭に青筋を立てて喚わめき散らしていた。

「リカード・コリンズの娘むすめを確保するために派は遣けんした監察官の任務を、あんたの娘がぶち壊こわしにしてくれたんじゃぞ！」

「君の説明はどうも要領を得ないな」

　円形のテーブルの上に両手を組んだまま、理事長クレヴィン・シュレディングは落ち着き払はらった様子で答えた。

「監察官ルスカ・ゲルハルトの報告によれば、彼はアッザムの街で補ほ祭さいの職に就ついていたカティーナ・コリンズに接せつ触しよくを図り、紳しん士し的てきな説得によって我がソシエタスに協力する同意を得た──とある」

「うむ。いかにも」

　丸まる眼鏡めがねを光らせながら、深々とゾシモスがうなずく。

　大おお噓うそである。実は地元のチンピラを金で雇やとって力ずくで拉ら致ちしようと謀はかったのだが、まあそれくらいの脚きやく色しよくは許容範はん囲いのうちであろうと考えていた。「終わり良ければ全すべて良し」──ゲルハルト家代々の家訓である。

「そこまでまとまっていた話を、なぜ私の娘が妨ぼう害がいせねばならんのだ？」

「我わが輩はいに訊きかれたって困るわい！　とにかく、あんたの娘──ユピテルがルスカを襲撃してカティーナを拉致したのは、紛まぎれもない事実なんじゃぞ！」

「まあまあゾシモス理事。興こう奮ふんのしすぎは身体からだに毒どくですよ」

　同席していた白はく衣いの異い術じゆつ師し──副理事長ジルクリストがやんわりと取りなした。

「うるさい！　貴き様さまは黙だまっておれっ」

「カティーナ嬢じようの身み柄がらは、アビス教会に保護されたのではないですか？　先日、総そう主しゆ教きよう府ふの方から通達がありましたよ。何でも彼女、司祭候こう補ほに列せられたとか」

「ほれ、見たことか！　連中に先手を打たれちまった」

　理事長に指を突つきつけ、

「だいたい妙みようではないか。サブナックといいアッザムといい、何で『遺い産さん』探たん索さくのために監察官を派遣した先々にあの小娘が現れるんじゃ？　理事長、あんたの差し金か？　そんなに我が輩の監察局が信用できんのかいっ!?」

「ほう。ユピテルがサブナックにいたのか──初はつ耳みみだな」

「うっ!?　あ、いや、それは……」

「まあ、こんな手紙も来ているくらいですからねえ」

　ひらり。ジルクリストの細い指先に、手て品じなのように一通の書簡が現れた。

　──差出人はサブナック都市警けい邏ら隊たいのメレディスとある。

　ゾシモスの顔から血の気が引いた。

「そ、それは……!?」

「何驚おどろいてるんですか？　貴方あなたの所にだって、写しを送って差し上げたでしょうに」

「写し、だと？」

「元々は私の所に届とどけられたんですよ、この手紙は。もちろん、すぐに理事長の方にお知らせしましたが」

「副理事長から報告を受けた後、すぐにサブナックに人をやったがね。残念ながら、あの子らは街まちを出た後だったよ」

　淡たん々たんとした口く調ちようでいう理事長の目は、ゾシモスの魂こん胆たんを見み透すかしているかのように鋭するどく光っていた。

「………」

「まあ場所が場所ですから、いちおう関係者である貴方にも写しを回したんですが……あ、やっぱり捨てちゃいました？」

「ふざけるな！　何が写しじゃ、署しよ名めいや封ふう蠟ろうまで偽ぎ造ぞうしてからにっ！」

「だって折角の好機ですから。貴方がどういう行動をとるか、陰かげで観察して面おも白しろがろうと思いまして……ちなみに私『悪党笑いを浮うかべて手紙を燃やす』に銀貨一枚賭かけておりました」

「……あのなあ……」

「コホッコホッ──失しつ敬けい」

　拳こぶしをぶるぶる震ふるわせて何かいおうとしたゾシモスからさっと顔を背そむけ、ジルクリストは手布を口に当て軽く咳せき込んだ。

「ま、それはそれとして──私も副理事長として、日ひ頃ごろから独自の情報収集を心がけておりましてね。例たとえばサブナックで殉じゆん職しよくされた監察官アシュモール氏の、生前のご乱行とか……そうそう。貴方の甥おいごさんの素行についても色々と報告が届いてますよ。あまりに量が多すぎて、未だ全部読んでませんが」

「げっ。ル、ルスカの!?」

　よほど後ろめたいことが多いのか。ゾシモスは狼ろう狽ばいも露あらわに絶句した。

「その内容が、また何ともユカイで……しかし血筋って争えないものなんですねえ。仕事中に読みながら、つい笑い出しそうになるのを堪たえるのにたいそう苦労いたします」

「だっ……黙れ黙れ！　この若わか造ぞう、いわせておけばっ！」

　ついにゾシモスが切れ、席を蹴けって立ち上がった。怒いかりに震えながら眼鏡めがねを外し、自分より十は若い副理事長をねめつける。

「監察官の任務がいかに危険を伴ともなうものか、アシュモールの死に様を見れば判わかろうが！　部下の中にはそりゃ人間的に問題のある奴やつもおる。法や倫理を犯おかすこともあろう──だがな、すべては祖国復ふつ興こうの大たい義ぎのためよ！　街まちから一歩出ちまえば、このヴァリシニアは未だに擬ぎ獣じゆうどものうろつく無法地帯も同然なんじゃ。そんな所に、法律の囲いの中でしか行動できん小役人みたいな奴らを派遣して何の役に立つ？」

「大義のためなら全てが許されると？　いくら何でも、それは暴論なんじゃありませんか？」

「現場のことも知らん研究屋が、知った風な口を利きくなっ!!　命令を下す以上、我が輩とて部下に対する責任がある。法律や正義感に必要以上にこだわるな、多少は手を汚よごしても構わんから任務を全まつとうして還かえって来いと──そういって送り出しておるわ！」

「もういい。二人共そのへんにしておきたまえ」

　うんざりしたように両手を挙げ、理事長が両者を諫いさめた。

「娘の件については、本人の帰宅を待って事情聴取を行い、その上で処分を決める。まあ親おや馬ば鹿かかも知れんが、一応はあれの言い分も聞いておきたいからな。ただしその時は、ルスカ君のアッザムにおける行動について、もう一度詳しよう細さいな報告書を提出してもらうことになるが」

「うっ……」

「不満かね？　ともあれ、この件については当人たちが王都に帰ってくるまで保留としておこう。ルスカ君の素行問題についても、それまでは私の方で預あずかかっておく」

「理事長!?　しかし、それでは──」

　抗こう議ぎの声を上げるジルクリストを片手で軽く制し、

「何しろ、娘もルスカ君もまだ若い。──こんなことで彼らの将来に禍か根こんを残すのは、お互たがい得とく策さくではないだろうしな」

「まあ……いいじゃろ」

　ゾシモスは椅い子すに腰こしを下ろし、気を鎮しずめるように眼鏡のレンズを拭ぬぐった。

「今さらコトを荒あら立だてたところで、アビス教会に持ってかれたリカードの娘が取り返せるわけでなし、な」

「ならば、本題に入ろうか。──副理事長、例の物を」

「……はあ」

　ジルクリストも不ふ承しよう不ぶ承しよううなずく。メレディスからの書しよ簡かんを傍かたわらの書類入れに片づけると、代わりに数枚の書類の綴つずりを取り出してゾシモスに渡わかした。

「保安局のゲーベル理事から回ってきたものの、写しです」

　書類には若い女性の人相書が添てん付ぷされていた。縮れ気味の髪かみを肩かたまで伸のばした、まあ美人といってよい容よう貌ぼう。ただし鋭く細められた目、鋭えい角かく的てきな鼻、薄うすい唇くちびる──全体として酷こく薄はくそうな、どこか爬は虫ちゆう類るい的てきな印象を与あたえる女である。

「何じゃい？　この性しよう悪わるそうな女は」

「アルマ・ローネ、一名を『毒蛇のアルマバイパー・アルマ』。推定二七歳、出身地・経歴不詳──『黒い太陽ソル・ニゲル』の幹部メンバーとして、現在王都を含ふくむ十数か所の自治都市・貴族領で指名手配となっている第一級の危険人物です」
















「『黒い太陽ソル・ニゲル』だと？　連中のことなら保安局の管かん轄かつじゃろが。何だって我が輩に？」

「テロ対策を担たん当とうする保安二課からの報告によれば──今から一週間ほど前、このアルマらしき人物がアルディオラ伯はく領りようカラナンに潜せん入にゆうしたとのことです」

「カラナン？　……『ウロボロス』の沈しずんどる場所か！」

　ゾシモスは慌あわてて報告書に目を通した。

「まさか──連中も『遺産』を狙ねらっとるのか!?」

「アッザムには同組織の幹部ロイガーが潜せん伏ぷくしていたという情報もありますからね。彼らは要人暗殺など従来までの破は壊かい活動を打ち切り、組織の総力を挙げて『遺産』の回収に乗り出したと見て間ま違ちがいないでしょう」

「しかし『ウロボロス』の沈ちん没ぼつ地点は、あのネトロゾーマの巣すのすぐ側そばじゃぞ。この十五年間、地元の伯はく爵しやく家けですら手を出せなかった難なん物ぶつじゃ。いくら『黒い太陽ソル・ニゲル』の連中でも……」

「それは判りませんよ。何しろ、あの組織の今の指導者は」

「ライオスの奴か……けっ、元理事長が敵方に寝ね返がえってりゃ世話ないわい」

「ライオス・ライモンドス博はか士せか……」

　理事長は瞑めい目もくしてしばらく考え込んでいたが、やがて顔を上げ、

「いずれにせよ、『ウロボロス』を彼らの手に委ゆだねるわけにはいかん。副理事長、我が方における回収計画はどうなっておるのだね？」

「ネトロゾーマを排はい除じよし『ウロボロス』に積まれた『遺産』をサルベージするには──少なくとも作業型と攻こう撃げき型がた、二隻せき以上の潜せん水すい艇ていが必要と思われます。現在のところ実験船で試験運用中ですが……実戦に出すまで、あと最低三年は必要かと」

「三年か……とにかく我が方の準備が整ととのうまで、何なん人ぴとたりとも『ウロボロス』に手を出させるわけにはいかん。ゾシモス君、今カラナンに派遣できる監察官は？」

「あの近辺なら、ちょうどルスカが待機しとるよ。そろそろアッザムでの怪け我がも治ったころじゃろうて……じゃがな理事長！」

　度の強い丸眼鏡の奥おくで、ゾシモスの目がギラリと光った。

「万が一、あんたのお嬢ちゃんがまたぞろ任務の妨ぼう害がいをしてくるようなら──そのときは、我が輩にも考えがあるからなっ」

「……よかろう」

　短い沈ちん黙もくの後、クレヴィン・シュレディングはうなずいた。

「私もソシエタスの理事長だ。組織の大義を阻はばむ者は──例え我が娘であっても、許すわけにはいかん」







　アルマ・ローネが自みずからの趣しゆ味みを動物の飼し育いくだというと、彼女を個人的に知る「黒い太陽ソル・ニゲル」の同志たちはたいてい何か悪い冗じよう談だんでも聞いたかのような苦笑いを浮かべ、本気に取り合おうとしなかったものだ。続けてペットは五歳になる雄のガラガラ蛇へびだと説明すると、彼らは皆みな一いち様ように納得したような面おももちでうなずいてくれるが、それ以降この話題には一切触ふれてこなくなった。

　──なぜかしらねえ？　まあ、どうだっていいけどさ。

　アルマの公式の人生は二十七年前のある冬の朝、アビス教会の聖堂の前に襤ぼ褸ろ布ぬのにくるまれ捨てられた時から始まったが、そのためか自分と同じく造物主に見限られたらしい蛇という生き物に対して、彼女は奇き妙みような親しみを覚えずにはいられなかったのだ。

　何より、蛇はシンプルなのが良い。手や足や体毛などといった余分なものが一切ない。それでいて彼らのしなやかな肉体は千せん変ぺん万ばん化かで見ていて飽あきることがなかった。要するに蛇が欠落しているのではなく、他の生き物が過か剰じようすぎるのだ。

　世界は常に単純であるべきだし、ことに人間は一個の生物としてもその社会体制においても、あまりに余剰な要素が多すぎる。

　余剰なるものはすべからく摘つみ取らねばならない。ことに富める者、特権階級と称しようする輩やからはその存在自体が粛しゆく正せいされて然るべき犯はん罪ざいなのだ。

　以上はあくまでアルマ個人の信条であり「黒い太陽ソル・ニゲル」なる組織の理念とは必ずしも一致しなかったが、それでも組織のシンボルがある種の毒どく蛇へびをモチーフにしていると知ったとき、彼女が内心で我が意を得たりとほくそ笑んだことは想像に難かたくない。

　カラナンの港に係けい留りゆうされた小こ振ぶりな巡洋帆船クルーザー「ハイドラ」──港の役人には交こう易えき商人の船として届けてある──のキャビンに身を潜ひそめる退たい屈くつな日々のさ中にも、アルマは檻おりに入れて持ち込んだペットの世話に余念がなかった。

　待機することおよそ半月。ようやく組織からの連れん絡らく員いんが船を訪おとずれた日も、彼女は例によって自分の蛇に与える[image: 餌]えさの支度を始めたところであった。

　男物の黒シャツに細ほそ身みのスラックスという彼女の出で立ちは──船内ということもあるが、それ以上に──戦せん闘とう時じにおける機能性を考こう慮りよしてのことだろう。若い女性の服ふく装そうとしては華はなやかさに欠けるが、瘦そう身しんの割に豊かな胸と鍛きたえられた腰こしの線を強調させる分、なまじのドレスなどより遥はるかに彼女の攻撃的な美び貌ぼうを引き立てているといえた。

「同志アルマ・ローネは第七〇二独立行動部隊の指揮を執とり、速やかに『遺産』回収の軍事行動を遂すい行こうせよ──以上、本部からの指令です」

　部下に命じ、厳げん重じゆうに合あい言葉や所持品を確認させた上でキャビンに入室を許した連絡員は、アルマが勧すすめた椅子に座すわろうともせず、抑よく揚ようのない無機質な声で告げた。

「あら、ようやく上からのゴーサインが出たのね。ずいぶんと待たされたんで、いったいどうなるかと思ったわ」

　連絡員の顔を見ようともせずアルマは答えた。彼女の視線は、褐かつ色しよくと黒の斑まだら模も様ようをもつ一五〇センチの大蛇が檻おりの中で蠢うごめく姿にうっとりと注がれていた。

「──で、攻撃用の潜水艇と補ほ充じゆうの兵士はいつ到とう着ちやくするの？」

「新兵器の潜水艇は技術的に解決すべき問題が多く、今回の使用は見送られました。また大部隊の移動はソシエタスの情報網もうに探知される恐おそれがあります。従って、今回の任務は現状の兵力のみによる遂行を願います」

「何ですって!?」

　キィーッ！　アルマの手元から甲かん高だかい悲鳴が上がった。たった今籠かごから取り出したばかりの新しん鮮せんな蛇の[image: 餌]えさ──真っ白な二十日はつか鼠ねずみが、彼女の右手にきつく握られて痛がったのだ。

　暴あばれる鼠には構わず、アルマは連絡員を睨にらみつけた。

「冗談じゃないわ！　初めの計画と全然違うじゃないのさ!!」

「冗談ではありません。本部の決定です。同志アルマ・ローネ」

「今この船に乗ってる異術師は私一人。他には普ふ通つう人じんの兵士がたった十人なのよ──これぽっちの戦力で、領主の艦かん隊たい相手に立ち回れっていうの!?」

「相手が領主の私兵や警けい邏ら隊たいなら、貴方あなた一人で充じゆう分ぶんだ──ドクター・ライオスはそうおっしゃいました。違ちがいますか？　同志アルマ・ローネ」

「……嘗なめるんじゃないわよっ」

　紫むらさきのマニキュアを施ほどこした爪つめが鼠ねずみの腹はらに食い込み、小さな生き物はひときわ苦しげな悲鳴を上げじたばたともがき苦しむ。次の瞬しゆん間かん鈍にぶい破は裂れつ音おんが響ひびき、女の掌しよう中ちゆうで鼠の血と内はら臓わたが飛び散った。

「──!?」

　アルマは驚おどろいて己おのが右手を見つめた。力を込こめた自覚はなかったのだ。

「どうやら『融ゆう合ごう』は問題なく完かん了りようしたようですね。ドクター・ライオスもさぞお喜びになることでしょう」

　本部からの使者はいっこうに動じない。その声こわ音ねは澄すんだテノールだが、全く体温というものを感じさせなかった。

　船内が薄うす暗ぐらいのでその時まで気づかなかったが──よくよく見れば、連れん絡らく員いんはまだほんの少年といってよい若者だ。目ま深ぶかに被かぶった鳥打ち帽ハンチングの下で、硝子ガラス玉だまのごとく生気のない蒼あおい瞳ひとみが瞬まばたきもせずアルマを見つめている。

（な、何よこいつ？　うすっ気味悪いガキねえ）

　メルクリウス。最初に挨あい拶さつを交わしたとき、少年はそう名乗っていた。

「……人間の軍隊はまだいいわよ。でも、ネトロゾーマはどうするの？　私の『アルラウネ』じゃあ、どう考えても奴やつには勝てっこないわよ」

「例の擬獣については、心配ありません。支し援えん要員を連れてきました」

「支援要員？」

　メルクリウスはキャビンの舷げん窓そうに歩み寄った。

　手を振ふって岸がん壁ぺきの方に合図を送ると、桟さん橋ばしを渡って近づいてくる人ひと影かげがある。デッキ上でアルマの部下に呼び止められ、厳きびしく誰すい何かされる気け配はい──。

　間もなく、キャビンの扉とびらが開きのっそりと一人の男が入ってきた。

　年齢にして三〇代後半というところか。夏だというのに厚手のジャケットと長ズボンで上下を固めている。一見すると街まちの職工のような出で立ちだが、軍ぐん靴かを履はきジャケットの上からベルトを締しめればたちどころに野戦服と化すのであろう。

「彼は同志ヴェパール。今回の作戦で貴方を補ほ佐さします」

「何なのよ、こいつは……異い術じゆつ師しなの？」

「僕や貴方のような意味での異術師では、ありません。ただし、ドクター・ライオスの手で特とく殊しゆな『処しよ置ち』を受けているそうですが」

「処置……？」

「詳くわしいことは、本人から──。僕は作戦の成せい否ひが判明するまでこの街に滞たい在ざいします。では、健けん闘とうを期待します。同志アルマ・ローネ」

　少年はそういうと、右手を軽く挙げアルマの方に掌てのひらをかざした。どうやらこれ以上彼女の苦情を受けつける意志はないらしい。

　彼女もやむなく血で汚よごれた右手を、そしてヴェパールも無言のまま右手をかざす。

　同時に、三人の掌に蛍けい光こうを放はなって小さな入いれ墨ずみが浮うかび上がった。

　円えん環かんの中に区切られた十字形。そこに絡からみつく、禍まが々まがしい毒どく蛇へびの紋もん章しよう──。




「大いなる黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」




　連絡員メルクリウスが立ち去った後、アルマはひどく苛いら立だたしげにで右手の血を拭ぬぐい、籠かごから新しい鼠ねずみをつかみ出すと乱暴に檻おりの中に投げ込んだ。

　蛇へびは一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたように身を引いたが、それが主あるじからの贈おくり物ものであることを悟さとると嬉うれしげに三角形の頭をもたげ、逃にげまどう鼠に嚙かみつくや溝こう牙がの先せん端たんから分ぶん泌ぴつする神しん経けい毒どくであっという間に絶命させた。

「うふふ。そんなに慌あわてなくてもいいのよ、坊ぼうや。ゆっくりお食べ」

　蛇は主の言葉に応こたえるかのように胴どう体たいをくねらせた。尻尾しつぽの先の分ぶん節せつが擦すれる音がガラガラと部へ屋や中に響ひびき、アルマも少しだけ機き嫌げんが直った。

　それから顔を上げ、キャビンの隅すみに直立不動で立っているヴェパールに視線を戻もどした。

　背は低く肩かた幅はばががっちりした体格。毛虫を並ならべたような濃こい眉まゆの下で、厳いかめしい三さん白ぱく眼がんが指示を仰あおぐように横目でアルマを見守っている。

　いちおう兵士としての訓練は受けているようだが、裏の世界で過か酷こくな生存競きよう争そうを生き抜ぬいてきた彼女の目には取るに足らない、辺へん境きようの農村によくいる鈍どん重じゆうな中年男としか映らなかった。

「メルクリウスは『処置』とかいってたけど……ひょっとして、あんたも私やロイガーと同じ『ホモ・ファルサス』の移植を受けてるわけ？」

「本部で受けた手術については」ヴェパールが初めて口を開いた。

「自分には詳くわしい技術的説明は為なされませんでした。ただ付ふ与よされた能力の実戦的な訓練を受けた後、貴方の指揮下に入ることを命じられて参りました。同志アルマ・ローネ」

「ふうん……まあ、いいわ。軍事行動に入ればイヤでも判ることだし。ところで──」

　アルマは縮れた長い髪を気け怠だるそうにかき上げ、

「ここは私の私室なのよ。用がないなら、さっさと出てって頂ちよう戴だい。あんたは一いつ般ぱん兵士用のキャビンで、部下たちと寝ね起おきしてもらうわ」

「了りよう解かいしました。では、自分はこれで」

「──あ、ヴェパール？　忘れてたわ、これにサインを貰もらわなくっちゃ」

　キャビンを退たい出しゆつしようとする男を、何気なく呼び止めた。

　傍かたわらにある書き物机に手を伸のばし、引き出しの中の書類を──。

　出すと見せかけて、目にも留とまらぬ速さでスリングナイフを投げつける。

　小こ振ぶりな銀の刃は物ものが音もなく宙を滑すべり、振り返ろうとして硬こう直ちよくした男の右肩あたりに深深と突つき刺ささった。

「きちんと避さけな、この愚ぐ図ずっ!!　ノロマな兵士はうちの部隊にお呼よびでないよ!!」

　だが──。傷きず口ぐちから鮮せん血けつが噴ふくことはなく、代わりにドロリとした紫むらさき色いろの液体が糸を引いて床ゆかまで滴したたり落ちた。

（擬獣の血──!?）

「なるほど。『毒蛇のアルマバイパー・アルマ』──噂うわさ通どおりの方ですな」

　男の顔に陰いん気きな笑いが浮うかぶ。ヴェパールは引き抜いたナイフを机の上に置き、何事も無かったようにのそのそとキャビンを出ていった。

「やれやれ……組織も様さま変がわりしたもんだわね。ライオスとかいう、あの爺じじいがやって来てから……」

　呆あきれたようにため息をつき、アルマは再び檻の中をのぞきこんだ。

　蛇は既すでに半ばまで鼠を吞のんでいた。両顎あごを外し、ゴム風船のように広がった喉のど全体を蠕ぜん動どうさせてゆっくりと吞み込んでいく。

　アルマは愛いとしげに目を細めてその光景に見入った。次第に呼吸が荒あらくなり、知らぬ間に両手で自分の胸を搔かき抱いだいていた。

　鼠の身体が蛇の腹の中にすっかり消えてしまうまで──彼女は自分でも時おり舌なめずりを繰くり返しながら、恍こう惚こつとした表情で見つめ続けていた。







　カラナンの沖おき合あいでアルディオラ伯はく爵しやく家けの海上騎き士し団だんに拿だ捕ほされたユピテルら三人は、いったんコルベット艦かん「デルピュネ」に収容された後、濡ぬれた服を乾かわかす暇ひまもなく再び連れん絡らく用の短艇カツターに乗せられた。

　今度の行き先は艦隊の旗艦「エウリディケ」だという。

「失礼しちゃうわねー、たらい回しだなんて！」

　移動中の短艇の上。監かん視しの士官に聞こえるのもお構いなしの大声で、ユピテルが不満を漏もらした。

「いや～ん潮しお水みずで髪かみがバリバリ！　これじゃお肌はだも痛んじゃう。ったく気が利きかないわね、お風ふ呂ろくらい使わせて欲しいもんだわっ」

　それを聞いたアルノーが、呆あきれたようにつぶやいた。

「……贅ぜい沢たくいうなよ。おまえ、着き替がえがあっただけでも恵めぐまれてるんだから」

　その言葉通り──向かい合って座すわるアルノーとラッセルの衣い服ふくは未だにじっとり濡れ、ことに薄うす着ぎだったラッセルなど歯をカチカチいわせて震ふるえている始末。

　ユピテルだけはちゃっかりと白地に紺こんで縁ふち取どった夏物のブラウスにプリーツスカート、さらにウィンドブレーカー代わりの赤いケープを羽は織おった快かい適てきな服ふく装そうに着替えていた。

　ちなみにこの服は、ユピテルがいつ元の姿に戻もどっても着替えられるように、ラッセルが防水布に包んで漁ぎよ船せんに持ち込んでいたものである。そのため、彼女だけには替えの服があったのだ。

「デルピュネ」に収容された直後──。びしょ濡れのパジャマ姿だったユピテルは、まっしぐらに手近の船室に飛び込み、そこにいた士官たちを全員追い出して悠ゆう然ぜんと着替えを済すませてしまったのだが、まあこれは余談というものであろう。

「ところで……この艦隊っていったい何なの？　あたしたち、どーして捕つかまっちゃったの？」

　ユピテルは先せん刻こくから気になっていた質問を口に出した。この一週間というもの、彼女はメルティアの中で眠ねむっていたのでその間の記き憶おくはまるでない。

「おそらくはカラナン海上騎士団……要するにここの領主、アルディオラ伯爵家の私設海軍だな。噂うわさには聞いたことがある──そういや、伯爵家の今の当主は女だってな。それも若くてすっげえ美人の」

「なによぉ。アルノーってば嬉うれしそーな顔しちゃってさ……で、その領主サマの艦隊に、何であたしらが？」

「やっぱり、勝手に魚を獲とったのがマズかったかな？　考えてみりゃ、ここいらの海は伯爵家の庭みたいなもんだし」

「何よソレ!?　さてはあたしが眠ってる間、みんなで吞のん気きに魚釣りなんかして遊んでたのね！」

「仕方ねーだろ。おまえがいない間は『遺産』の捜さがしようがなかったし、メルティアは腹はら減へったってブーたれるし……こっちだってしんどかったぞ。一週間、毎日あの狭せま苦くるしい漁船の上で過ごしてたんだから」

「一週間!?」ユピテルは愕がく然ぜんとして目を瞠みはった。

「あたし──七日間も──眠ってたの？」

「本当だよ、姉さん。全然覚えてないの？」

「どんどん進んでるのね……『融合』が」

　少女はがっくりうなだれ、不安そうな視線を足下に落とした。

「こうしてる間にも、あたしの身体からだはメルティアに取り込まれてる……もう、あまり時間がないんだわ」




「エウリディケ」の司令官用キャビンに通された瞬しゆん間かん、ユピテルは魔ま法ほうで別の時空に飛ばされたかのようなトリップ感に軽いめまいを覚えた。

（な、何なのよぉ～、コレ……）

　赤あか錆さびの浮いた船体の装そう甲こう板ばん。列をなす先込め式の旧きゆう式しき艦かん載さい砲ほう。煤すすと油にまみれ、狭い艦内を右う往おう左さ往おうする上半身裸はだかの水兵たち──デッキ上で見てきたそんな光景とは、完全な別世界がそこにはあった。

　足首まで埋うまりそうな毛織りの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、隅すみ々ずみまで高価な調度品で飾かざられた清せい潔けつな船室は、軍艦というより豪ごう華か客きやく船せんの一等個室を思わせる。

　部へ屋やの奥おくに置かれた革張りの椅い子すの上に、深しん紅くの提てい督とく服ふくに身を包んだ幼おさない人物が悠ゆう然ぜんと腰こしを下ろしていた。

（こ、子供ぉ!?　……じゃないわね。女の人よ、ねえ）

　年齢はユピテルより二つほど上であろうか。

　髪かみを短みじかく切りつめた凜り々りしい顔立ちは少年と見まがうばかりだが、よくよく見れば華きや奢しやな体格に合わせて仕立てられた軍ぐん装そうの上に、わずかながら女らしいふくよかな丸みが現れている。

　侍じ従じゆうだろうか──少女のすぐ背後には、苔たい緑りよく色しよくの海将服をまとった初老の武人が背筋を伸のばして立っていた。

「カラナン海上騎士団総司令官、カラナン公こうエリーン・アルディオラ伯爵殿下だ。くれぐれも粗そ相そうのないように気をつけろ！」

　啞あ然ぜんとして声も出ないユピテルたちに、ここまで三人を案内してきた「エウリディケ」の士官が厳いかめしい口く調ちようで告げた。

「そなたはもう外して良い。大たい儀ぎであった」

　幼おさない女領主の唇くちびるから、鈴すずを振ふるような涼すずやかな声が発せられた。

（『そなた』ですってぇ!?）

　ユピテルの意識は再びトリップしかけた。

「殿下、それは危険です！　凶きよう暴ぼうな犯はん罪ざい者しやかも知れませんし──」

「わらわのことなら心配ない。ほれ、エルヴァンもついてることだしな」

（たは～。『わらわ』ときたわ）

　思わず背中がむず痒がゆくなるユピテル。

　ちらりと隣となりを見ると──アルノーとラッセルも、何となく困ったような、照れくさそうな顔つきで互たがいに目め配くばせを交わしていた。

　士官が恭うやうやしく敬礼して退たい出しゆつすると、キャビンの中はエリーンと傍かたわらに控ひかえたエルヴァン、それにユピテルたちの締しめて五人きりとなった。

「……で、あれの名は何と申す？」

　ユピテルたちに視線を移し、エリーンが初めて話しかけてきた。

「へ？　あー、あたしユピテル！　こっちは弟のラッセルで、こっちが──」

「たわけ。そなたらの名前なぞ、どうでもよいわ」

　エリーンは片手を振ってユピテルの自じ己こ紹しよう介かいを遮さえぎった。

「わらわの知りたいのは──あの擬ぎ獣じゆうの名じゃ」

「はあ？」

「ふふふ、見ていたぞ……海から現れた銀色の擬獣が、その少年を救うところを」

　意味深長な微笑を浮かべ、女領主は傍らの机に置かれた望遠鏡を取り上げた。

　長さ一メートル近い円えん筒とう部分に金と宝石で凝こった細さい工くが施ほどこされている。見かけばかりでなく、観測機器としてもかなりの性能を有しているのであろう。

「なるほど、考えたものよのう……擬獣を飼かい慣らして意のままに操あやつるとは」

「………」

（あーんメルティアのドジ！　何考えてんのよ～っ、よりによって領主の目の前で巨きよ人じんになるなんて！　バカバカバカッ）

　ユピテルは内心で己の分身に向け毒どくづいた。

　今までの言動からみて、おそらくエリーンはホモ・ファルサスの存在については何の知識もないのだろう。純じゆん粋すいに自分の目もく撃げきした光景から、あの銀色の巨人とユピテルたちの間に何か関係があると睨にらんだのだ。

「おい領主さん！　あんた、夢ゆめでも見たんじゃねーのか!?」

　大声を張り上げたのはアルノーだった。

　女領主の方に一歩踏ふみ出すと、わざとらしいくらい大おお仰ぎように肩を竦すくめ、

「魚を釣ってたら擬獣同士の闘たたかいに巻き込まれただけなんだぜ、俺おれたちは！　それが擬獣を操あやつっただぁ!?　は！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　常識で考えろよ、常識で」

「生あい憎にくわらわは、俗世の常識よりも己おのれの目を信じることにしておる」

　エリーンは泰たい然ぜんとした口く調ちようでいった。

「して、あの銀色のは今どこにおる？　この艦かんの近くか？」

「知らねーよ。大方あんたらの砲ほう撃げきにぶったまげて、どっか遠くへ逃にげちまったんだろ」

「どうかな？　わらわはそうは思わぬぞ。──良く躾しつけられた猟りよう犬けんは、例たとえ我が身が傷きずついても決して主人の側そばを離はなれぬものよ」

「──彼女は犬なんかじゃないっ!!」

　その場にいた全員が、驚おどろいてラッセルの顔を凝ぎよう視しした。

　少年は拳こぶしを震ふるわせ、怒いかりで顔を赤くして女領主を睨にらみつけていた。

「メルティアは友だちだよ！　自分の意志でぼくらのこと助けてくれたんだ！　それを犬だなんて──取り消せよ！　彼女のこと侮ぶ辱じよくするなーっ!!」

「メルティア……そうか、それがあの擬獣の名か」

　満足そうにうなずくエリーン。

「もーっ。馬鹿ねえ、ラッセル……自分でバラしてどーすんのよ」

「だって、だって……！」

「判わかった判った。もうっ、泣くこたないでしょうーに」

　半べそをかいて口ごもる弟の肩かたをポンポン叩たたき、ユピテルはエリーンに向き直った。

「──で、何よ？　メルティアがあたしらの仲間だとしたら、どーだってのよ。この街まちには、擬獣と仲良くしちゃいけないって法律でもあるの？」

「悪いことなどないぞ。ふふふ……むしろ感謝しておるくらいよ。何しろ永年に渡って我が騎士団を手こずらせた、あの忌いま々いましいズリュウを退たい治じしてくれたのだから」

「でしょーね。『八本腕の悪魔』海底擬獣ズリュウ──確かこのあたりの海じゃ、二番目に怖おそれられてるバケモノだったものね。で？　ご領主サマじきじきに、お褒ほめの言葉でも下さるってワケ？」

「それはこの後、そなたらの態度次第じゃな」

「どーゆー意味よ？」

「感謝ついでに、ひとつ仕事を頼たのみたい。あの擬獣──メルティアを使ってな」

「仕事……？」

「なに、大したことではない。沈ちん没ぼつ船せんの荷を引き揚あげて欲しいのだ」

「どんな船よ？」

「船名は『ウロボロス』──今から十五年前に沈没した、我がアルディオラ家の所有船だ」

「………」

　ユピテルの眉まゆがひそめられた。

　わずかの間思案顔で黙だまり込んでいたが、

「その船のことなら、あたしも知ってるわ……ただし船はあんたたちの物でも、中の積み荷は違ちがうんじゃないの？」

　いいながら前まえ髪がみをかき上げ、自分の額に塡うまった「タブレット」を示す。

「そなた、異術師……!?」

　初めてエリーンの顔色が変わった。

　立ち上がって何かいおうとしたところを、背後にいたエルヴァンに止められる。

　小声で二言三言交わしてからユピテルに視線を戻もどし、

「……なら、話は早い。そなたら異術師にとっても『ウロボロス』は縁ゆかりある船のはず。──協力してもらえるな？　わらわに」

「お断りよ」ユピテルはにべもなくいった。

「そりゃ、例の積み荷に興きよう味みがないといえば噓うそになるけどね。でも、あたしらはあんたの家来でも何でもないもの。こんな脅きよう迫はくまがいの指さし図ずなんて、受けるいわれはないわ」

　エリーンの眉が吊つり上がる。領主としては精神的に未み熟じゆくな部分があるのか、まるで幼おさな子ごのように一気に感情をむき出して怒ど鳴なり始めた。

「それがソシエタスの意志か!?　この十五年間、おまえたちソシエタスは『ウロボロス』引き揚げへの協力を拒こばんできた──。渡わたせぬというのだな!?　我がアルディオラ家には!!」

「な～に被ひ害がい妄もう想そうに走ってるのよあんた？　関係ないわよ、ソシエタスなんか！　あたしは、あたし──自分の好きなように旅してるだけだもの。

　──さ、もう話は済すんだわね？　あたしたち、そろそろ帰らせてもらうから」

「……帰すと思うか!?」

　いうが早いか、エリーンは天てん井じようから垂たれ下がった呼よび鈴りんの紐ひもを引いた。

　あらかじめ廊ろう下かに待機させていたのか──キャビンに踏ふみ込んできた大おお柄がらな水兵が二人、ユピテルの腕を左右からつかもうと壁かべのように迫せまった。

「触さわらないでったら!!」

　ユピテルの額で「タブレット」が強い光を放はなった。
















　ほぼ同時に、彼女の周囲に渦うずを巻くように具ぐ現げん化かした風の疑似精霊シルフイードが水兵たちを廊下の方まで叩き出す。

「くっ……！」

　口惜くやしげに顔を歪ゆがめ、エリーンがユピテルに何かを向けた。精せい緻ちな象ぞう牙げ細ざい工くが施ほどこされた小さな短たん銃じゆう──まるで骨こつ董とう品ひんのような燧石式拳銃フリントロツク・ピストル。

「馬鹿っ、よせ！」

　前時代の武器とはいえ、銃であることに変わりない。慌あわてて少女の手から短銃を奪うばい取ろうと動くアルノー。

　しかしその身体からだを、別方向からさらに強い力が押おしとどめた。

　エルヴァンだ。

「なっ──!?」

「ご領主様には、指一本触ふれさせぬ」

　低くつぶやくなり、老人とは思えぬ身のこなしで傭よう兵へいの身体を投げ飛ばし、絨じゆう毯たんの上でうつぶせに制圧した。

　その間、わずか一いつ瞬しゆん。船室の中の喧けん燥そうが噓うそのように鎮しずまった。

　ユピテルはもちろん、騒さわぎの口火を切ったエリーンさえも、短銃を抱だきしめたまま呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。

「ユピテル殿どの、お静かに──エリーン様も、銃をお仕し舞まい下さい。銃は兵士もののふの武器、ご領主たるお方がみだりに振り回すものではございません」

「や──やめてよ！　アルノーを放しなさいってば！」

「我々に『ソシエタス』と争う意志はない」

　老おいた武ぶ人じんは、彫ちよう像ぞうのような顔をユピテルの方に上げた。

「──従ってユピテル殿。貴方あなたとその少年には、本艦からお引き取り願う」

「何ですって？」

「メルティアなる擬獣の件は──爾じ後ご、この若者を相手に交こう渉しようする所存」

「へ？　アルノーと？？？」

　床ゆかの上に組み伏せられた傭兵は右腕を逆ねじに極きめられ、喉のど元もとには短剣ダガーの刃やいばを突きつけられている。

（クソッ、油断したぜ──貴族趣しゆ味みのアナクロ軍隊かと思ったら、中にはこんな強いヤツもいたとはなぁ）

　内心で臍ほぞを嚙かんだが、もはや身動き一つできなかった。

「馬鹿を申すなエルヴァン！　こ奴やつらを帰すなどと──」

「エリーン様から伺うかがった話から察するに──件くだんの擬獣に直接指示を下していたのは、この男かと思われます」

「そういえば……そうじゃ。わらわはこの目で見た！　船の上にいるこの男が、メルティアと何か言葉を交わすところを──」

「ちょっと、なに勘かん違ちがいしてんのよ!?　いいこと？　メルティアはねー」

「お見事っ!!　さすがだぜオッサン!!　いや～バレちまったらしょーがねーや!!」

　ユピテルの言葉を、アルノーの大だい音おん声じようが遮さえぎった。

「お察しの通り、メルティアの飼かい主ぬしはこの俺おれ、アルノー・ヴェルヌーヴ様よ！　五年がかりで何とか飼い慣らした可愛かわいい擬獣を──そろそろソシエタスあたりに高値で売りつけようかと思って、このカラナンでお披ひ露ろ目めとしゃれ込んだってわけさ！」

　床ゆかに組み伏せられたままの格好で、思いつく限りのデタラメを並べ立てる。

　アルノーは内心必死だった。確かにユピテルの戦せん闘とう異い術じゆつの力をもってすれば、エリーンの家臣たちを蹴け散ちらしてこの艦かんから脱だつ出しゆつするのは容よう易いであろう。だがそんな騒さわぎを起こせば、事はもう彼らだけの問題では済すまなくなる。最悪の場合、伯はく爵しやく家けとソシエタスの間で内戦が始まってもおかしくないのだ。

　その甲斐かいあってか──エリーンとエルヴァンは次第にアルノーの弁べん舌ぜつに引き込まれ、いつの間にか真ま顔がおでうなずきながら若者の言葉に聞き入っていた。

　第三者から見ていかに非常識に思えても、人は自分にとって都合の良い事実を欲するものだ。ことにエリーンたちの場合、既すでに巨きよ人じんとなったメルティアを見ているだけに、どんな説明であっても信じ込む下地が整ととのっていたのだろう。

「……ふむ。では、金さえ払はらえば我々に売っても構わないと申すのだな？」

「へっ。そいつは、これからの商談次第ってやつかねえ？」

（な、なに考えてるのよアルノーっ!?　そんな噓うそ、すぐにバレるに決まってるじゃないの！）

「ちなみにそのお嬢じようちゃんと坊ぼうやは、ソシエタスのさる幹部異術師のお子さん方だ。間ま違ちがってケガなんかさせたら、後々厄やつ介かいなことになるぜ。俺は責任持たねーからな」

　その時になって、ようやくユピテルもアルノーの意図を理解した。エルヴァンの誤ご解かいに乗じ、とりあえず自分とラッセルだけでもこの戦艦から脱出させるつもりなのだ。

「……心得た」エルヴァンはアルノーの身体を解放し、

「ただちに短艇カツターの支度をせよ！　ユピテル殿どのとラッセル殿を、港まで丁てい重ちようにお送りするのだ。ただしアルノー殿には、引き続き艦内に留とどまっていただく──よろしいな？」




「アルノーの馬ば鹿か……何よ、一人でカッコつけて」

　港に向かう短艇の上──。波の彼方かなたに遠ざかっていく「エウリディケ」の艦かん影えいを見つめながら、ユピテルはポツリとつぶやいた。

「姉さん。さっきあの女の人がいってた『ウロボロス』て、何のことなの？」

「あ、そっか。あんたやアルノーには、まだ説明してなかったっけ……要するに、これも『遺い産さん』がらみの話なんだけどね」

　同乗している士官やオールを漕こぐ水兵たちに聞かれぬよう、ユピテルは弟に顔を寄せて耳打ちするようにいった。

「今から十五年前のことよ──一いつ般ぱんには『爆ばく心しん地ち』って呼よばれてるヴァリシニア最大の擬獣棲せい息そく地ち域いきに、ソシエタスの編成した特とく殊しゆ部隊が派は遣けんされたの。当時のソシエタス理事長、ライオス・ライモンドス博はか士せじきじきの命令でね」

「………」

「異術師十人、完全武ぶ装そうの一般兵士が三百人──それが任務を終えて『爆心地』から帰き還かんしたときには、異術師が三人、兵士に至っては十人足らずにまで減へっていた」

　微かすかに、ラッセルが息を吞のむ気け配はい。

「ど、どんな任務だったの？」

「色々ややこしい事情で、当時の記録が失われちゃってねー。詳くわしいことはあたしも知らないんだけど──ただ一つはっきりしてるのは、そのとき彼らが『爆心地』から『何か』を持ち帰ったってこと。ライオス博士が、何百人もの人命と引き替かえにしても欲しがった

『何か』をね」

「それって、やっぱり──『遺産』？」

「おそらくはね。その『何か』はいったんこのカラナンに持ち込まれ、港から船に積んで王都モラックスに運ばれる手はずだった──その船が『ウロボロス』よ」

「あのエリーンって人がいってた……」

「ところが、よくよくツキがなかったのよねえ……港を出ていくらも行かないうちに、

『ウロボロス』は海底から出現した超ちよう大型擬獣に襲おそわれた。護衛の軍艦もろとも、海の藻も屑くずよ。以来十五年、その船はカラナンの海の底で眠ねむってるってワケ。船内に『遺産』を抱かかえたままね」

「エリーンのいってた『積み荷』っていうのは……あれ？　それじゃ、あの人たちもぼくら同様『遺産』を捜してるってこと？」

「まーそんなとこでしょ。大錬金術師ゼルファナスの『遺産』を見い出した者は世界を思うがままに変える力を手に入れる──例の無責任な噂うわさが一般にまで浸しん透とうしてるからね。実際は、異術に関する専門知識のないシロウトさんが『遺産』を手に入れたところで、あんまり意味ないと思うんだけど」

「で、でもさ。とりあえず目的はぼくらと同じなんでしょ？　この際、手伝ってあげてもよかったんじゃあ……」

「コトはそんなに簡単じゃないのよ。沈ちん没ぼつ船せんをサルベージするだけなら、とうにソシエタスがやってるわ。それができないのは──『ウロボロス』を沈しずめた超大型擬獣、『深しん淵えんの魔ま王おう』ネトロゾーマの巣すが沈没地点のすぐ近くにあるからよ」

「そんなに強い擬獣なの？　そのネトロゾーマって……？」

「少なくとも、今まであたしらが闘たたかってきたガレスやラザルスなんかとは、ケタ違いのバケモノね。何しろ『天空の覇は者しや』ゲリュオン、『大地の邪じや龍りゆう』ジオドラゴンと並ならぶヴァリシニア三大擬獣の一頭ですもの。ここの領主アルディオラ家も今までに何度か爆ばく雷らいや魚雷を使って退治しようとしたらしいけど、その度に返かえり討うちに遭あって艦隊が全ぜん滅めつしてるって聞くわ」

「でも……アッザムの時みたく、姉さんとメルティアが力を合わせれば──ひょっとして」

「馬ば鹿かいわないでよっ!!」

　突とつ然ぜんの大声に、驚おどろいた水兵たちが一いつ斉せいに振ふり返る。

　ユピテルは慌あわてて声を落とした。

「──ただでさえ、どんどん『融合』が進んでるのよ。今度また『融合体』になったら、確実に手て遅おくれになる。何となく、自分で判わかるもの……意識まで消滅するかはともかく、この身体からだに戻もどれなくなることは間ま違ちがいないわ。

　……ラザルスと闘ったことは、別に後こう悔かいしてないわよ。あの時ためらってたら大勢の人が殺されてたんですもの。でも、ネトロゾーマは違う──奴やつはごくたまに船を襲おそうくらいで、別に陸に上がってまで人間を脅おどかすわけじゃない。あたしが自分を犠ぎ牲せいにしてまで退治する必要なんか、全然ないわ！」

「それって、何か……おかしいよ。姉さんらしくない。ぼくら『融合』をくい止めるために『遺産』を捜してるんでしょ？　だから姉さんだって、わざわざこの街まちに来たんじゃないの？　何で、ここまできて急に弱気になるんだよ！」

「最初はそのつもりだったけど──でも──もうイヤ、こんなのもうイヤよ……怖こわいのよ！　怖くなったのよ！」

　ユピテルは弟から顔を背そむけた。ケープを羽は織おった細い肩かたが、いつしか小こ刻きざみに震ふるえ始めている。

「生意気いわないでよ！　あたしの気持ちなんか、全然判わからないクセにっ!!」

「ご、ごめんなさい……姉さん」

　かける言葉がみつからず、きまずそうに口ごもるラッセル。

　それから後──短艇カツターが桟さん橋ばしにつくまで、姉弟は一言も口を利きかなかった。







「領主の艦かん隊たいに妙みような動きがあるわね」

「黒い太陽ソル・ニゲル」の偽ぎ装そう帆はん船せん「ハイドラ」のキャビンに出頭したヴェパールに、アルマがいった。

「部下の報告に寄れば、港に停てい泊はくした海上騎き士し団だんの艦かん艇ていに固形化エーテルの封ふう入にゆう容器と弾だん薬やくがどんどん運び込まれてるそうよ。まるで戦争でも始めるような騒さわぎだとか」

「狙ねらいは『ウロボロス』でしょうかね」

　ヴェパールはわずかに考えてから、

「行動を急ぎましょう。彼らに先手を取られてはなりません」

「うふふ。慌あわてる必要なんかないわよ。連中があのネトロゾーマをどう料理するか、まずはお手て並なみ拝はい見けんといかなくちゃ」

「なぜ？　先日ご説明した通り、ネトロゾーマは自分が対たい処しよします。あとは同志アルマ、貴方あなたが『アルラウネ』の能力で沈没船から『遺産』を回収して下さればよい」

「あんたに与あたえられた『能力』については理解したわ、ヴェパール。説明通りなら大したものだと思うし、あのネトロゾーマを殺すのは無理でも、まあ何時間か無力化するくらいは可能かもしれない。──でもねえ、ちょっとばかり状じよう況きようが変わったのよ。ネトロゾーマの前に、片づけて欲しい相手が出てきたの」

「誰だれです？　ソシエタスの監かん察さつ官かんですか？」

「例の疑似人間ホモ・フアルサス──メルティアがカラナンに現れたわ。何人かの漁りよう師しが、沖おき合あいの海上で銀色の巨きよ人じんのような怪かい物ぶつを目もく撃げきしたそうよ」

　葡ぶ萄どう酒しゆのグラスを嘗なめながら、アルマがいった。

「メルティア？　アッザム市で同志ラザルスを殺したという、あの？」

「あいつの目的は不明だけど、私たち『黒い太陽ソル・ニゲル』に敵対してることは確実よね。そのメルティアが、もし領主と手を組んだのなら──」

「……我々の計画も、大おお幅はばに変へん更こうせざるを得ませんな」

「とりあえず、街まちにいるメルクリウスに連れん絡らくをとりましょう。上層部にかけあって、もっと増ぞう援えんを出させるわ。それから武器もね」

「しかし、今から増援といっても……たかが知れた人数だと思いますが」

「二、三〇人も集まれば充分よ。貴族の軍隊なんて、頭さえ潰つぶしちまえば後は烏う合ごうの衆しゆうなんだから」

「毒蛇のアルマバイパー・アルマ」はその通り名に相応ふさわしく凄せい艶えんな笑いを浮うかべた。

「いいわねぇ……面おも白しろくなってきたわ。おとなしく沈没船のドブさらいサルベージなんて、ハナから私の趣しゆ味みじゃなかったのよ。くっくっく……」








第３章　沈ちん船せんウロボロス









「まだ戻もどってこないね、あの戦せん艦かん」

「……そうみたいね」

「アルノー、大だい丈じよう夫ぶかなあ。ひどい目にあってなきゃいいんだけど」

「心配ないわよ。彼のことだもの、きっとスキを見てうまくずらかってくるわよ」

　領主エリーンとの会見から、はや三日が過ぎようとしていた。「エウリディケ」艦上に残してきたアルノーからは、未だに何の音おと沙さ汰たもない。

　カラナン市し街がいに宿をとったユピテルとラッセルは、その日も海岸を見み渡わたす堤てい防ぼうの上に座すわり込み、港に出入りをする船の群を眺ながめながら、日がな一日とりとめのない会話を交わしていた。

　この三日間、ユピテルの身体からだにさしあたり相そう変へん異いは起きなかった。彼女は何度かメルティアに語りかけてみたが、自分の中に巣すくうホモ・ファルサスからの反はん応のうはない。双そう方ほうの意識が覚かく醒せいしている状態はより『融ゆう合ごう』が早まるらしいから、メルティアの側でもそれなりに気を遣つかっているということなのだろうか。

　いっそのこと、このまま消えてくれれば──そんな意地の悪い考えが、チラリと頭を掠かすめる。サブナックで命を助けられて以来、すっかりメルティアになついている弟の前ではさすがに口には出せなかったが。

「あ～もうっ飽あきちゃった！　帰ろ帰ろ。こんなところで待ってたって埒らちが開かないわ。潮しお風かぜでお肌はだが痛んじゃう」

　いいながら立ち上がり、ユピテルはスカートの砂を払はってスタスタ歩き出した。

「え？　う、うん……」

　少し遅おくれて、ラッセルも小走りでついてくる。

　二人はだらだらした細い坂を上り、階段状の斜しや面めんに沿って民家や商店が密集するカラナンの市街地に入った。

　白土を固めて建てられた幾き何か学がく型がたの小さな民家が無数に軒のきを連ねる街まち並なみは、午後遅い時刻の深い藍あい色いろの空と相まって奇き妙みように幻げん想そう的てきな風景だ。

　昼間だというのに商店の半数は扉とびらを閉ざし、路上では四、五人の幼よう児じが群れて走り回っている他ほかに通行人の影かげを見ない。民家の前に座り込んだ皺しわ深ぶかい老人が、所在なげに水みず煙管きせるをふかしながらユピテルたちをじっと目で追っていた。

「こうして改めてみると……何だか、うらぶれた街ねえ」

「そういえば、小さな子供とかお年寄りばかりだね。カラナンって、もっと賑にぎやかな港町かと思ってたのに」

「それは昔むかしの話よ。気づかなかった？　港が大きい割に、船の出入りがやけに少ないこと──領主の軍ぐん艦かんだけは立派だけどね。だいたい、こんなド田舎いなかの貴族が自じ腹ばらで海軍なんか構えようとするのが無茶なのよ。領地の税収も、ほとんどあの艦隊につぎ込んでるんじゃない？」

「仕方ないよ姉さん。あんな目と鼻の先の海に、擬ぎ獣じゆうが出るんだもの」

「ネトロゾーマの活動期にはろくに漁りようもできないし、悪い評判が立って交こう易えき船せんも寄りつかない。擬獣対たい策さくのための軍備にお金をつぎ込んでまた財政を圧あつ迫ぱくして……ったく悪あく循じゆん環かんもいいとこだわ。街が寂さびれないほうがおかしいわよ」

　寂れているのは街だけではない。市街地の背後にある高台には古風な尖せん塔とうと狭はざ間ま胸きよう壁へきを持つ広こう壮そうな館やかた──領主アルディオラ家の居きよ城じようがそびえているが、壁かべの漆しつ喰くいはあちこちで剝はげ落ち、尖塔の屋根には去年の嵐あらしで出来たと思われる大おお穴あなが放置されている。修理の予算すら底をついているのだろうか。

「でもさ、そのネトロゾーマを退たい治じできれば、この街だってまた……」

「……それってあたしへの当てつけ？」

「!?　違ちがうよっ、そんな……！」

「………」




　坂を上りきったところで、街まち中じゆうで一番大きな通りに出る。

　次の角を曲がれば宿屋につくというところで、ユピテルがふいに立ち止まった。

「ラッセル、あんたは先に帰ってて。あたし、もうしばらくこのあたりを散歩してくるから」

「え？　で、でも」

「ちょっと独ひとりになりたいのよ。──心配しないで、夕食までには帰るから」

「あ、あの、姉さん……」

　ラッセルはおどおどした上うわ目め遣づかいで姉の顔を見上げた。

「……ううん、何でもない。気をつけてね」




　大通りから逸それて下した町まちの方向に向かう。迷路のように入り組んだ狭せまい路ろ地じの奥おくへと、ユピテルは半ば意図的に迷い込んでいった。

　別に何ど処こに行くあてがあるわけでもない。ほんの一時でいいから、自分が直面している厄やつ介かいな現実を忘れたかったのだ。

（ラッセルもアルノーも……薄はく情じような女だと思ってるだろうな、あたしのこと）

　自分でもそう思う。

　元はといえば、メルティアとの合がつ体たいは自みずから招まねいた災わざわいだ。本来なら自分一人で背負うべき問題に弟や行きずりのアルノーを巻まき込んだ挙げ句、土ど壇たん場ばになって臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて逃にげ出したのだから。

（馬ば鹿かよね、あたしって……逃げたところで、今さらどうなるもんでもないのに）

　こうしている間にも「融合」は確実に進んでいる。今夜眠ねむっている間に相そう変へん異いが起これば、もう今の自分として目覚めることは永久にないかもしれないのだ。肉体的な苦痛がないというだけで、悪性の寄生虫に命を奪うばわれるのとさして変わりはない。

　ラザルスの「器うつわ」にされたレオノーラの、無む惨ざんな死に顔が瞼まぶたの裏に蘇よみがえる。あれはもう一人の自分の姿だったのではないか──。

「……いやよ……！」

　ユピテルは小さく叫さけび、思わず顔を覆おおった。

（もうイヤ!!　もうたくさんよ!!　──メルティア！　そこにいるんでしょ!?　黙だまってないで何とかいいなさいってば!!）

　──返答はない。

　耐たえきれず、今度は声に出して叫ぼうとした瞬しゆん間かん──。

　横合いから飛び出してきた人ひと影かげとまともにぶつかった。

「うわっ！」

「きゃああああっ!?」

　どんっ！　という鈍にぶい音と共に突つき飛ばされ、ユピテルは乾かわいた地面に勢い良く尻しり餅もちをついた。

　同時に、何かがバサバサ周囲に落ちる気け配はい。

「いった～～い。何なのよ、もうっ!?」

　お尻しりをさすりながら立ち上がると、衝しよう突とつの相手は向かいの壁かべ際ぎわで、まだ地面に両手をついて倒たおれていた。

　暗あん灰かい色しよくのシャツに象ぞう牙げ色いろのベストとスラックス。耳が隠かくれる程度に伸のびたくせのない銀ぎん髪ぱつ──ユピテルとほぼ同どう年ねん輩ぱいの少年だ。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶ？」

「………」

　助け起こそうとしたユピテルの手を払はらいのけ、少年は傍かたわらに落ちた鳥打ち帽ハンチングを素早く被かぶりなおした。

　無言で立ち上がり、ユピテルの隣となりをすりぬけ黙もく々もくと地面に散らばった十数冊さつの本を拾い集める。どれも革表紙の分厚い書物だ。

（本？　……学生かしら？）

　そこではっと気づき、慌あわててしゃがみこんで手伝ってやる。

　だが──。

「触さわるな！」少年はユピテルの手から乱暴に本をもぎ取った。

「ちょっと、何よその態度は？　人にぶつかっておいて謝あやまりもしないで！」

　少年が顔を上げ、初めて正面からユピテルを睨にらんだ。

　整ととのった顔立ちである。しかしその蒼あおい目に生気は感じられず、どこか硝子ガラス玉だまのような空くう虚きよさが漂ただよっていた。

（え……？）

　ユピテルは我が目を疑った。周囲の波の音と真夏の日差しが遠ざかり、一いつ瞬しゆんの間だけ彼女の意識は遠い過去に飛ばされていた。

「悪いのはおまえだろう。道の真ん中でぼんやり立ってたんだから」

　少年の言葉で現実に引き戻もどされた。怒おこっているというより、訴そ状じようを読み上げるような妙みように淡たん々たんとした調子の反はん駁ばくである。

「……気をつけろよ」

　それだけいうと、少年は書籍の山を抱かかえなおして無言で立ち去ろうとする。

「待って!!」

　自分でも驚おどろくくらいの大声で、ユピテルは叫さけんでいた。

「ニコラ兄さん!?　あなた──ニコラウス・ライモンドス!?」

「……？」

　少年は立ち止まり、半分だけ振ふり向いた。硝子ガラス細ざい工くのように端たん正せいな横顔が訝いぶかしげにこちらを見やり──しかしすぐに背を向けると、何事もなかったかのように一つ先の角を曲がって足早に姿を消した。

「………」

　ユピテルはスカートについた砂すな埃ぼこりを落とすのも忘れ、呆ぼう然ぜんとその姿を見送っていた。

（まさか……人ひと違ちがいよ。だって、ニコラ兄さんはとうの昔むかしに）

　ふと足下を見ると──。

　一冊の本が落ちていた。今の少年が拾い忘れたのだろうか──開いてみると、薬物関係の専門書である。
















（構うもんですか、あんな失礼なヤツ！　いい気味よ。捨てちゃえ捨てちゃえ！

　……でも、もし大だい事じな本だったら）

　しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、ユピテルは意を決して先せん刻こくまで少年の立っていた地面にしゃがみ込んだ。

　幸い、舗ほ装そう道路ではない。この地方独どく特とくの乾かわいた白土の上に、比ひ較かく的はっきりと少年の靴くつ跡あとが残っていた。

（な～んか尾び行こうしてるみたいで感じ悪いけど……ま、しゃーないか）

　額のタブレットに意識を集中し──。彼女はその場に地の疑似精霊コボルトを具ぐ現げん化かさせた。




　小さな泥どろ人にん形ぎようのような姿のコボルトはユピテルの命じるままに少年の足あし跡あとを追って走り、最後は下した町まちにある一軒けんの小さな民家の前で消しよう滅めつした。

（この土地の子かな？　にしては、ずいぶんあか抜ぬけた感じだったけど……）

　扉とびらをノックしてみたが返事はない。そのくせ鍵かぎもかかっていなかった。

「？　ごめんくださーい」

　挨あい拶さつしながら一歩踏ふみ込んだとたん──。

　うなじのあたりに、固く冷たい刃は物ものを押おしつけられる感かん触しよく。

「きゃっ!?」

「尾つけてきたな──何の用だ」

　いつの間にかユピテルの背後に回り、喉のど元もとに短剣ダガーを突つきつけた少年が、先刻同様に淡々とした口く調ちようで訊きいてきた。

「こ・こ・これ……」

　硬こう直ちよくしながらも、ぎくしゃく片手を上げ届とどけにきた本を示す。

　少年は空あいた方の手で本を受け取り、軽く改めた。

「……帰れ」

　静かに短剣を降ろし、素そっ気けない口調でいう。

「あのぉ……お客さんには、いつもこんな応対してるわけ？」

「この界かい隈わいは物ぶつ騒そうなんだ。昨日きのうも人が殺された」

　少年は部へ屋やの奥おくの書き物机に引き返し、ユピテルに背を向けて椅い子すに掛けた。勉強中だったのだろうか──机の上には数冊さつの本が広げられている。

　机以外にはベッドが一台、本ほん棚だながいくつか、手洗いと思われる扉が一つ──それだけの部屋だった。おそらく学生や独身者向けの安下宿であろう。

　ただし本棚いっぱいに詰つめ込まれた書籍はその多くが自然科学や錬れん金きん術じゆつ、それに医学関係の高価な専門書だ。とても田舎いなか町まちの学生の蔵書とは思えない。それとも彼はモラックスあたりの裕ゆう福ふくな家の子供なのだろうか。

「帰れといったろう。何時までそこに立っているつもりだ」

　ぼーっと室内を見回していたユピテルは、少年の言葉で我に返った。

「あ、あのさ。あたし、王都から来たユピテルってゆーんだけど」

「………」

「ひとつ訊いていい？　あなた、ひょっとしてニコラウスの親しん戚せき？」

「……誰だれだって？」

　背を向けたまま、少年が聞き返した。

「つまりね。あたしが小さい時によく遊んでくれた近所のお兄さんがいて、その人の名前がニコラウス・ライモンドスっていうの。あたしはニコラ兄さんって呼んでたけど……でもその人、もう八年も前に事じ故こで亡なくなっちゃって……あたしが七つの時に」

「それで」

「でね、さっき街まち中なかで会ったあなたが、生きてた時のニコラ兄さんにあんまりそっくりだったから……その、もし親戚の人だったら色々話を聞きたいな、って」

「………」

　わずかの沈ちん黙もく。

「……知らないな。僕はメルクリウス。ニコラウスなんて名は聞いたこともないし、仮かりに知っていたとしても君の役には立てないよ」

「？　どーして？」

「今から一年前──十四歳の時に、僕は大きな病やまいで倒たおれた」

　少年──メルクリウスは読みかけの本を閉じ、ユピテルの方に向き直った。

　さらっとした前まえ髪がみの下にのぞく緑色のプレートは、ユピテルのものと同じ「タブレット」だ。

（彼も、異い術じゆつ師し──？）

「高熱を出して何日も寝ね込こんで──一命は取り留とめたけど、脳をやられて過去の記き憶おくを全部失ったんだ」

「え!?　でも、そんな──」

「『ドクター』の話じゃ、僕の髪はもともと黒かったらしい。こんな色になったのも病の後こう遺い症しようさ。だから、そのニコラって人と何か関かかわりがあったとしても、今はもう何も覚えていない」

「………」

「この一年間に必死で勉強して、失なくした分の知識はどうやら取り戻もどしたけど、思い出や経験までは帰ってきやしない。今は『ドクター』が僕の親がわりを務めてくれてるけど、仮に実の両親や兄弟に再会しても何も感じないと思う。感情とか感性とか、そういう要素が欠落しているのさ」

　まるで他人の話をしているような調子で、メルクリウスは続けた。

「僕の中味は虚うつろだ。人形と同じなんだ」

「人形だなんて……で、でもすごいよ。たった一年で十何年か分の知識を取り戻しちゃうなんて。尊敬しちゃうな」

「全然、すごくない。どうやら君は僕と同おない年どしくらいだけど、中味は全く違ちがう。僕の中には、人間としては一年分の経験しかないんだから。君にとってはろくに口も利きけない赤あかん坊ぼうを相手にしているのも同然だ。こうして話していても味気ないだろうと思う」

「そんなことないよ！　それに……羨うらやましいよ。過去は失くしたかもしれないけど、メルクリウスにはまだ未来があるもの」

「どういう意味だい」

「実はさ……あたしもちょっとした病気に罹かかってて──もう、あんまり長くないのよ」

「！」初めて──メルクリウスの顔に、ほんの微かすかな驚おどろきの表情が浮うかんだ。

「──とても、そんな風には見えないけどな」

「えへへ。信じてもらえないかな？　やっぱり」

「いや、噓うそをついてるようにも見えない。──そうか。君はもうすぐ死ぬのか」

「そ、そう明言されるとミもフタもないけど……まあ、そーゆーこと」

「……掛かけろよ。立ち話もなんだし」

　メルクリウスが、部へ屋やの隅すみのベッドを顎あごで指し示した。

「え!?　あ、ありがとっ」

　スカートの裾すそを気にしながら、きちんと膝ひざをそろえてベッドの端はしに座すわる。ぺろっと舌を出し、ユピテルは照れくさそうに笑った。

「こんなとき……アビス教徒の人だったら、聖堂か何かに行って神様にお祈いのりするのよね。きっと」

「ナンセンスだな。唯ゆい一いつ至し高こうの神なんて人間の創つくった幻まぼろしだよ。『ドクター』がそういってた」

「そ、そうよね……あたしもそう思う。うん」

「医者にはかかったのかい？　ソシエタスには、確かジルクリストとかいうヴァリシニア最高の名医がいるって聞いたけど」

「う～ん、特とく殊しゆな病気だから。お医者や薬じゃ、ちょっとどうにもならないと思う」

「ふうん。それは気きの毒どくだね」

「八年前、ニコラ兄さんが亡なくなったときは──そりゃあ悲しかったけど──あたしもまだ小さかったから、人が死ぬってどういうことかよく解わからなかった。でもね、こうして自分が病気になって──それがどんなに怖こわくて寂さびしいことか、今はイヤというほど解るよ。自分が消えちゃうんだもの。過去の思い出も、今の想おもいも、これから実現したかった夢ゆめも──何もかも」

「………」

「おっかしいの。あたしったら取り乱して、弟に当たり散らしたり、年上の男友だちにちょっかいかけて困らせたり──周りのみんなを振ふり回して、さんざん迷めい惑わくかけてきたけど──きっと、忘れて欲しくなかったんだと思う。どんなイヤな女、変な奴やつとしてでもいいから、あたしのこと憶おぼえておいて欲しかった。そうすれば、みんなの中で生きていけるって──あれ？」

　笑いながら話していたはずが──急に口の中に塩辛い味が広がり、声が詰つまる。

　それでもつっかえつっかえ、ユピテルは喋しやべり続けた。

「馬ば鹿かよね、ホント。あたしってば大馬鹿。どんなに悪あがきしたって、あたしが消えて何年か経たっちゃえば、みんなキレイに忘れられて、それでお終しまいなのに──」

「そんなものなのかい」

「さっき……街まちであなたに会って、久しぶりに思い出したの。ニコラ兄さんのこと。それまでずっと忘れてたの。生きてるときは、あんなに優しくしてもらったのに。あんなに好きだったのに。──まだ、たった八年しか経ってないのに！」

　もう前を見ていられなかった。固く閉じた膝ひざ頭がしらにぽたぽた自分の涙なみだがかかるのを感じながら、ユピテルは鳴お咽えつ混まじりで叫んでいた。

「死ぬってそういうことなのよっ!!　何にも残らないのよっ!!　八年前にニコラが、三年前に母さんが逝いって、今度はあたしの番──でもイヤっ！　あたしまだ死にたくない！　死にたくない！　消えたくないよぉ──っ!!」

「……だって、君はまだここにいるじゃないか」

　驚いて顔を上げると、いつの間に席せきを立ったのか──メルクリウスはベッドの端はし、ユピテルのすぐ隣となりに並ならんで腰こし掛かけていた。

「え……？」

「明日どうなるか判わからなくても、少なくとも今はここにいて、考えて、感じて……生きてるんだろう。──なら、今できることをすればいい」

　そういって、木箱に入った鼻紙の束たばをユピテルに差し出す。

「……ありがと」

　涙を拭ふき鼻をかむ少女を、硝子ガラスのような蒼あおい瞳ひとみがじっと見守っていた。

「僕は十四歳までの思い出を全部失なくしたけど、でもそれで僕自身が消えたわけじゃない。いや、むしろそのおかげで理解できたこともある。『神』が人間の創った幻であるように、『時間』もまた人間の意識が生み出した幻げん想そうにすぎないんだ。決して過去から未来に向かって流れる連続した時間が存在しているわけじゃない。世界は関連性のない瞬しゆん間かん瞬間の積み重ねなんだ。それをつなげているのは人間の意識だよ。僕らの存在はこの一瞬の間にも無限に生成と消しよう滅めつを繰くり返している。だから──存在し続けることに執しゆう着ちやくする必要なんかない。ただ素直に、今この瞬間を生きていればいいと思う」

「………」

「それから、もう一つ──。僕の病やまいには他ほかにも妙みような後こう遺い症しようがあって、それまでの記き憶おくを一切失ったにもかかわらず、記憶する能力そのものは却かえって異常なくらい発達したんだ。二時間もあれば辞書の一冊くらい軽く暗記できる。一年足らずで失くした知識を取り戻せたのもそのおかげさ。皮肉な話だけどね。だから──」

　朝あさ凪なぎの海のように蒼あおく澄すんだ少年の瞳ひとみ。その奥おく底そこで、微かすかに淡あわい光が揺ゆらめいた。

「今日この部へ屋やに来て、こうして話してる君のことも──きっと忘れないよ。

　この先、何十年経たっても」




「ねえ……また遊びに来て、いい？」

「明日、僕がここにいる保証はしない。でも、来るのは構わないよ」




（何だか、夢ゆめでも見てたみたい……誰だれだったんだろう？　あの男の子は）

　ユピテルはふと立ち止まり、後ろを振ふり返ってみた。

　二時間ばかりの時を過ごしたあの小さな白い家は、曲がりくねった路ろ地じの彼方かなたに隠かくれてとうに見えなくなっていた。

　今来た道を引き返して、もう一度訪たずねたら幻まぼろしのように消えてしまっているのではないか──そんな気さえする。

（それでもいい……それでもいいよ。あの子はやっぱりニコラだ。ニコラ兄さんが、あたしのこと励はげましてくれたんだ！）

「ありがと！　あたしも絶対忘れないからねーっ!!」

　大声で叫さけんでから、きびすを返して元気良く走り出す。

　二時間前までの自分はどうかしていたんだろうと思う。過ぎたあやまちをうじうじ後こう悔かいし、まだ定さだかでない未来に怯おびえて勝手に絶望していた。

（そうよ！　まだ終わったわけじゃないわ。まだ生きてるんだもの、あたし！）

　怯えて逃にげ回ってたところで、「融合」の時は必ず来る。従しよう容ようとして運命を受け入れるなんてあたしの趣しゆ味みじゃない。ならば生ある限り戦って、ぶつかって、あがき続けて──それでも駄だ目めだったときは。

「知ったこっちゃないわよ、そんなの！　だからメルティア──あんたにもとことんつき合ってもらうわよ、あたしの悪あがきに！」

　それから宿で自分を待っている弟のことを思い出す。だいぶ道草を食ってしまったが、今から急いで帰れば夕飯は一いつ緒しよに食べられるだろう。

　──もう迷わない！

　夕ゆう暮ぐれの迫せまるカラナンの下した町まちは相変わらず迷路のように入り組んでいたが、道案内の疑似精霊コボルトを従えた少女はものともせず、ケープの裾すそを翻ひるがえしながら一本道を進むように軽かろやかに駆かけ抜ぬけていった。




　ユピテルが立ち去った後──。

　陽が傾かたむきすっかり暗くなった部へ屋やの中で、メルクリウスは灯あかりを点つけようともせず机の前で物思いに耽ふけっていた。

　少年の視線は、卓たく上じように置かれた抜ぬき身みの短剣ダガーにじっと注そそがれている。

「──僕は、なぜあの子を殺さなかったんだろう？」

　思わず口に出して自問した。

　疑似精霊を操作して自分を尾び行こうしてきた所しよ属ぞく不ふ明めいの異い術じゆつ師し──それだけで、殺すのには充じゆう分ぶんな理由だったはずだ。

　異術師としての能力はさておき、少女はあまりに隙すきだらけだった。この部屋にいる間だけでも、少なくとも十回は殺すチャンスがあった。

　首を切り裂さき、金品を抜ぬき取ってそのへんの路ろ地じ裏うらに転ころがしておけば、この界かい隈わいではよくある強ごう盗とう殺人として気にかける者もいまい。「黒い太陽ソル・ニゲル」のメンバーとして当然の義務──だが、自分は少女を殺さなかった。いや殺せなかった。

　彼女が同おない年どしの女の子だったからか。不ふ治じの病やまいを告白されたからか。

　いや、そうではあるまい。

（あの子──ユピテルは僕のことをニコラと呼んだ。ニコラウス・ライモンドスと）

　記き憶おくにない名前である。しかも八年も前にこの世を去った人物だという。

　偶ぐう然せんの一致。他た人にんの空そら似に──だが、胸を覆おおうこの名状しがたい不安はいったい何だ。

　あの子から、もっと詳くわしい話を聞きたかった。自分に生き写しだという、八年前に死んだ若者のことを。だが、結局は何も聞けなかった。恐おそろしかったのだ。

『ドクター』は自分に多くの知識と戦せん闘とう異い術じゆつのノウハウを授さずけてくれたが、個人的な過去に関してはどういうわけか口をつぐんで一切教えてくれない。知らない方が良いということなのか。

「それでもいい、教えて下さい『ドクター』……僕の本当の名は何というのですか。あなたに保護されるまでの十四年間、どこで何をやっていた人間なのですか。夢ゆめの中に出てくる、あの小さな女の子はいったい誰だれなんですか──」

　机の上で頭を抱かかえ、祈いのりの文句のように繰くり返しつぶやく。

「僕は──僕はいったい何者なのですか……？」

　暗い部屋の中で──やがて少年は肩かたを震ふるわせて泣き始めた。







「何じゃと──今までの話は全すべて偽いつわり!?」

　洋上に浮かぶ戦せん艦かん「エウリディケ」のブリッジで、エリーン・アルディオラは顔色を変えて叫さけんだ。

　同席のエルヴァン、それに騎き士し団だんの参さん謀ぼうたちも困こん惑わくした表情で顔を見合わせている。

「申し訳ないけど、まあそういうことさ」

　海上騎士団の面々を前に、アルノーは気まずそうに肩をすくめた。

「メルティアが俺おれたちを助けてくれたのは事実だよ。けどな、ラッセルがいってた通り、あれは本当にあいつ自身の意志なんだ。何しろ気まぐれなヤツでね。だから俺が命令したからってどうなるもんでもないよ。だいいち何時、何ど処こに現れるのかさえ定さだかでないんだから」

「ならば、なぜあの擬ぎ獣じゆうを売るなどと──」そこではっと気づき、

「あの小こ娘むすめを逃にがすためか!?　……おのれ、異術師とグルになってわらわをたばかったな！」

「悪いとは思ったよ。だがああでもいわなきゃ、あの場は収まらなかったろ？　あのユピテルって子は世間知らずのお嬢じようちゃんだが、戦闘異術の腕うで前まえは超ちよう一流だ。あのまま小こ競ぜり合いが続いたら、間ま違ちがいなくあんたの家来から死人が出てたぜ」

「なぜ──ここで白状したのだ？　港に戻もどった後なら、逃げ出す機会などいくらでもあったものを」

「ま、最初はそのつもりだったけど……」

　アルノーは困ったように頭をかき、

「でもこれで俺にまで逃げられたら、あんたの面子メンツがまる潰つぶれだろ？　いきがかりでこうなっちまったとはいえ、別にあんたや伯はく爵しやく家けに何か恨うらみがあるわけでもないし。何といっても──女の子の顔に泥どろを塗ぬっちゃあ、俺も寝ね覚ざめが悪いからな」

「──嘗なめるなっ!!」

　色白の頰ほほを紅こう潮ちようさせてエリーンが怒ど鳴なった。

「わらわとて惨むごい所しよ業ぎようはしたくない──。だが、このままでは家臣たちに対して示しがつかぬ。相応の処しよ罰ばつを覚かく悟ごして貰もらうぞ！」

「あんたの立場は解わかるよ」アルノーはうなずいた。

「何たって領主サマだからな。だが、俺にだって一人の男として譲ゆずれないもんがある──それだけのことさ」

「くっ……！」

　幼おさない領主は唇くちびるを嚙かんで身を震ふるわせていたが──。

　やがて大きく息をつき、家臣たちに告げた。

「この男を鞭むち打うちの刑けいに処しよす──艦かん尾び甲かん板ぱんに引き立てよ！」

　ブリッジの隅すみに控ひかえていた水兵二人が、ニヤニヤ笑いながら進み出た。

「アレを喰くらうと──ひと月はてめえの足で便所にも行けなくなるぜ。覚悟しとくんだな、若わか造ぞう」

　そういうと、両脇からアルノーの腕うでをつかんで強ごう引いんに抱かかえ上げた。

　若者がブリッジから引きずり出されて数分後──。

　ふと窓際に目をやったエルヴァンがつぶやいた。

「おや？　あれはユピテル殿どのではないか？」

「──何じゃと!?」

　慌あわてて望遠鏡を構えるエリーン。海岸の方角から近づく一艘そうのボートを確認し、惚ほうけたようにつぶやいた。

「戻ってきおった……なぜだ？」




「見つけた！　『エウリディケ』よ、間ま違ちがいないわ！」

　小さなボートの舳へ先さきにすっくと立ち、赤いケープを潮しお風かぜにはためかせたユピテルが大声で叫んだ。

　船尾の方では、オールを握にぎった少年が顔を真まっ赤かにして漕こぎ続けている。

「もう少しよ！　頑がん張ばってね、ラッセル☆」

「ね、姉さん……カッコつけてないでそろそろ代わってよ、ぼくもう疲つかれちゃったよ～！」

「な～に弱よわ音ね吐はいてるの！　港からまだたったの二海カイ里リ（約三・七キロ）じゃないっ!!」

　元気度二〇〇％のスマイルで弟の抗こう議ぎを封ふう殺さつするユピテル。

「うええ～ん。もうやだよぉ、こんな生活！」




「エウリディケ」の舷げん側そくにボートを寄せたユピテルは、戦せん艦かんから縄なわ梯ばし子ごが降ろされるのを待たずに「タブレット」を輝かがやかせ、水の疑似精霊ウンデイーネを具ぐ現げん化かさせた。

　海面から立ち上がった半はん透とう明めいのウミウシのような姿の疑似精霊に弟と二人で飛び乗り、そのまま上部甲板の舷げん門もんへとリフトアップさせる。

　甲板上では騎き士し団だんの参さん謀ぼうたちを背後に従えたエリーンが、挑いどむような顔つきで待ち受けていた。

「よくも、おめおめ戻って来れたものよ……いったい何の用だ？」

「一つ訊きき忘れたことがあったの。それを確かめに来たわ」
















「何を？」

「あなた『ウロボロス』の積み荷を欲しがってるようだけど──中味が何だか知ってるわけ？　知ってるとしたら、それをいったい何に使う気なの？」

「……訊きいてどうするのだ」

「この場で決めたいからよ。メルティアを呼んであなた方に協力させるか──それともこの戦艦を今すぐ沈しずめるかを」

　ざわっ──。周りを取り巻く騎士団の参謀、及および「エウリディケ」の将兵たちの間に緊きん張ちようが走る。

「静まれっ!!」

　家臣たちを一いつ喝かつし、再びエリーンはユピテルに向き直った。

「おまえたち異術師どもが各地で漁あさっている『遺い産さん』とかいう宝たから──あれがその一つだということは、わらわとて心得ておる。十五年前、我がアルディオラ家は他ほかならぬ異術師協会ソシエタスの依い頼らいで『ウロボロス』を出港させたのだからな」

「ま、あたしが『遺産』を捜さがしてるのはソシエタスとは無関係、あくまで個人的な事情なんだけど……ただし、あんたが世界征せい服ふくとかそーゆータワけた目的で『遺産』を狙ねらってるなら、やっぱり異術師の一人として見過ごすワケにはいかないのよ」

「世界征服……？」

　エリーンはきょとんとした顔つきで目を瞬まばたかせ──ぷっ、と吹ふき出した。

「アハハハ、何を言い出すかと思えば──そなた、活かつ劇げき芝しば居いの見過ぎではないか？」

「あれれ。違うの？」

「わらわは『遺産』の中味など知らぬし、興きよう味みもない。積み荷は元よりソシエタスの所有物なのだから、引き揚あげに成功すれば返してやる──ただし王都までの輸送は我々の手で行うがな」

「はあ？」

「判わからぬか。『ウロボロス』は王都に荷を届とどける使命を果たせず沈んだのだから、せめて積み荷だけでも回収して、この『エウリディケ』をもって使命を全まつとうさせるのだ」

「？？？　えーつと　？？？」

　ユピテルはショートカットの髪かみをぷらぷら揺ゆらして考え込み、

「つまりアレ？　十五年前にソシエタスから請うけ負おった輸送依い頼らいを──改めてやり直したいってコト？」

　エリーンがうなずいた。

「我がアルディオラ家は古いにしえより海かい事じをもって国王陛へい下かにお仕つかえし、その功績を讃たたえられて爵しやく位いに列れつせられた栄はえある海の一族。擬獣ごときの妨ぼう害がいで依頼を果たせぬとあっては家か門もんの名な折おれ──先祖に対して面めん目ぼくが立たぬのだ」

「でも……例のネトロゾーマには、他にも数え切れない船が沈しずめられてるんでしょ？　どーしてそう『ウロボロス』にばかりこだわるのよ？」

「………」

　突とつ然ぜん──エリーンが唇くちびるを嚙かんでうつむいた。彼女ばかりではない。エルヴァンを筆ひつ頭とうとする家臣たち、最下級の水兵までもが沈ちん鬱うつな面おももちで黙だまり込んでいる。

「あ、あのぉ……何か悪いこと訊きいちゃった？　あたし」

　沈黙した主君を代弁するように、エルヴァンが重い口を開いた。

「今は海底に在ある『ウロボロス』艦かん長ちようはクロノス・アルディオラ伯はく爵しやく殿でん下か──当時のご領主、そしてエリーン様の御お父ちち君ぎみであらせられる」

「え？　つてことは、つまりお父さんの仇かたき討うち──」

「この十五年間──『ウロボロス』の遺い骨こつと積み荷を回収し、クロノス様の御み霊たまを弔とむらうことは我が海上騎士団の悲願であった。その妨さまたげとなる擬獣ネトロゾーマを征せい伐ばつせんと幾いくたび艦隊を派は遣けんしたことか──だが勇ゆう戦せん虚むなしく多くの艦と将兵を失い、エリーン様の三人の兄あに君ぎみもまた……」

「いうなエルヴァン!!」エリーンが身を震ふるわせて叫さけんだ。

「死んでいった者を貶おとしめとうはない──だが、兄上たちはあまりにも復ふく讐しゆうにこだわりすぎたのだ。その結果がどうだ？　怪かい物ぶつとはいえたかが獣けもの相手の戦いで多くの忠実な家臣を死なせ、あまつさえ戦費のための重税でカラナンの街まちまで荒こう廃はいさせてしまった──これが領主の一族のやることか？　領民の暮くらしを守れずして何のための伯爵家だ!?　挙げ句の果て、アルディオラの一族はとうとうわらわ一人になってしまった。もうたくさんだ──わらわは、こんな不ふ毛もうな戦いくさには嫌いや気けがさした！」

（あ、なーるほど。それでメルティアを……）

「お戯たわむれをエリーン様！　それは余りに弱気なご発言！」

　聞きとがめた参さん謀ぼうの一人が抗こう議ぎの声を上げる。

　それをきっかけのように、他の参謀たちも一いつ斉せいに騒さわぎ始めた。

「さよう。例たとえ擬獣相手であっても、戦せん陣じんに散ちるは騎士の誉ほまれ！　我が海上騎士団はご領主様の下、まだまだ士し気き軒けん昂こうですぞ！」

「得え体たいの知れぬ擬獣や異術師の力など、頼たのむに及およばず！　本艦並ならびにコルベット艦隊だけでもただちに出しゆつ撃げきし、今度こそネトロゾーマめと雌し雄ゆうを決しましょうぞ！」

「黙だまれ黙れ！　その方らそこまで犬死にしたいか!?　ならば勝手に首でも括くくれ！　わらわは知らぬ！」

　エリーンは荒あら々あらしく片手を振ふった。──あたかも、自分のか細い肩かたにのしかかる無形の圧力に必死で抗あらがうかのように。

「ただちに全艦隊を港に帰投させよ！　──今回の出兵は見合わせじゃ！」

　吐はき捨てるように命じると、女領主は足早に家臣たちから離はなれ、ユピテルとラッセルの立っている舷げん門もんの方へ歩み寄った。

　姉の背後に隠かくれるようにして立ったラッセルに目を留とめ、

「メルティアを犬呼ばわりしたこと、本意ではなかった──許せ」

「え!?　あの、ぼくは、そんな……」

　頰ほほを赤らめて言いよどむ少年の姿にふっと目を細め、エリーンは白く波頭の立つ海うな原ばらを見やった。

「あの擬獣がおまえを助けた姿は、今でも瞼まぶたに焼きついている。あれは、まるで──子供を護まもろうとする母親そのものだった。美しい──わらわの知っている擬獣とはまるで違ちがう、美しい生き物だと。……なぜだか、亡なくなられた母上のことを思い出した」

　船ふな端ばたの手て摺すりり板いたにもたれかかり、誰だれにいうともなく続ける。

「だから──あのメルティアなら、わらわの力になってくれるかと思ったのだ。わらわの意を汲くみ、この馬ば鹿かげた戦いくさを終わらせるための力を与あたえてくれるものと……。

　今にして思えば、我ながらずいぶんと虫の良い考えよ。よほど追いつめられていたとみえるな、わらわは……」

「いえ、そーでもないわよ」

　にまっと笑ってユピテルがいった。

「あなたに唯ゆい一いつ間ま違ちがいがあったとすればね、エリーン。最初からそんな風に腹はらを割って話してくれなかったことよ」

「……？」

「でも、もう大だい丈じよう夫ぶ。メルティアは、きっとあなたに力を貸すわ！」

「妙みような娘むすめよの……まるでそなた自身がメルティアであるような物言いだが」

「当たらずとも遠からずってトコね。だって、彼女はあたしの一部ですもの」

「？？？　しかし、あのアルノーの話では──はっしまった!!」

　出し抜けに大声を張り上げ、エリーンは脱だつ兎とのごとく艦かん尾びに向けて走り出した。

「ど、どーしたのいったい？」

　わけの判わからぬまま、後を追うユピテル。

「命令を取り消すのを忘れておった！」

「はあ？？？」

　艦かん尾び甲かん板ぱんの上では──。材木を組み上げて作られた武ぶ骨こつな拷ごう問もん台だいに、上半身を裸はだかに剝むかれたアルノーが縛しばりつけられていた。

　その傍かたわらでは、海豹あざらしによく似にた巨きよ漢かんの水兵がイライラしたように手に持った九尾の猫鞭キヤツトナイン・テイルズを弄もてあそんでいる。慣例上刑けいの執しつ行こうは艦長立たち会あいの元で行うため、今までずっと待っていたのだ。

「アルノー……………ナニしてるの？　そんなカッコで」

　拷ごう問もん台だいの脇までトコトコ歩み寄り、ユピテルは目を丸くして尋たずねた。

「どうもこうも……あのお姫ひめさまが、これから俺おれを鞭むち打うちにするんだってよ」

「まああっ!?」

　何を勘かん違ちがいしたのか。ユピテルは頰ほほを赤らめ、両手を口に当てエリーンに振ふり返った。

「あなたってばそーゆー趣しゆ味みの持ち主だったの!?　さ、さすがは貴族だわ！」

「いや、これは……」

「ね、ね、横で見学してていい？　こーゆー耽たん美び系けいの世界って、ほんのちょっぴりだけ興きよう味みがあるから……」

「誤ご解かいだ！　わらわは──」

　満まん面めんに朱しゆを注そそぎ、女領主はバタバタと両手を振った。

「ええい刑は中止だっ！　愚ぐ図ず愚ぐ図ずするな、早くその男を解放してやれ！」








第４章　深海の墓ぼ標ひよう









「現在位置はカラナンの海岸よりおよそ五海カイ里リの沖おき合あい。水深は百十尋ひろ（約二百メートル）ほどだが、すぐ近くの海底に巨きよ大だいな裂さけ目めの存在が知られております。土地の漁りよう師したちは『魔ま王おうの深しん淵えん』と呼んで決して近寄らぬが」

「エウリディケ」の甲かん板ぱん上に広げられた大おお判ばんの海図を指し示しながら、艦かん長ちようエルヴァンの説明が続く。海図の周りには折おり畳たたみ式の簡かん易い椅い子すが用意され、ユピテルの他ほかアルノー、ラッセル、そして領主のエリーンが額を寄せていた。

「幅はばはおよそ一海里、深さに至ってはどれほどのものか見当もつかぬ。伝説によれば今から二百年前にアルディオラ家の先祖が鋼こう鉄てつ製せいの潜せん水すい球きゆうで調査を試みたが、千尋潜もぐっても底に着かず恐おそれをなして引き返してきた──と伝えられます」

「で、その『深淵』が今や大だい擬ぎ獣じゆうネトロゾーマの巣すになってるってワケね？」

　ユピテルはもどかしそうに席を立ち、甲板にぺったり鳶とび足あしで海図をのぞきこんだ。

「さよう。そして問題の『ウロボロス』は『深淵』のちょうど崖縁がけつぷちに沈しずんでいる」

「『深淵』の中に落っこちた可能性もあるんじゃないの？」

「『ウロボロス』が沈んだ翌年、王都から訪おとずれたソシエタスの調査団が、例の疑ぎ似じ精せい霊れいとか申す物ものの怪けを使った調査で船体の位置を確認しております。最初の調査の時は、不ふ肖しようこのエルヴァンも同行した故ゆえ間ま違ちがいない。──結局、彼らは我々が止めるのも聞かずに『深淵』に向けて再び船を出し、二度と還かえってこなかったが……」

「何にしても、現場に潜って調べるのがいちばん確実ってコトね」

　ユピテルは海図から顔を上げ、

「そういやずっと気になってたんだけどさ。例のネトロゾーマっていったいどんなヤツ？　ソシエタス発行の図ず鑑かんにも『存在が確認された最大の海かい棲せい型がた擬獣』って書いてあるだけで、図版一つ載のってなかったし」

「それが……このカラナンの領民でも、未だかつてネトロゾーマの姿をはっきりと目にした者はいないのだ。奴はまさに幻まぼろしの擬獣──襲おそわれた船はほとんど一いつ瞬しゆんにして沈められるので、生存者がその姿を伝えることも叶わぬ」

　手にした望遠鏡を弄もてあそびながら、エリーンが答える。

「変なの。それじゃあ擬獣の仕し業わざかどうかも判わからないでしょ？」

「ネトロゾーマってのは──元々はこの地方の船乗りたちの間に伝わる、伝説の海の魔王の名だろ？　穏おだやかな晴天の海に突とつ如じよ現れ、船を海底に引きずり込むっていう。昔むかしはこのあたりの漁ぎよ村そんのあちこちに、魔王を祀まつる祠ほこらが建てられてたって話じゃねーか。『ウロボロス』の事件以来、領内に禁止令が出て全部壊こわされちまったらしいけど」

「何であんたがそんなこと知ってるのよ？　アルノー」

「退たい屈くつだったもんで、この戦艦フネの水兵たちから色々とな。へへっ」

「そなたのいう通りじゃ。むろん伝説の魔王と擬獣ネトロゾーマの間には何の関かかわりもないが……それでも無知な漁師の中には、奴やつを魔王と同一視して密ひそかに崇あがめる輩やからもおる。もっともアルディオラ家の者にしてからが、船を一ひと吞のみにする巨大擬獣の存在など最初は信じていなかったのだがな」

　提てい督とく服ふくの美少女は深いため息をつき、明めい灰かい色しよくの半ズボンと白のストッキングに包まれた細い足を組み直した。

「このカラナンの海に巣すくう擬獣は数多いが、奴らが襲うのはたいてい無防備な漁船や交こう易えき船せん。あのズリュウですら、騎き士し団だんの軍ぐん艦かんが出動すれば尻尾しつぽを巻いて海の底に逃にげ帰っていたものよ。まして『ウロボロス』は当時最さい新しん鋭えいの汽き走そう戦せん艦かん──よもや擬獣ごときに遅おくれをとるとは、誰だれも考えなかったのだ。十五年前のあの日までは……」

　ソシエタスの特とく殊しゆ部隊が回収した「遺い産さん」を王都に運ぶべく出港した「ウロボロス」には、護衛として重じゆう武ぶ装そうの巡洋帆船クルーザー二隻せきが随ずい伴はんしていたという。

　うち一隻は擬獣に襲われた際に旗艦と運命を共にしたが、もう一隻はからくもカラナンの港に逃げ帰った。このとき初めてカラナン沖おきの海かい溝こうに棲せい息そくする超ちよう大型擬獣の存在が確認され、ソシエタス理事会は現地の伝説に基づきこの未確認擬獣を「ネトロゾーマ」と命名したのである。

「生き残った護衛艦の乗組員は揃そろってこう証言している──『突とつ然ぜん、船が光に包まれたかと思うと、途と方ほうもなく巨大な生物が船体を捻ひねり潰つぶした』とな」

「光に……ね」

　ユピテルは首を傾かしげて考え込んだ。

　擬獣が生物の限界を無視した巨体を維い持じできるのは、体内に第五元素エーテルを蓄たくわえ活動源にしているからとされている。通常「タブレット」を持たない一いつ般ぱん人じんが純じゆん粋すいなエーテルを知覚することは不可能だが、高密度のエーテルが実じつ相そう空間に抽ちゆう出しゆつされた際には青白いアストラル光として観測される場合がある。もっともそんな膨ぼう大だいなエーテルを一度に放出したら擬獣といえども生きてはいられないはずだが。

（同じ海棲型の擬獣でも……ズリュウなんかとはまた違ったタイプのようね）

「でもさ、首しゆ尾び良よく『ウロボロス』のサルベージが済すんだとして、ネトロゾーマの方はどーするの？　ヤツがいる限り、おちおち海上交こう易えきもできないわけでしょ？」

　それを聞いたエリーンはふいに表情を硬かたくし、甲かん板ぱんの上に視線を落とした。

　領主クロノスばかりか後こう継けい者しやとなる三人の息むす子こを立て続けに失った伯はく爵しやく家けは、窮きゆう余よの策さくとして最後に残った末の娘むすめを当主に立て、擬獣ネトロゾーマ討とう伐ばつの象しよう徴ちようとして祭り上げたのだろう。かつては遠くエキドナ大陸まで交易船を派は遣けんし、ヴァリシニアの海の番人とまでいわれた誉ほまれ高い一族にとって、人ならぬ怪かい物ぶつに領海の覇は権けんを譲ゆずり渡すことなど断じて是ぜ認にんできぬ屈くつ辱じよくだったに違いない。

　だが──。か細い身体からだに軍ぐん装そうをまとい海上騎き士し団だんの艦隊を指揮することは、決して彼女の望んだ生き方ではない。世が世ならば地方貴族の名門アルディオラ家の令れい嬢じようとして幸福な人生を約やく束そくされたはずの少女は、一頭の擬獣のために家族を喪うしなったばかりか自らの人生そのものまで大きく狂くるわせられたことになる。

　おそらく、胸の奥おくでは一言ではいい表せぬ複雑な感情が渦うず巻まいているのであろう。

「わらわとて、奴やつが憎にくくないといえば噓うそになる……が、この上無用の人ひと死じには出しとうない。思えば我ら海の民たみは、擬獣どもが現れる遥はるか以前の時代より人じん智ちの及およばぬ多くの天てん災さいと闘たたかい、同時にそれらと折り合う術を覚えてきたものだ。ネトロゾーマのことも、そうした災わざわいの一つと思って諦あきらめるより他ほかあるまい。例たとえ怪かい物ぶつと共存する形であっても──このカラナンを再び繁はん栄えいさせる道があるなら、わらわは領主としてそれを選ばねばならぬ。

　家臣共は未だに仇かたき討うちに執しゆう着ちやくしておるようだが……『ウロボロス』の件けんが片づき父上の供く養ようが済めば、みなも納なつ得とくしてくれることと思う。──のう、エルヴァン？」

　話を振ふられた老家臣は困ったように口くち髭ひげを撫なで、苦笑した。

「まあ、カラナンの未来も重要ですが……それよりこのエルヴァン、早くご領主様の花はな嫁よめ姿が見とうございます」

「ば、馬ば鹿か者ものっ。何を申すこんな時に……」

（あれ？　赤くなった。な～んだ、領主サマも女の子じゃない）

「どうしたの姉さん？　一人でニヤニヤ笑って」

　そのとき、ブリッジから降りてきた一人の士官が駆かけ寄って敬礼した。

「艦長！　本艦は間もなく『深淵』周しゆう縁えん部ぶに到とう達ちやくいたします。そろそろ進路を変えませんと……」

「うむ、解わかった。私もすぐに行く」

　エルヴァンはユピテルの方に向き直り、

「私は失礼して、ブリッジの方に戻もどらせて頂く。ユピテル殿どのが例の擬獣を呼び寄せても、決して攻こう撃げきはさせませぬからご安心を」

「あ、よろしくぅ☆」

「ではご領主様をお願い致しますぞ──御ご免めん！」

　老ろう艦かん長ちようは士官を従えて立ち去り、甲かん板ぱん上にはユピテルら四人が残された。

「さ～て。いよいよ危険水域かぁ」

　ユピテルは立ち上がり、あたかも水泳の準備体操のごとくストレッチング開始。指に唾つばをつけ耳を濡ぬらす。

「……何をしておる、ユピテル？」

　その姿を見守っていたエリーンが、痺しびれを切らしたように声を上げた。

「そなたの願い通り、家臣たちはみな艦内に下がらせたぞ。メルティアは──本当に来てくれるのであろうな？」

　擬獣メルティアを「ウロボロス」のサルベージ計画に協力させる条件としてユピテルが提示した要求はただ一つ「あの子を呼び出す所を誰だれにも見せたくない」であった。

　ただし信しん頼らいの証あかしとして、カラナン領主にして海上騎士団の最高司令官であるエリーン・アルディオラただ一人にはメルティアの秘密を公開する。

　場所にはブリッジの展望窓や砲ほう台だいから死角となる艦かん尾び甲板が選ばれた。艦長命令により士官や水兵たちは総員甲板から退たい去きよし艦内で息を潜ひそめている。さらには護衛のコルベット艦隊すら遥はるか後方に下がらせるという徹てつ底ていぶりであった。
















「じゃーそろそろ始めるけど……いい？　昨日きのうもいった通り、これからあなたが見るコトはみんなに内ない緒しよよ。お約やく束そくってことでヨロシク」

「うむ。心得た」

　女領主は真しん剣けんそのものの表情でうなずき、右手を掲かかげて高らかに宣せん誓せいした。

「──領主ロードの称しよう号ごうと騎士団の誇ほこり、そしてアルディオラ家の名めい誉よにかけて！」

「そ、そんなに堅かた苦くるしく受け止めなくていーんだけど……」

　照れ笑いしつつ、留とめ金かねのブローチを外しケープを脱ぬいでラッセルに渡わたす。

「んじゃ、ちょっと行ってくるわ。──アルノー、ラッセルのことお願いね」

「おー。あんまり無茶すんなよ」

「行ってくる……？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたエリーンの目の前で、異い術じゆつ師しの少女はパタパタと船ふな端ばたの方に駆かけ寄り──。

　ひらり。猫のように軽々手て摺すりを乗り越えたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには遥か下の海面に身を躍おどらせていた。

「なっ………!?」

　絶句したエリーンが慌あわてて船端に駆け寄ると、飛び降りたユピテルの姿は左さ舷げんの巨きよ大だいな転てん輪りんが泡あわ立だてる航こう跡せきの中に吞のみ込まれ、既すでに影かげすら見えない。

「ユピテル──っ!?」

　舷げん側そくの下の海面に瞬またたくように青白い閃せん光こうが走った。

　およそ三十秒後──「エウリディケ」の左舷から数十メートル離はなれた海面に高々と水みず飛沫しぶきが上がり、銀色の肌はだを光らせた巨きよ人じんがイルカのように跳はね上がった。

「メ、メルティア……!?」

　ウインチを巻まき上げる重い音と共に「エウリディケ」左舷砲台の扉とびらが一いつ斉せいに開かれ、内部からカノン砲がせり出す。──だが、艦長エルヴァンの厳げん命めいが下っているのであろう。砲火は放はなたれなかった。

「わらわは……夢ゆめを見ているのか？　それともあれは魔ま法ほうか？」

　エリーンは放心したようにつぶやき、背後のラッセルを振ふり返った。

「隠かくしててごめんなさい。──メルティアと姉さんは、二人で一つの身体からだを共有してるんです」

　折おり畳たたんだ姉のケープを大だい事じそうに抱かかえた少年は、そういってペコリと頭を下げた。




　海面から差し込む縞しま状じようの陽光は深度を増ますにつれ徐じよ々じよに弱まり、それと共に周囲の水の色も鮮あざやかな碧みどりから暗い濃のう紺こんへと移り変わっていく。

　始し原げんの冷れい暗あんに満たされた海の底へと、舞まい姫ひめのごとき肢し体たいをしなやかにくねらせながら銀色の巨人──メルティアが潜せん航こうしていく。行き当たった鰯いわしの群を驚おどろかせ、対照的に自みずから近寄ってきた好こう奇き心しん旺おう盛せいなイルカたちを従じゆう者しやのように従えながら。

〈わーい素敵、素敵！　あたし人にん魚ぎよ姫ひめみたい！〉

　メルティアの中に在あるユピテルの意識が大はしゃぎで叫さけんだ。

　例によって巨人の形態に相そう変へん異いしたメルティアは、しかし水中の行動に適てき応おうするように自らの肉体をいくらか変形させていた。

　推進力を増すため両足の甲こうの部分を鰭ひれ状じように薄うすく伸のばし、さらに太だい腿たい部ぶの脇や肩かたなど数か所に補ほ助じよ用の小さな鰭を生やしている。長い髪かみを水中に揺ゆらめかせて泳ぐその姿は、確かにユピテルが喜ぶだけあって伝説に語られる美しい人魚の姿を彷ほう彿ふつとさせた。

　ただし身長十八メートル、まさに鯨くじらサイズの人魚であるが。

〈いい気なものだな。喜んでいる場合か？〉

〈あらメルティア、ご機き嫌げん斜ななめじゃない。どーしたの？〉

〈どういうつもりだユピテル？　わざわざ『融ゆう合ごう体たい』に相そう変へん異いするなんて、おまえにとっての自殺行こう為いになるぞ〉

　メルティアの意識が不満そうに洩もらす。

〈少しでも『融合』を遅おくらせようと、わたしは苦しいのも我が慢まんして自分を凍とう結けつしていたのに……これで水の泡あわだ〉

〈だってしょーがないじゃない、今回の『遺い産さん』は海の底なんだから。『融合体』の力を借りなきゃとても回収できないわよ〉

　現在二人の意識は完全に覚かく醒せいし、なおかつ一つの身体を共有する「融合体」と呼よばれる状態にある。擬獣メルティアの強きよう[image: 靫]じんな肉体と異い術じゆつ師しユピテルの能力を併あわせ持つ最強の存在──ただし、それは両者の融合を早めるリスクと背中合わせの状態でもあるが。

〈………〉

　わずかな沈ちん黙もく。メルティアはユピテルの記き憶おくの中から、自分が眠ねむっていた数日間の情報を読みとっているようだった。

〈ふん、沈ちん没ぼつ船せんの積み荷か……アテになる話なのか？　調べてみたが何も出なかった、では骨折り損もいいところだぞ〉

〈そんなの、行ってみなけりゃ判わからないじゃない。あれこれ考える前にまず実行！

　──さ、行くわよっ！〉

　巨人の額に異術師の「タブレット」と同じ緑色の光が輝かがやく。──同時に、彼女の銀色の肌はだには蛮ばん族ぞくの刺いれ青ずみを思わせる青い紋もん様ようが浮うかび上がった。

　紋様型防御界バリユーム──いかに不死身の疑ぎ似じ生せい物ぶつとはいえ、基本的に陸りく棲せいタイプの擬獣であるメルティアが大深度の海中で行動するにはおのずと限界がある。そのため、ユピテルが具ぐ現げん化かさせた水の疑似精霊ウンデイーネを体表面にまとい水圧や酸素の欠けつ乏ぼうから肉体を保護したのだ。同時に、敵から身を守る鎧よろいの役目も兼ねている。

　海底まで到とう達たつするのには一分とかからなかった。

　島国であるヴァリシニア本土は、地理的には東のエキドナ大陸から広がる大陸棚だなの上に突つき出す形で存在しているため、通常なら沖おき合あい数百キロくらいまでは水深二百メートル前後の比ひ較かく的浅い海が続くことになる。

　この深度になると海面から差し込む太陽の光も減げん衰すいしてほとんど届とどかないが、不可視領域の光までも捉とらえるメルティアの紅あかい眼にはせいぜい薄うす暗ぐらい程度の明るさで、行動するのに何の不自由もない。

　メルティアは潜せん航こうを停てい止しし、海底から十メートル程度の距きよ離りを保ちつつ沈没船の捜そう索さくを開始した。海底の泥どろを巻まき上げぬよう手足の動きを止め、代わりに補ほ助じよ用の鰭ひれを小こ刻きざみに動かしながらゆっくり前進する。

〈これが海か……妙みようなものだな。初めて来た場所なのに、何となく心が安まる──懐なつかしい感じがする〉

〈当然よメルティア。陸の生き物だって元はといえば海から進化してきたんですもの。ここはあたしたちにとって、お母さんのお腹なかの中みたいなものよ〉

〈しかし、わたしはゼルファナスに創つくられた疑ぎ似じ生せい命めいなのだろう？〉

〈そーいえばそうか？　でもあんたの今の人格は、あたしの記き憶おくをベースに形成されたらしいからね。たぶんご先祖から受け継ついだ無意識の集合記憶もそのまま継けい承しようしてるのよ〉

〈ふん……どこまでいっても、借り物の記憶か〉

〈なにイジけてるのよ？　もーっ、相変わらずひがみっぽい性格ねえ〉

　ふいに眼下の平へい坦たんな海底が途と切ぎれ、切り立った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に飛び出した。

　急きゆう傾けい斜しやを描えがいて地面が落ち込み、その下にはまさに底知れぬ暗黒がぽっかりと口を開けている。エルヴァンは「海底の裂さけ目め」と表現したが、底ばかりか両端も対岸も見通せぬ巨きよ大だいな崖がけは世界が円えん盤ばん状じようであると信じられていた時代の、水平線の彼方かなたで海水が大だい瀑ばく布ふとなって流れ落ちるというあの不ふ吉きつな光景を想そう起きさせた。

〈これが『深淵』……？〉

〈危険だな。ここから先は不用意に踏ふみ込まない方が無難だ〉

　本能的に危険を察知したのか、メルティアの意識が警告を発した。

〈………〉

「融合体」は周囲を警けい戒かいしつつ大陸棚だなの方に引き返し、今度は「深淵」の縁ふちを辿たどるように捜そう索さくを続行した。

〈ん？　ちょい待ち！　あれってまさか〉

　断崖のわずか手前に散らばる複数の物体──。最初は海底の岩かと思って通り過ぎかけたが、よく見ると泥どろの中から奇き妙みように人工的な円形の物体がのぞいている。

〈深度を下げてメルティア！　もっと近くで──〉

　だが──。

〈気をつけろユピテル！　『深淵』の方からだ！〉

　そう叫さけぶなり、メルティアは身を翻ひるがえして崖縁がけつぷちから離はなれた。

　ほぼ同時に、断崖の下から強きよう烈れつな突とつ風ぷう──いや大波が叩たたきつけるように吹ふき上げた。

〈な、何よ──!?〉

「深淵」の奥おく底そこから、何かが浮ふ上じようしてくる。

　最初それは、闇やみの中に薄うすぼんやりと灯るいくつかの光の点だった。

　青白い光点の群は息づくように点てん滅めつを繰くり返し、しだいにその明るさを増ましていく。

〈まさか……ネトロゾーマ!?〉

　唐とう突とつに、海底の隅すみ々ずみまでがまばゆい輝かがやきに照らし出された。

〈くっ!?〉

　メルティアが軽いうめき声を上げて顔を腕うでで覆おおう。突とつ然ぜんの輝きは彼女の高感度眼にとって刺し激げきが強すぎたのだ。

　急いで眼の感度を落とし、慎しん重ちように顔を上げる。

「深淵」の中程の空間に太陽のごとき巨きよ大だいな光の塊かたまりが出現していた。ただし本物の太陽とは正反対に、凍いてつくように冷たい青い光であるが。

　光の塊は心臓の鼓こ動どうのように光度を変え、よく観察すると最初に見えた小さな光の群を周囲に従えていた。

〈やっぱり、あれはアストラル光──でも変だわ〉

〈何が変なんだ〉

〈何にもない空間に、むき出しでエーテルだけ抽ちゆう出しゆつされてるなんて──そんなことあり得ないわよ！〉

　異術の力の源みなもとともいうべき第五元素エーテル。かつてはあらゆる物質の根本をなす第一原質プリマ・マテリアと見なされていたが、現在ではどうやらこの世界と位い相そうを異ことにするアカーシャ空間から導き出される未知のエネルギーらしいということで研究者たちの見解も一致している。

　アカーシャ空間から抽出されたエーテルは純じゆん粋すいな形でこの世界──実じつ相そう空間に存在することはできない。そのため異術師が使う疑似精霊は極めて短時間しか活動できないし、抽出したエーテルを保管するには今のところ純度の低い固形化エーテルとして加工するしかない。

　純粋なエーテル生命体であるホモ・ファルサスですら、形かたち在ある存在として活動するには既き存そんの生物の肉体を「器うつわ」として使用する必要があるのだ。「器」を持たぬホモ・ファルサスは、魂たましいのない情報の集積体にすぎない。

〈あれがネトロゾーマだとすれば、奴やつの正体は生きたエーテル抽出装置エクストラクターってことになるわ……でも身体からだはどこにあるのよ？　肉体もないのにエーテルだけ抽出されてるなんて矛む盾じゆんしてるわよ！〉

〈落ち着けユピテル。奴が現れたとき、ちゃんと大波が起こったろう？　実体の無いものに波が立てられるか〉

〈あ。そっか〉

　再び衝しよう撃げき波はが押おし寄せてきた。

　崖縁に立つ巨人の姿に感づいたのか。巨大な光の塊は今や明らかにメルティアを目指して意図的に浮上して来る。

〈──来る！〉

　大波に押し流されないよう防御界バリユームを強化。メルティアは爪そう刃じんを伸のばして身構え、ユピテルの意識は戦せん闘とう異い術じゆつを発動するためエーテルの抽出を開始した。

　だが、敵の攻こう撃げきは意外な方向から仕し掛かけられた。

　いつの間に近づいていたのか──幅はば十メートル以上はありそうな帯状の触しよく腕わんが、いきなりメルティアの腰こしの辺あたりに巻き付いてきたのだ。

〈な、ナニよこれ!?〉

　まるで寒かん天てんのような冷たくブヨブヨした感触。だが、次の瞬しゆん間かん凄すさまじい怪かい力りきで巨人の身体を締しめ上げてきた。

〈くぅっ……一瞬で船をバラバラにしたっていうのはこの腕ね!?　判わかったわ！　こいつの正体は──！〉

　瞬時にユピテルの意志を汲くんだメルティアが両手をかざすと、まばゆい光の元素フオトンが矢のような形をとり、海中を切り裂さいて青い光に向けて走った。

　抽出したエーテルを異術師の意志力により変へん換かんした光の矢──これも疑似精霊なので水中で拡かく散さんすることはない──は青い光のかなり手前で弾はじけ散り、爆ばく発はつの閃せん光こうの中に初めてネトロゾーマの全ぜん貌ぼうを浮うき上がらせた。

〈これが……奴の本体……〉

　目の前に浮かび上がった擬獣の姿は、ありていにいえば巨大な水母クラゲであった。半はん透とう明めいの寒天状物質で構成された傘かさの直径だけで百メートルはあろうか。現在メルティアの身体を捉とらえているのと同じ帯状の触腕が、他に三本。末まつ端たんの部分は海かい溝こうの底に垂たれ下がり全長がどれほどになるか見当もつかない。傘の真下にはその他にも短みじかいヒゲとも触手ともつかぬ無数の器官がユラユラ蠢うごめいている。

　青い光の塊は予想通り擬獣の内臓部分だった。傘の頭部に散らばった発光器官が最初に現れた光点群の正体である。体内から放射される光が、半透明の巨体の輪りん郭かくを打ち消し、あたかも光だけで構成された怪物のような印象を与えていたのだ。

　自みずから発光することにより身体の大きさや輪郭をカモフラージュする光学迷めい彩さい──海中に棲せい息そくする小動物の多くが備えるありふれた能力である。ただし鋼こう鉄てつの戦せん艦かんを一瞬で葬ほうむり去る巨大怪獣に、果たして自らの存在を隠いん蔽ぺいする必要があるのか理解に苦しむが。

〈ま、魔王の正体はクラゲさんだったなんて……こりゃー浮かばれないわ、エリーンのお父さんやお兄さんたち。トホホ……〉

〈馬ば鹿かっ、脱だつ力りよくしてる場合か！〉

　メルティアの鋭するどい叱しつ責せきではっと我に返る。

　大擬獣ネトロゾーマの触しよく腕わんは相変わらずメルティアの細い腰こしを締しめ続けていた。紋もん様よう型がた防御界バリユームで防いでなければ、とうに胴どう体たいをねじ切られているところだ。

〈あんたの爪つめで切断できない？〉

〈さっきからやってるんだが──くそっ！〉

　相手の腕うでが大きすぎるのだ。幅はば十メートル、厚さ三、四メートルはある寒かん天てん質しつの触腕は、メルティアが爪とう刃じんや肘ひじのブレードで斬きりつけてもただグニャリとめり込むだけで、いっこうに切れる手て応ごたえがない。

〈こンのやろぉ──っ!!〉

（心の中で）叫さけびつつ、ユピテルが二発目の「光の矢」を放はなつ。爆ばく発はつの閃せん光こうが再びネトロゾーマの巨きよ体たいを浮うき彫ぼりにし──それだけだった。凝ぎよう集しゆうした光のエネルギーは半はん透とう明めいの擬獣の体内であえなく拡かく散さんし「深淵の魔王」は身じろぎもしない。

〈馬鹿みたいに同じ攻こう撃げきを繰くり返すな！　地上の闘たたかいとは勝手が違うんだ、よく考えて術じゆつを使え！〉

〈るさいわね！　何でアンタに説教されなくちゃならないのよっ！〉

　威い勢せいよく言い返しながらも、念を凝こらして再度攻撃用のエーテルを抽ちゆう出しゆつ。四し大だいのうち「水」のイメージを思い描えがいて新たな疑ぎ似じ精せい霊れいを具ぐ現げん化かさせる。

　メルティアの体表に浮かぶ水精ウンデイーネの紋様が鮮あざやかな青い輝かがやきを放った。次の瞬間、視覚化できない破は壊かい的な力が音を超こえる速度で海中を伝でん播ぱし、ネトロゾーマの傘かさの頭部を円えん錐すい型けいに大きく抉えぐった。

　今度は、わずかながら効きいた。触腕の力が緩ゆるんだほんの一瞬の隙すきをつき、メルティアは全身の筋力を振ふり絞しぼって離り脱だつに成功した。

〈へっへー。水精ウンデイーネを超ちよう震しん動どうさせて起こした衝しよう撃げき波は──水中じゃこいつの方が効き目があるみたいね！〉

〈確かにな。見ろ、奴やつも怒おこってるぞ〉

　──ウオォォォォォンムウゥゥゥゥ。

　悲鳴とも怒いかりの咆ほう吼こうともつかぬ発声が周辺の海水を震しん撼かんさせた。

　傘の周しゆう縁えん部ぶを鰭ひれのように揺ゆらし、ネトロゾーマが巨体を浮ふ上じようさせた。狂くるったように発光器官を点てん滅めつさせながら、四本の触腕を伸のばして再び巨人を捉とらえようと襲おそってくる。海底の泥どろと泡あわが一いつ斉せいに巻まき上がり、混こん濁だくした周囲の海水はもはや十センチ先も判わからぬほどだ。

　だが、メルティアとて同じ手を二度食うほど間ま抜ぬけではない。海水の流動から紙かみ一ひと重えで触腕の動きを見切り、小魚のように軽快な動きでひたすらかわし続けた。

〈さて、次はどうする？　奴の本体めがけて突つっ込むか？〉

〈待ってメルティア！　ちょっとあたしに考えがあるの。ひょっとしてこいつ──〉




　散々荒あれ狂くるった挙げ句、ついに暴あばれ疲つかれたか──。「魔王」は出現の時と同様、発光器官を朧おぼろに光らせながら「深淵」の底へと還かえっていった。

〈思った通りだわ……〉

〈なるほどな〉

　メルティアとユピテルは「融合体」を維い持じしたまま、海かい溝こうの崖縁がけつぷちに佇たたずんでいた。

　ただし現在の大きさは身長一七〇センチ弱の人間サイズ。先刻の戦せん闘とう中に相そう変へん異いし、巨人の形態から本来の大きさである等身大に戻もどった──ただそれだけのことである。

　もちろんその状態であの触腕に捕つかまっていたら、ひとたまりもなく捻ひねり潰つぶされていたに違ちがいない。

　だがネトロゾーマの側から見れば「巨人がいきなり消え失せた」としか認識できなかったらしい。等身大に戻ったメルティアの存在には気づかなかったか、気づいても無関係の小さな魚としか思わなかったのだろう。

〈エリーンの話を聞いてて思ったのよ。こいつが獲え物ものとして興きよう味みを持つのは大型船や鯨くじらみたいに、ある程度以上の大きさをもった相手だけじゃないかってね〉

〈ふん。だとすれば、ずいぶんと無む駄だな戦いくさを続けていたものだな。あの海上騎き士し団だんとかいう連中は〉

〈エリーンが正しかったんだわ。冷静に研究して習性を把は握あくすれば、ネトロゾーマは決して共存できない相手じゃない……彼女に教えてあげなくちゃ〉

〈まあ、それは帰ってからでいいさ。我々の目的は『ウロボロス』だろう？〉

〈──そうね。今の騒さわぎでどこかに吹ふき飛んでなきゃいいけど〉




　巻き上がった泥が鎮しずまるのを待ってから、メルティアが水中に舞まい上がる。

　等身大の姿のままで再び捜そう索さくを開始した。

　先に発見した沈ちん没ぼつ船せんの残ざん骸がいは、思ったより早く見つかった。皮肉なことにネトロゾーマが大おお暴あばれして周りの泥を取り除いてくれたおかげで、却かえって先刻より船の様子がはっきりと判別できたからだ。

　沈没船の状態は、通常の遭そう難なんでは考えられない無む惨ざんなものだった。

　七、八千トンはありそうな船体は強大な力によって大きく三つに引き裂さかれ、その他ほか小さな残骸も含めバラバラになって海底広く散らばっている。もはや元はどんな船種だったのか想像もできないくらいだ。

　それでも沈没船が確認できたのは、最初に通り過ぎたときに目に入った例の物体が決め手になったからだ。泥の中に半ば埋うもれた巨大な車輪状の構造物──外がい輪りん式しき汽き走そう船せんの転輪。

　エリーンの話によれば、『ウロボロス』は当時海上騎き士し団だんが建造した最新の汽走戦艦だったという。

〈たぶんこの残骸が『ウロボロス』……間ま違ちがいないわね〉

　今から十五年前──ソシエタス先代理事長、ライオス・ライモンドス博はか士せの野心に関かかわったばかりにあえない最後を遂とげた悲劇の戦艦。そして当時まだ赤あかん坊ぼうだったエリーンは、父親であるクロノス伯はく爵しやくを喪うしなった──。

〈彼女……お父さんの顔を憶おぼえる暇ひまもなかったんだわ〉

　突とつ然ぜん、ユピテルは胸がつまるような思いに駆かられた。

〈『遺産』なんか後回しよ！　まずクロノス伯爵の──エリーンのお父さんの遺い骨こつを持って帰るわっ！〉

〈気持ちは解わかるが、それは難むずかしいと思うぞ。見てみろ〉

〈え……？〉

「融合体」として五感を共有しているとはいえ、双そう方ほうの意識が違えばおのずと視点も変わってくる。

　メルティアの指し摘てきを受けてよく見ると──。

　沈没船のどの残骸も、びっしりと隙すき間まなく奇き怪かいな生物に覆おおい尽くされていた。

　体長およそ一メートル、フナムシを拡かく大だいしたようなグロテスクな小型擬獣だ。

〈そんな……〉

〈大型擬獣のおこぼれに群がる掃そう除じ屋やどもさ。十五年前だろう？　乗組員の遺体なぞ、骨の一片も残さず片づけられているよ〉

〈う……うわあああああっ!!〉

　こみ上げる怒いかりに任せてユピテルは戦せん闘とう異い術じゆつを発動させた。疑似精霊ウンデイーネが発はつ振しんする水中衝撃波が残骸を直撃し、フナムシ型の擬獣どもを海中に吹き飛ばす。

　だが、どこから湧わいてくるのか──数分もすると付近の海底から現れた別のフナムシどもが、わらわらと先を争って再び残骸に張りついていった。

〈……気が済すんだか？〉

〈うるさいわねっ！　あんた、何にも感じないの!?　何がゼルファナスの遺産よ、何が世界を変える力よ──そんな訳の判らないモノに振り回されて、何で罪つみもない人たちが死ななけりゃならないのよ!?　エリーンや、カティーナや──何であの子たちが泣かなくちゃいけないのよっ!?〉

〈しかしそのゼルファナスの叡えい智ちで、おまえたち人間は多くの恩おん恵けいを受けたのだろう？　同じ叡智から創つくられた擬獣やホモ・ファルサスだけを否定し拒きよ絶ぜつするのは、余りに虫が良すぎると思わないのか？〉

〈うるさい黙だまれっ！　あんたやっぱり擬獣よ！　人間の気持ちなんか解わかりゃしないんだわっ!!〉

　メルティアの身体からだがガクッ、と糸の切れた人形のごとく海底に跪ひざまずいた。

　ユピテルとメルティア──両者の意志が余りに乖かい離りすれば、必然的に「融合体」は力を失う。

〈おまえのいう通りさ。わたしは擬獣──別に人間の仲間に入れてくれと頼たのんだ覚えもない〉

　硬かたく冷たく、さらに鋭するどい棘とげをはらんだメルティアの意志。一いつ瞬しゆん、ユピテルは硝子ガラスの破片で頰ほほを撫なでられるような感覚を味わった。

〈他ほかの人間や世界の運命など、わたしにとってどうでもいいことさ。わたしがおまえたちと旅を続けているのは、この世でただ一人自分を受け入れてくれた子がいたから……だから、その子との約やく束そくを果たす。ただそれだけのためさ〉

〈……ラッセルは……〉

〈ああ、解っている。何もいうな……あの子にとってはさぞや迷めい惑わくな話だろうな。姉であるおまえを助けるため、無理してわたしとつき合ってるだけなのかもしれない。でも、いいさ。例たとえ噓うそでも、あの子はわたしのことを友だちと呼んでくれたんだから。ただそれだけで──わたしは自分が創り出された甲斐かいがあったと思っているよ〉

〈………〉

〈人間として生まれて、他人から愛されることを当然として生きてきたおまえには──解るはずもないさ。わたしの気持ちなど〉

　怒りを抑おさえ、意志の伝達だけに徹てつしたような淡たん々たんとした思考──だがユピテルには、その無機質さが却かえって疑ぎ似じ人にん間げんの哀かなしみの深さを表しているように思えた。

〈……ごめんね。今のは……あたしの言い過ぎだった〉

　数分後──「融合体」は気を取り直したように立ち上がった。

　折れたマストの先まで巨大なフナムシに覆われ、それ自体が一匹の黒い怪かい物ぶつのごとくもぞもぞと蠢うごめく「ウロボロス」の残骸の間を、ゆっくりと泳いで回る。

〈……？〉

　メルティアは、ふと奇き妙みような光景に泳ぎを止めた。

　やはり「ウロボロス」の残骸なのであろう。海底に横たわる黒い物体の周囲に、例によってフナムシ型擬獣が群がっている。

　ただ一つ奇妙なのは、フナムシどもがその物体には直接寄りつかず、ただ遠巻きに取り囲んでいることであった。

　その光景は生いけ贄にえの祭壇を祀まつる魔ま神じん崇すう拝はい者しやの儀ぎ式しきのようでもあり、また初めて接する文明の利器に驚おどろきと警けい戒かいを隠かくせぬ未開人の群衆のような眺ながめでもある。

〈何してんのよ、こいつら？〉

〈さあな〉

　死んだように動かないフナムシどもの頭上を泳ぎ過ぎ、物体のすぐ前に降り立つ。

　下半分は泥どろに埋うもれているが、ざっと推定して縦二メートル強、横一メートル弱の直方体と思われる。

　特とく殊しゆな合金製なのだろうか。十五年間海の底に沈しずんでいたにもかかわらず、貝やフジツボはおろか錆さび一つ浮ういていない漆しつ黒こくの筐きよう体たい──。

〈……棺ひつぎ？〉

　二人の意識が一つのイメージに同調した。

　表面に積もった泥を払はらいのけると、その下から大きく浮うき彫ぼりになった「Ｚ」の文字がのぞいた。

〈ゼルファナスの頭文字ね……彼は自分の論文や書しよ簡かんには『Ｚザイン』の一字を書き添そえて署しよ名めいに代えたって伝えられてるけど〉

〈ふん。ご本人のサイン付きとは痛み入るな〉

〈とりあえず、これを『遺産』と考えていいのかしらね。他にめぼしいものも見あたらないし〉

〈それはともかく、いったい何なんだこれは？〉

〈うーん。何かの容器なのか、それともこの筐はこじたいが何かの機械装そう置ちなのか……とにかく地上うえに引き揚あげて調べてみるしかないわよ〉

　伝説の錬金術師ゼルファナスの「叡えい智ち」──ある事件でユピテルが知ったその実体は、かつて宇宙に存在した知ち恵えある種族の全ぜん記き憶おくが刻きざみつけられた究極の情報空間「アカシック・レコード」であった。つまりゼルファナスの究極の「遺産」があるとすれば、それはアカシック・レコードへの接せつ触しよく手段に他ほかならない。

　しかしそれが何らかの機械装置を介かいして行われたのか、それとも全く別の手段によるものなのかはユピテルにすら判らない。「遺産」がどんな形をとって遺のこされたのか、まだ誰だれも確かめてはいないのだ。

　とりあえず地面に埋もれた筺はこを掘ほり出そうとかがみ込んだとき──。

　ボシュウゥ──ッ!!

　見えない衝しよう撃げき波はの刃やいばがメルティアの立っているすぐ傍かたわらを切り裂さき、周囲に集まっていたフナムシどもを数十匹まとめて轢れき断だんした。

〈!?〉とっさに筐きよう体たいの陰かげに伏ふせたメルティアの頭上を黒い影かげが飛び過ぎた。

　まさに「飛んでいる」と形容しておかしくないほどのスピードである。

　一いつ瞬しゆんだけメルティアの視界を過よぎったそのシルエットは、魚のようでもあり翼つばさを広げた鳥のようでもあった。

　影は頭上の海中でいったん旋せん回かいし、再びこちらに突とつ進しんしてきた。

〈──擬獣!?〉

　ブゥワッ！　突つっ込んでくる影から同心円状に殺気が膨ふくれ上がり、次の瞬間それは凶きよう暴ぼうな水中衝撃波として襲おそいかかってきた。

　今度はまともに浴びた。だが予測できた攻こう撃げきだけに、ユピテルが防御界ボリユームを強化して辛うじて耐たえ凌しのぐ。

　一いち撃げき離り脱だつを狙ねらったつもりか。衝撃波を放はなった影が方向転てん換かんしようと腹はらを見せた瞬間、すかさずユピテルの意志が光の矢を叩たたき込んだ。

　ボラァア──ッ!?

　悲鳴──なのであろう。謎なぞの擬獣はもんどりうって暗い水中に紫むらさき色いろの体液をまき散らした。

　全長七、八メートルほどの暗あん灰かい色しよくの胴どう体たい。翼のような手て鰭びれを左右に長く伸のばした太たい古この魚ぎよ竜りゆうのような姿の擬獣である。本来なら眼のあるべき位置にぽっかり空あいた黒い穴あなが、「融合体」の方にぐいと向けられた

〈少しはやるな。同志ラザルスを倒たおしただけのことはある〉

〈何ですって!?〉

　それが言葉ではなくエーテル通信による念話だと気づく間に、魚竜は再び戦せん闘とう機動に移っていた。

〈だが、俺おれの動きについてこれるか!?〉

　後あと肢あしにあたる四枚の足あし鰭びれを凄すさまじい速さで揺よう動どうさせている。同時にエーテルによる防御界バリユームを展てん開かいして、水中の抵抗を排はい除じよし驚きよう異い的な運動性を実現しているのであろう。

〈疑似人間ホモ・フアルサス──それも異術師!?〉

　しかし敵の正体を詮せん索さくしている余よ裕ゆうなどない。ユピテルはメルティアと同調し、足下の海底に向けて水精ウンデイーネの衝しよう撃げき波はを放はなった。

　地面が震しん動どうし、一いつ斉せいに舞まい上がった泥どろの煙えん幕まくが「融合体」の姿を覆おおい隠かくす。

〈なにっ!?〉

　回かい避ひする間もなく泥どろ煙けむりに突つっ込む魚ぎよ竜りゆう。混こん濁だくした水の中で、何者かが首のあたりにしがみついてきた。

　メルティアである。紋もん様よう型がた防御界バリユームによって敵の防御界を相そう殺さいし、強ごう引いんに組み付くことに成功したのだ。

〈トロくさいヤツめ。この程度の動きを自じ慢まんするな！〉

　冷たくいうと、魚竜の手て鰭びれと胴どう体たいの継つぎ目め部分に爪そう刃じんを突き立てる。

〈ぐはあ!?〉

　魚竜の速度がガクンと落ちた。苦し紛まぎれに腹はらを海面に向け、背中に張り付いたメルティアを振ふり落とそうと海底の岩や「ウロボロス」の残ざん骸がいに体当たりしまくった。

　だがメルティアも両手両足で魚竜の胴体にしがみつき、決して離はなそうとしない。

〈ったくもどかしいわね！　巨きよ人じんになれれば、こんなヤツ捻ひねり潰つぶしてやるのに！〉

〈いま巨大化したら、またネトロゾーマを呼び寄せるぞ──それにこの程度の相手、等身大で充じゆう分ぶんだ！〉

　右手を離し、今度は肘ひじのブレードで相手の首に切り込んだ。

〈ひぎゃあっ!?　や、やめろぉ!!〉

〈ラザルスがどうとかいってたな──聞かせてもらおうか〉

〈う、うう……〉

　そのとき、メルティアの背中を激はげしい熱ねつ衝しよう撃げきが見み舞まった。

〈くうつ!?〉

　慌あわてて魚竜の背中を蹴けり飛ばして離り脱だつ。水中で一回転して臨りん戦せん態勢をとる。

　上だ──。太陽の光が弱々しく差し込む海面方向に、海うみ蛇へびのような細長い影かげが８の字を描えがきながら遊ゆう弋よくしていた。

　蛇はおもむろに身体からだをくねらせ、こちらに向かって下降を始めた。

　五メートルばかりの長い胴体の先に、人間の女を思わせる上半身が生えている。

　半はん人しん半はん蛇じや──ラミアやメデューサを思わせる生物であるが、全身を覆う粘ねん液えき質しつの皮ひ膚ふと不規則な斑まだら模も様ようが「彼女」の姿を神話の女じよ怪かいに倍する醜みにくい怪物に仕立て上げていた。

〈もういいわ、ヴェパール。お下がりなさい〉

〈……も、申し訳ありません同志！〉

　首と肩かたに負った傷きずから紫の体液を広げながら、ヴェパールと呼ばれた魚竜はヨタヨタと蛇女の方に泳ぎ寄っていった。まるで女教師の背後に逃にげ込むいじめられっ子だが、両者が恐おそろしげな怪物だけに異様なブラックユーモアすら漂ただよう光景ではある。

　傷ついた魚竜と入れ替かわるように、蛇女が「融合体」の前に立ちはだかった。

　顎あごの細い、意外にも美しい顔立ち──ただし頭部からゴカイを思わせる管状の器官が無数に伸のび、髪かみの毛のように揺ゆらめいている姿はやはり不ぶ気き味みとしかいいようがない。

　灰はい色いろのデスマスクのような顔に白目のない漆しつ黒こくの眼。そして額に緑色の「タブレット」を光らせた相そう貌ぼうは、奇くしくも融ゆう合ごう状態のメルティアとよく似にていた。

〈初めましてメルティア。『器うつわ』の女の子は何て名前なのかしらね？　うふふふ……〉

〈……!?〉

〈驚おどろくことはないのよ。貴方あなたが何者で、どういういきさつで『遺産』を捜さがしているかは、ラザルスが組織に提出した報告書で読ませてもらったから〉

〈貴様たちも……あのロイガーとやらと同じ、『黒い太陽ソル・ニゲル』のメンバーなのか？〉

〈あら？　察しがいいわね。話が早くて助かるわぁ〉

〈で、何の用だ。──仲間のラザルスの仇かたき討うちか？〉

〈仇討ちですって？　まあ。オホホホホ！〉

　ゴカイのような髪を揺らし、蛇女は笑った。

〈ラザルスが死んだのは、ヤツが間ま抜ぬけだったからよ。だいいちヤツを組織に勧誘オルグしたのはロイガーで、私は当人に会ったことすらないもの。私がここに来たのは……そうね、可哀想かわいそうだからよ。貴方のことが〉

〈可哀想、だと？〉

〈だってそうじゃない。貴方は百年目の幸運で人間の身体、それも優秀な異い術じゆつ師しを『器』として手に入れたのよ？　それを人間どもに巧うまく言いくるめられて飼い犬よろしく他ほかの擬獣と闘たたかったり、沈ちん没ぼつ船せんのドブさらいまでさせられて──お人ひと好よしにもほどがあるわよ。同じ『眷けん族ぞく』として見ちゃいられないってコト〉

〈………〉

　銀の仮か面めんのようなメルティアの表情に変化はない。だがその口くち許もとはほんのわずか、唇くちびるを嚙かむように歪ゆがめられていた。

　ユピテルは慌あわててエーテル通信に割り込んだ。

〈挑ちよう発はつに乗っちゃダメよメルティア！　こいつだって『黒い太陽ソル・ニゲル』──人間の作った組織の手先なのよ！　偉えらそうなこといってるけど、こいつは自分が『器』にしたテロリストの意識をそのまま受け継ついだだけよ！〉

〈だ、誰!?　……あー『器』の小こ娘むすめね。しっかしシブトイわねぇ、それだけ『融合』が進んでもまだ意識が残ってるなんて。まぁ、それも時間の問題──そもそも『器』になった時点で、あんたはメルティアに喰くわれたも同然なのよ。ホント笑っちゃうわ～、自分がもう死んでることにも気づかないなんてサ！〉

〈……！〉

　ユピテルが反はん駁ばくする前に──。メルティアの意志が「融合体」の主導権を握にぎり、蛇へび女おんなに向かって襲おそいかかっていた。

　地上であれば、確実に必殺の間合いである。だが水中行動には一日の長があるのか、蛇女は巧たくみに胴どうをくねらせ間かん一いつ髪ぱつでメルティアの爪つめをかわした。

〈な、何でアンタが怒おこるのよ!?　私は『器』の小娘に……〉

〈失せろ──！〉

　言葉を介かいさぬ念話でありながら、メルティアの意志には周囲の海水を震ふるわせるような怒いかりが込こめられていた。

〈もし次にわたしの前に現れたら──貴様はその場で殺す！〉

〈殺す？　私を殺すですって……!?〉

　黒くろ水すい晶しようを思わせる蛇女の両眼に異様な光が灯ともった。それまで上うわ辺べを取り繕つくろっていた軽けい薄はくさの下から、初めてドロリとした暗黒の意志が顔をのぞかせたのだ。

〈ほざいたわねこの人間モドキ!?　畜ちく生しようの分際で調子に乗るんじゃないよ！　いいかい『殺す』ってのはねぇ──こういう風にやるもんさ!!〉

　口くち汚ぎたなく罵ののしりながら蛇女が両手をかざす。大量の泡あわが立ち上り──その中に具ぐ現げん化かした火球が、水すい泡ほうに包まれたまま白い航こう跡せきを引いて突とつ進しんしてきた。

〈火か竜りゆう魚ぎよ雷らい!?　──風と火の精せい霊れいをミックスした複合技わざね！〉

　今さっきメルティアの背後を襲おそった熱ねつ衝しよう撃げきの正体は、おそらくこれであろう。

　とっさにユピテルが強化した防御界バリユームに魚雷が衝突。水蒸気爆ばく発はつにより発生した大量の泡が、あたり一面を押おし包んだ。

　次の襲しゆう撃げきを予測し、油断なく身構える二人の意志──「融合体」。

　だが──泡が晴れたとき、蛇女と魚竜の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

〈ふん。逃にげたか……〉

　白しらけたようにつぶやき、メルティアは「ウロボロス」の残ざん骸がいの方にとって返した。

　あいかわらずフナムシ型擬獣の群が蠢うごめく海底の墓はか場ばに、「遺産」の筺はこは黒々と横たわっていた。

〈意外に重そうだな。ユピテル、おまえの異術で何とか浮かせられるか？〉

〈あ、あの……メルティア？〉

　何事もなかったかのようにてきぱきと筺はこを掘ほり出し始めたメルティアに、ユピテルの意識がおずおず語りかけた。

〈何だ〉

〈さっき、あの蛇へび女おんなに……〉

〈いったろう。他ほかの連中のことなど、どうだっていいと──自分の目的を見失うほど愚おろかではないよ〉

〈ううん。違ちがうの……あの女があたしを死人呼ばわりしたとき、あんた本気で怒おこったでしょ？　初めて見たよ。あんたがあんな風に逆上するところ〉

〈だから、どうした？〉

〈嬉うれしかった……ありがと〉

　黙もく々もくと作業を続けていた銀色の手が、ふと止まる。

　擬獣の女はほんの少し、照れたように俯うつむいた。

〈馬ば鹿か。──小こ娘むすめ、おまえらしくもない〉




　ユピテルの意識が具ぐ現げん化かさせた風の疑似精霊シルフイードが巨きよ大だいな泡あわとなって鉄の筐きよう体たいを包み込む。

　やがて筺の底が地面から離はなれ──。

「ウロボロス」の積み荷は、十五年ぶりの地上に向かいゆっくりと浮うかび上がった。







「あそこで生いけ捕どりにできれば儲もうけモノと思ったけど──まあいいわ。本番前にケガするのも馬ば鹿からしいしね」

　カラナン沖おき合あいの海に浮かぶ偽ぎ装そう帆はん船せん「ハイドラ」の甲かん板ぱん上で、アルマは口の端はを歪ゆがめて笑った。

　たった今海から上がったばかりである。黒い水着姿で全身から海水を滴したたらせた彼女は、それだけ見れば夏のバカンスに興きようずる上流階級の若いマダムといった風ふ情ぜいだ。

　ただし甲板に立つアルマの周囲には野戦服で身を固めた十名近い男たちが動き回り、次々と船倉から運び出されてくる武器弾だん薬やくの点てん検けんに余念がない。狩猟しりゆよう用ナイフ、投とう擲てき爆ばく雷らい、拳けん銃じゆう──ソシエタスで開発された新兵器の短機関銃マシンピストルもある。

　三本マストの巡洋帆船クルーザーの船上は、今すぐ戦争でも始まるかのような不ふ穏おんな雰ふん囲い気きに満ち満ちていた。

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！　──お疲つかれさまです。同志アルマ隊長」

　野戦服の一人が敬礼の後、恭うやうやしく乾かわいたタオルを差し出す。

「ご苦労。私もすぐに野戦服に着き替がえる」

「黒い太陽ソル・ニゲル」の幹部異術師、そして自みずから独立行動部隊を率ひきいる隊長アルマ・ローネは女王のごとく威い厳げんに満ちた態度で部下に告げると、濡ぬれた髪かみを拭ふきながらチラリと舷げん側そくの下を見やった。

「……そろそろ『彼』も引き揚あげておやり」

「はっ！」

　五分ほど後──。本来なら連れん絡らく用の短艇カツターを上げ下ろしするためのウィンチが巻まき上げられ、ロープに吊つられた異様な姿の生物が甲かん板ぱん上に姿を現した。

　苦しげに歪ゆがんだ顔は人間の男のようにも見える。ただし肩かたから先の両手は鰭ひれ状じように大きく広がり、下半身にいたっては未だに暗あん灰かい色しよくの魚ぎよ竜りゆうの形態を留とどめている。

　人とも魚竜ともつかぬ生き物は甲板上で辛つらそうなうめき声を上げていたが、やがてボキボキと骨の折れるような音と共に裸はだかの男──ヴェパールの姿へと戻もどっていった。

「見苦しいわねえ。何か着せておやり」

　部下に命じてから、アルマはヴェパールの所に歩み寄った。

「捕ほ獲かくした擬獣の細さい胞ぼうを人体に移植するのに成功したって噂うわさは聞いてたけど……とうとう実戦投入できるレベルに仕上げたとはね。さすがはドクター・ライオス──元ソシエタス理事長だけのことはあるわ」

　肩に毛布をかけられ、ゼエゼエ苦しげに息をつくヴェパールをあたかも新兵器の品定めでもするかのような目つきで眺ながめながら、

「もっとも……性能の方は、本家ゼルファナスの疑似人間ホモ・フアルサスに遠く及およばなかったようだけど？」

「め、面めん目ぼくない……同志アルマ」

　軽けい蔑べつを隠かくさぬ女の視線から逃のがれるように顔を伏ふせ、ヴェパールが気まずそうに詫わびた。

「しかし自分の本来の任務は──」

「ああ、判わかってるわよ。あんたはあくまで対ネトロゾーマ用に特とつ化かされた擬獣兵──水中での高機動能力も、水中衝撃波と防御界バリユームだけを速そつ攻こうで仕込まれた付つけ焼やき刃ばの戦闘異術も──全すべては本来の『遺い産さん』回収任務を遂すい行こうするための補ほ助じよ的な能力に過ぎないっていいたいんでしょ。

　でもね。肝かん心じんの『遺産』は、おそらく領主とグルになったメルティアの奴やつに回収されちまったでしょうよ。つまりヴェパール、今回の任務にあんたはもう用無しってわけ」

「そ、そんな!?　それじゃあ、自分はいったい何のために……」

「そんなこと、私の知ったこっちゃないわよ。──もちろん、メルティアを生かしておいたのも計画のうちよ。今だからいうとね、私はハナからあんたのことなんか当てにしてなかったの。危険を冒おかしてネトロゾーマの相手をするくらいなら、敵にいったん『遺産』を回収させてから横取りする方がよっぽど効率的だもの」

「………」

　呆ぼう然ぜんとするヴェパールを、アルマは冷ややかに見下ろした。

　およそ三年前──ソシエタスの元指導者でありながら突とつ如じよとして協会を裏切ったライオス博はか士せは、その際にソシエタス中央本部の研究所に厳げん重じゆう保管されていたホモ・ファルサスの封ふう印いん容器──この時点で四つまで回収されていた──を持ち出して王都から逃とう亡ぼうし、「黒い太陽」に大幹部として迎むかえ入れられた。

　博士が持参した四体のホモ・ファルサスはその後「黒い太陽」の構成員から選せん抜ばつされた四人の優秀な異術師に移植されたが、その一人が彼女──アルマ・ローネである。

　ライオスから受けた説明によれば、彼女に移植されたのはゼルファナスが造つくった四番目のホモ・ファルサス「アルラウネ」だという。

　いわば組織のために人間であることを捨てたわけだが、彼女は別段そのことを後こう悔かいなどしていない。伝説の錬金術師ゼルファナスの叡えい智ちを自らの骨肉と成したわけで、異術師としてはむしろ栄えい誉よの極きわみとすら考えていた。──少なくとも、ライオス自身の研究のため実験台にされたヴェパールなどとは格が違ちがう。

　体たい細さい胞ぼうの八割までを擬獣のものと入れ替かえ、内蔵型の「タブレット」で制御するドクター・ライオスの擬獣兵──兵器としての利用価値は計り知れないだろうが、アルマから見て五分近い時間をかけてもたもたと相そう変へん異いするヴェパールの姿は実にぶざまで、哀あわれみを覚えこそすれ同志としてのシンパシーなどカケラも感じていなかったのだ。

「間もなく、陸おかで別行動を取らせていた同志たちが戻もどってくるわ。準備が整ととのいしだい、我が七〇二独どつ行こうは領主の戦せん艦かんから『遺産』を強ごう奪だつするための軍事行動を展てん開かいする。──あんたの出番はもうないんだから、今の実戦データを土産みやげにとっととライオスの所に帰りな。邪じや魔まっけなんだよ！」

「領主の……」

　ヴェパールは小声で繰くり返し、やがて何らかの決意を固めたようにギラリと目を光らせた。

「ぜ、ぜひ従軍させて下さい！　自分は例の戦せん艦かんの水兵として、二年ばかり徴ちよう用ようされていた経験があります──きっとお役に立てるかと」

「へえ？　あんた、この土地の出身だったの」

「アルディオラには……領主の一族には恨うらみがある。一いつ兵ぺい卒そつで構いません！　ぜ、ぜひ自分にもう一度チャンスを！」

（ふふん。とんだお荷物かと思ったけど……そういうことなら、まだこいつにも使い道はありそうね）

　アルマ・ローネは──より正確にはアルマの肉体と記き憶おくを取り込み、巧こう妙みようにすり替かわった疑似人間ホモ・フアルサスアルラウネは──必死の表情で嘆たん願がんを繰り返す擬獣兵を横目で見やりながらにんまりとほくそ笑んだ。








第５章　「エウリディケ」襲しゆう撃げき









「これがゼルファナスの『遺い産さん』……父上が命がけで運ぼうとしていた『ウロボロス』の積み荷なのか」

　戦せん艦かん「エウリディケ」艦上──。甲かん板ぱん上に引き揚あげられたばかりの黒い筐きよう体たいを目の前に、エリーンが感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。

　アルノー、エルヴァン、周囲を取り囲むその他の家臣たちもみな一様に厳げん粛しゆくな表情を浮うかべ、作業服姿の技師たちが筺はこの表面をハンマーで軽く叩たたいたりナイフで擦こすったりしながら慎しん重ちように調べていく様子を見守っていた。

　棺かん桶おけを少し大きくしたような黒い直方体の筺。ただし一見滑なめらかなその表面はよく見るといくつもの金きん属ぞく部品が複雑に組み合わされた寄よせ木き細ざい工くのような構造になっていて、どこが筐体と蓋ふたの継つぎ目めになっているのかさえはっきりしない。

「外側の筺じたいは、ごく近年になって造られたものですな。内部が空くう洞どうになっているようですが、それ以上のことは……中を開けてみませんと」

　技師の一人が顔を上げていった。彼らは戦せん艦かんの動力であるエーテル機関の整備のために雇やとわれた技術者たちで、エーテル応用化学およびそれに基づく各種機械装そう置ちに関してはソシエタスの異い術じゆつ師しに劣おとらぬ専門的な知識を持っている。

「ここで開けられないのか？」

　エルヴァンの問いかけに対し、

「この筐きよう体たいは内部の積み荷を保護する容器であると同時に、盗とう難なんを予防する──つまりは金庫のような役割を果たす機械装置と考えられます。仮かりにこの筺はこが当時のソシエタスで造つくられたものだとすれば、やはりソシエタスの施し設せつに運んでから開けてもらうより他ほかありますまい」

「ふんっ、異術師どもに気兼ねなど無用！　かまわんから、爆ばく薬やくでも何でも使って開いてしまえっ」

　騎き士し団だんの参さん謀ぼうの一人、いかにも気の短みじかそうな壮そう年ねんの将校がもどかしそうに大声を張り上げた。

「やめといた方がいいなぁ。この手のお宝たからにゃトラップがつきもんだ。無理にこじ開けて毒どくガスでも飛び出したら目も当てられないぜ」

　冗じよう談だんめかしたアルノーの警告に、蒼あおくなって黙だまり込こむ短たん気きな参謀。

「異術師といえば──ユピテルはどうしたのだ？」

　ふと筐体から顔を上げ、エリーンがいった。

「念願叶かなって『遺産』の引き揚あげに成功したのも、彼女とメルティアのおかげ──わらわからもぜひ礼を述べねば。アルノー、ユピテルはどこにいるのか？」

「え？　いや～あの子は……」

　話を振ふられた傭よう兵へいの若者は、海の方を見ながら弱り切ったように頭を搔かいた。




〈やっぱり、戻もどれなくなっちゃった……〉

　メルティアの中で、ユピテルの意識が落らく胆たんしたようにつぶやいた。

「融ゆう合ごう体たい」に相そう変へん異いしてもう一時間以上が経過している。以前は適当な時間が経たつと自然にユピテルの姿に戻ったものだが、今回はその気け配はいすらない。

　疑似精霊シルフイードの泡あわに包んで浮ふ上じようさせた「遺産」の筺は「エウリディケ」の水兵たちによって無事回収されたが、メルティアの姿のままでは戦艦に戻るわけにもいかず、彼女（ら）は未だに付近の海中に留とどまらざるを得なかった。

〈どうやら、肉体レベルの『融合』はもう済すんじゃったみたいね〉

〈だからわたしは止めたんだ……〉

　物もの珍めずらしげに集まり鼻をすり寄せてくるイルカたちの頭を撫なでてやりながら、メルティアが深くため息をついた。

〈いいもん。やるだけやったんだから、後こう悔かいしてないよ……あとは『遺産』の中味がアタリであることを祈いのるばかりだわ〉

　領主エリーンの言葉に噓うそがなければ──。回収された筐きよう体たいは「エウリディケ」によって王都モラックスに送り届とどけられ、ソシエタスの理事会に引き渡されるのだろう。

　その後は理事会メンバーの一人、研究者グループを統とう括かつするジルクリスト博はか士せの手によって本格的な解かい析せきが始まるはずである。

〈ジルクリスト先生は元お医者さんでねー、あたしの『タブレット』もあの先生に移植してもらったのよ。名医の癖くせに自分が病気ばっかりしてる人だけど……〉

〈何だか頼たよりなさそうな奴やつだな〉

〈結果が出るまで一月か一年か……永いわね。はぁ〉

　その間、果たしてメルティアの中に残存する自分の人格が消えずに残っているのか──それはもはや、ユピテル自身にも判わからなかった。

　海面から半分だけ顔を上げると、「エウリディケ」艦上に立つ小さな人ひと影かげが見える。

〈ラッセル……〉

　少年は「遺産」を取り囲む大人おとなたちの輪からぽつんと離はなれ、ユピテルたちの帰りを待つように舷げん側そくからじっと海を見下ろしていた。

　その腕うでに、折おり畳たたんだ赤いケープをしっかりと抱だききしめながら。

〈………〉

　すうっ──と、メルティアは波の下に潜もぐった。

　膝ひざを抱き、胎たい児じのように水中でころんと横になる。

〈ねえ、いつまで水の中にいるつもりなの？　ふやけちゃうわよ〉

〈こんなことになって……あの子には、もう合わせる顔がない〉

〈仕方ないわねえ。弟にはあたしからよく事情を……つて話しようがないか。この状態じゃ〉

〈おまえは……わたしが憎にくくないのか？　あの蛇へび女おんながいった通り、結局はわたしに喰くわれたようなものなのに〉

〈そりゃー憎まなかったといえばウソになるけどね。でもニコラ……メルクリウスに出会って色々話してたら、何となく吹ふっ切れちゃった。病気や事じ故こで死んじゃったらそれっきりだけど、あたしの命はメルティア──あんたが引き継ついでくれるんだもの。

　最後の心残りと言えばラッセルのことくらいだけど──まあ弟のことも、あんたがよろしく面めん倒どうみてくれるんでしょ？〉

〈だが、ラッセルにとってわたしは姉の仇かたきだ……例たとえ人間になれても、あの子に嫌きらわれたらわたしには生きてる意味がない〉

〈あのねえメルティア？　ここで悩なやんでたって何も答えは出ないのよ。あたしはもうあんたに対して何の恨うらみもないけど、弟がどう思うかは──あの子が決める問題ですもの。辛いかもしれないけど、そーゆーもんなのよ。人として生きるって〉

〈………〉

〈もーつ、またそうやってイジけるぅ。……まあいーわ。船には、日が暮くれるのを待ってこっそり戻もどりましょ〉




　その船せん影えいに最初に気づいたのは、檣しよう楼ろうに立っていた見張りの水兵だった。

（おかしいな？　ご領主様の命令で、他ほかの船はこの海域に入れないはずなのに）

　騎き士し団だんの軍ぐん艦かんでも、領民の漁船でもない。小型の帆はん船せんのようだが、マストは折れ船体もひどく破損している。

「……難なん破ぱ船せんか？」

　ただちに受け持ちの士官に報告──情報は、命令系統を遡さかのぼって数分後に甲かん板ぱんに立つ艦長エルヴァンの元へと届とどいた。

「難破船だと？　捨て置け。本艦はいま取り込み中だ」

「まて、エルヴァン！　船の上に人がいるぞ」

　愛用の望遠鏡をのぞきながら、エリーンが声を上げた。

「驚おどろいた──あそこにおわすのはセーネル公こうではないか！」

「セーネル公ですと？　それは何かのお間ま違ちがいでは」

「いや、あの方かたのお顔を見間違えるわけがない。エルヴァン、ただちにお迎むかえの船を用意するのだ！」

「しかし……擬ぎ獣じゆうを使った今回の引き揚あげ計画は、近きん隣りん諸しよ侯こうにも極ごく秘ひの件。救助には後方のコルベット艦を向かわせれば」

「いかん！　公はアルディオラ家にとって大だい恩おんあるお方なのだ。設備の行き届いた本艦でなければわらわの恥はじになる！　士官たちにも通達せよ、すぐ歓かん迎げいの支し度たくじゃ！」

「誰だれだよ？　そのセーネル公ってのは」

　訝いぶかしげに聞くアルノーに、騎士団参さん謀ぼうの一人が答えた。

「カラナンの西にし隣どなりの街まち、セーネルのご領主様だよ。当家とは古くからのおつきあいで、ご令れい息そくのアレクトル様はエリーン様と将来を誓ちかったお方にあらせられる」

「つまり……いずれは義理の親おや父じになる人物、つてわけか」

「エリーン様は既すでにそう呼よんでおるよ。何しろ幼おさなくして爵しやく位いを継けい承しようされて以来、後見人として一ひと方かたならずお世話になっている方なのだから。……ときにアルノー殿どの、貴き公こうしばらく外して頂けますかな？　セーネル公を本ほん艦かんにお迎むかえするとなると、我々も忙いそがしくなる故ゆえ。いや貴公やユピテル殿のご協力には心から感謝しておるが、本日の所は──」

　どこの馬の骨とも知れぬ傭よう兵へいに甲かん板ぱんをうろうろされては迷めい惑わくだ──参さん謀ぼうの表情が露ろ骨こつに語っている。

（へっ。『遺産』が手に入っちまえば、もう用よう済ずみってわけかよ……）

　アルノーはすっかり鼻はな白じろんだ気分で肩かたをすくめた。

　その様子に気づき呼び止めようとしたエルヴァンに軽く手を振ふり、傭兵はぶらぶらと艦内に降りる昇しよう降こう口ぐちの方に歩き出した。




「やあやあ、かたじけない！　実は船遊びの最中に不意の高波に見み舞まわれて──ご覧らんの通りマストを折られ、難なん儀ぎしておった所ですわい」

「エウリディケ」から派は遣けんされた短艇カツターの乗員に、難破船の甲板に立った救命胴どう衣い姿の初老の紳しん士しが大きく手を振って礼を述べた。

　やや小太りの、領主というより町の世話役といった方が似に合あう温厚そうな人物である。短艇にはセーネル公に面識のある貴族の士官が同乗し、確かに本人であることが確認された。

　破損した帆はん船せんの中には他ほかにも公の従者が多数乗り組んでいることが判明し、全員を救助するために「エウリディケ」はさらに三艘そうの短艇を降ろさねばならなかった。




「お義父とうさま！」

　小こ姓しようの手を借りて舷げん門もんから昇のぼってきたセーネル公の姿を目にした途と端たん、エリーンは顔を輝かがやかせて走り寄った。

　物もの心ごころつかぬ時分に父親を喪うしなった彼女にとって、自みずからの後見人であり許いい嫁なずけの父親でもある西の街まちの領主は日ひ頃ごろより実の父同然に頼りにしてきた人物なのであろう。

「いやはや、ひどい目におうたわい」

　いくらかやつれた表情ながら、エリーンの顔を目にしたセーネル公の顔が安あん堵どにほころんだ。

　公の疲ひ労ろう困こん憊ぱいした様子を察したエリーンは、思わず声を弾はずませてしまった自らの非礼を内心で恥はじた。やや態度を改め、片手を胸に当て深々と頭を下げる。

「この度たびの遭そう難なん、このエリーン衷ちゆう心しんよりお見み舞まい申し上げます」

「なんの、なんの。偶ぐう然ぜんにもエリーン殿どのの船に助けて頂けるとは、運命の粋いきな計らいというもの。こうなると判わかっていれば、倅せがれのアレクトルも船に乗せてくるのでしたわい」

「！」その名を聞いたエリーンの頰ほほに、さあっと紅べにが差した。

「お義父とうさまったら、そのようなお戯たわむれを……家臣の前なのに」

　拳こぶしを口に当て、恥はじらうように軽く俯うつむく。そこに立っていたのは毅き然ぜんとして艦かん隊たいを率ひきいる女領主ではなく、遠く離はなれた恋こい人びとへの思いに胸をときめかせるごく普ふ通つうの十七歳さいの少女であった。

　主あるじのセーネル公こうに続き、他ほかの従者たちも次々と甲かん板ぱん上に昇のぼってくる。

　合計で三十名近い大おお所じよ帯たいである。漂ひよう流りゆう中はずっと船の浸しん水すいと戦っていたのか──夏だというのに全員が救命胴どう衣いの上からフード付きの雨あま合がつ羽ぱを羽は織おり、誰だれの顔も真っ黒に汚よごれていた。

「エウリディケ」側は手て空あきの士官や水兵が総出で湯を沸わかかし、難なん破ぱ船せんの乗員に暖かいスープやサンドイッチ、乾かわいたタオルなどを振ふる舞まっていく。降って湧わいたような騒さわぎに、数時間前に引き揚あげられた「遺産」のことなど誰だれもが忘れかけていた。

「あれはいったい何ですか？」

　甲板の隅すみを指さして質問したのは、セーネル公に肩を貸して甲板まで付き添そってきた小こ姓しようの少年だった。小こ柄がらな身体からだが大人おとな物ものの雨合羽にすっぽり隠かくれてしまいそうだ。

「あ、あれは……」一いつ瞬しゆん、エリーンが言いよどむ。

　厚手の亜あ麻ま布ぬのに包まれた四角い筐はこ──いうまでもなく「遺産」の筐きよう体たいである。急な来客に片づける暇もなく、とりあえず帆ほ布ぬのを掛かけてカモフラージュしてあったのだ。

「カラナン特産の──ま、鮪まぐろの油あぶら漬づけだ。この度王宮に献けん上じようし、ぜひ陛へい下かに召めし上がって戴いただこうと……」

「あら？　送り先は王宮じゃなく異術師協会ソシエタスじゃないの？」

「……え？」

「なーるほど。あれが擬ぎ獣じゆうを使って引き揚あげた『ウロボロス』の積み荷ってわけね？」

　目ま深ぶかに被かぶったフードの下で、薄うすく紅を引いた小姓の唇くちびるが嗤わらいの形に歪ゆがんだ。

（──女!?）

「おっと！　動くんじゃないよ、お姫ひめサマ」

　エリーンの脇腹に、硬かたい銃じゆう口こうが押おし当てられる気け配はい。

　それが合図だったかのように──周囲で一いつ斉せいに乾いた連射音が上がり、「エウリディケ」の乗員はバタバタと甲板に倒たおれていった。
















「!?」海中にいたメルティア／ユピテルが異変に気づいたのは、難なん破ぱ船せんの乗員が戦せん艦かんに乗り移って間もなくのことだった。

　妙みような船だとは思った。だが「エウリディケ」側の歓かん待たいぶりを見て、よもや敵ではあるまいと判断して付近の海面から見守っていたのだ。

　だが、全員の移乗が済すんで十分と経たたぬうちに甲かん板ぱん上から聞こえてきたのは──。

〈あの銃じゆう声せいって──短機関銃マシンピストル!?〉

　ユピテルの知る限り、海上騎き士し団だんの水兵たちが装そう備びしていたのは単発式の旧きゆう式しきライフル銃だけだった。そもそも数年前に開発されたばかりの短機関銃マシンピストルを実戦配備している軍隊など、ヴァリシニア国内でもごく限られている。

　王宮近衛このえ隊たい。ソシエタスの警備兵。そしてソシエタスと同等、あるいはそれ以上の技術力を持つと噂うわさされる非合法組織──。

「『黒い太陽ソル・ニゲル』!?　──チクショウ！　やられたっ!!」

　メルティアの口を借り、ユピテルは思わず叫さけびを上げていた。

「ウロボロス」の沈ちん没ぼつ地点で闘たたかった男女の疑ぎ似じ人にん間げん。彼らがあのまま引き下がるとは思わなかったが、「遺産」を狙ねらって再び襲おそってくるとすればおそらく夜や陰いんに乗じた奇き襲しゆうを選ぶであろうと踏ふんでいた。

〈迂う闊かつだったわ。まさかこんな白昼堂々、殴なぐり込みをかけてくるなんて──！〉

　怪かい物ぶつの姿で現れた敵に対し、擬獣相手の闘たたかいの延長としてどこか甘あまく見ていたところがあった。敵の正体が人間である以上、当然人間の仲間──正規軍が存在する可能性を失念していたのだ。

　領主の乗る旗艦を占領されてしまっては、海上騎士団の精せい鋭えい艦隊といえども下へ手たな手出しはできまい。ささいな油断から、みすみす目の前で相手のチェックメイトを許してしまった──。

〈でも反則よっ、こんなの!!〉

　かつて王都の異術学院に在ざい籍せきしていた時分、学友のルスカとチェス盤ばんを囲み口にするのも卑ひ劣れつな手段でキングを取られたときの悔くやしさが、ユピテルの脳裏にありありと蘇よみがえった。

〈あのときは確か──あたし腹が立って、ルスカのヤツをチェス盤でぶちのめしちゃったんだっけ……〉

〈思い出に浸ひたってる場合か！　行くぞ。戦艦の連中はともかく、あの子のことが心配だ〉

　日ひ頃ごろは冷静なメルティアの意識だが、艦上に置いてきたラッセルのことが気がかりなのかいつになく取り乱している。

〈落ち着いてったら！　今出るのはまずいわ。あの状じよう況きようじゃエリーンたちが人質になってる確かく率りつが高いし──とにかく、敵の戦力を把は握あくしなくちゃ。何とかエーテル通信で弟と連れん絡らくが取れない？〉

〈……やってみよう〉

　そういって海面からわずかに顔を出したメルティアの目の前に──。

　甲かん板ぱんの上から、頭を撃うち抜ぬかれた男の死体が投げ落とされてきた。




　テロリストたちの動きには、無む駄だというものがなかった。

　雨あま合がつ羽ぱを脱ぬぎ捨て、救命胴どう衣いの下に隠かくし持っていた短機関銃マシンピストルを取り出し何のためらいもなく掃そう射しやを開始──この時点で、甲板上にいた将兵たちのおよそ三分の一が死傷して甲板になぎ倒たおされた。

　生き残った乗員はその場で武ぶ装そう解除され──といっても特別な任務が無い限り水兵は武器など持たない。せいぜい士官がサーベルを携けい帯たいしていたくらいであったが──士官と水兵が別のグループに分けられ、それぞれ強制的に甲板の隅すみに集められた。わけても領主エリーン、艦長エルヴァン、その他主おもだった騎き士し団だん幹部たちは一いつ般ぱん乗員から引き離はなされ、中央甲板付近で厳重な監かん視し下に置かれた。

「セーネル公こうの私し物ぶつ」という名目で持ち込まれた木箱の中から、次々と武器弾だん薬やくが取り出されていく。

　丸まる腰ごしで固まった捕ほ虜りよの群に対して二丁ちようの軽機関銃が狙ねらいを定め、艦上でもっとも見晴らしの良い大檣楼メーン・トツプには狙そ撃げき手しゆが配置された。

　最初の発はつ砲ぽうからわずか十分足らず──戦艦の上部甲板は「黒い太陽ソル・ニゲル」の制圧下におかれた。

　ここでアルマは襲しゆう撃げき部隊を二手に分けた。半数は甲板上の捕虜の監視のため手元に残し、もう半数を戦艦の内部構造に詳くわしいヴェパールに預あずけてブリッジや武器庫など艦内重要設備の占せん拠きよへと向かわせたのだ。艦内にいる残りの乗員を制圧するため、彼らにはガス弾及および防毒マスクを持たせてある。

「うふふ、事前の模も擬ぎ訓練より五分も早くカタがついたわね……直前にヴェパールの情報が入って助かったわ」

　雨合羽を脱ぎ捨て本来の野戦服姿を露あらわにしたアルマは、とても女が持つ武器とは思えぬ四十五口径の大型拳けん銃じゆうを構えながら甲板上を見回した。

　顔中に黒いドーランを塗ぬりたくり一いち様ように個性を消し去った部下の男たちとは対照的に、彼女一人は自分の美び貌ぼうを隠かくそうともしなかった。スリムな体型に合わせた黒い野戦服の首に珊さん瑚ご色いろのマフラーを合わせ、顔には薄うすく化け粧しようさえ施ほどこすほどの余よ裕ゆうである。

「さて、と。『エウリディケ』の皆みな様さまがた？」

　部下たちの短機関銃マシンピストルに威い嚇かくされたエリーン以下海上騎き士し団だん幹部たちの前に立ち、ちょっとおどけた調子で拳けん銃じゆうの銃口を振ふる。

「本日は暖かい歓かん迎げいのおもてなしをどうもありがとう。『黒い太陽ソル・ニゲル』の同志一同を代表して、このアルマ・ローネがお礼を述べさせて頂くわ」

「アルマ・ローネ……『毒蛇のアルマバイパー・アルマ』か!?」

　その名を誰だれかが叫んだ瞬しゆん間かん、海上騎士団の面々に衝しよう撃げきといっていいほどの戦せん慄りつが走った。

「毒蛇のアルマバイパー・アルマ」──何故なぜか貴族だけを執しつ拗ようにつけ狙ねらう「黒い太陽ソル・ニゲル」の幹部異術師。彼女の手にかかって暗殺、あるいは行ゆく方え不明になった貴族やその関係者は今まで百名を下らないといわれている。十数か所の自治都市、貴族領において最重要指名手配を受けたヴァリシニア史上最さい凶きようの女テロリスト──。

　そのアルマの指揮の下、わずか三十二名の襲しゆう撃げき部隊によって千名近い乗員を擁ようする戦せん艦かん「エウリディケ」があっけなく占せん拠きよされたのだ。

「おとう──いえセーネル公！　これはどういうことですか!?」

　エリーンは青ざめた顔で傍かたわらに立つセーネル公に詰つめ寄った。

「ご協力感謝しますわセーネル公。ついでになかなかの名演ぶり……いっそ領主などお辞やめ遊ばされて、何ど処こぞの劇場にデビューなさったら如何いかが？　おほほほほ」

　女テロリストは口に手を当て、からかうように笑った。

「黙だまれ！　と、とにかくこれでもう儂わしは無関係だ！　さあっ約やく束そく通り家に帰してくれ！

　今すぐに！　も、もう儂は関係ないっ!!」

　ガタガタ肩かたを震ふるわせ、滝たきのように流あせれる汗あせを拭ふこうともせず叫さけび続ける。もはや領主としての威い厳げんなどカケラもない。男の頭にあるのは己おのれの保身のみなのか。

「うふふふ、まあそう慌あわてずに。宴うたげはこれからですのよ」

「も、もう沢たく山さんじゃ！　──そうじゃ倅せがれ！　儂と一いつ緒しよに捕つかまったアレクトルは無事であろうな!?」

「息むす子こさんのことならご心配なく。何なら、今すぐにでも会わせて差し上げますわ」

「なに。倅もここに来ておるのか!?　い、何処いずこに!?」

　自分の命ばかりでなく、息子も人質に取られていたらしい。セーネル公は一いつ瞬しゆん己の身の安全も忘れた様子で、背後を振ふり返り甲かん板ぱん上に必死で視線を走らせた。

　その後頭部を小こ突づくかのように、銃じゆう口こうを向けるアルマ。

「あんたがこれから堕おちるトコだよ。この豚ぶた野や郎ろう」

「じ、実は……二日前の昼、鷹たか狩がりの最中にこの連中に拉ら致ちされて……その、ひどく殴なぐられたりして、殺すと脅おどされて……」

　満まん面めんから脂あぶら汗あせを流し、しどろもどろになって言い訳じみた言葉をブツブツとつぶやく西の街まちの領主。

「彼らに脅きよう迫はくされて──いわれるがままに協力したのですね!?」

「いやその、貴公には誠まことにあい済すまぬと思ったが、万ばんやむを得ず……」

「臆おく病びよう者もの!!　そなたには貴族の、領主としての誇ほこりがなかったのか!?」

「………」

　唐突にセーネル公の顔から表情が消え、ふっとエリーンから目を逸そらした。

　弁解して済すむ問題でないことは、彼自身がいちばんよく自覚しているのだ。謝あやまって済まぬ相手にこれ以上謝っても仕方がない──つまりは意志の疎そ通つうを一方的に打ち切った。

「セーネル公!?」

「わ、儂わしはいわれた通りに動いたぞ──お、おまえたちの目的はこの船なのであろう？　これで望み通りになったのであろう!?」

　西の街の領主はエリーンの存在は完全に無視し、代わりにアルマの方に歩み寄ると血走った目で彼女を睨にらんだ。

　銃声。弾たまは男の頭部を末広がりの円えん錐すい型にえぐり取り、顔面をほぼ完全に吹ふき飛ばした。

「いやあああああっ!!」

　エリーンが悲鳴を上げ、ぺったり甲板に座すわり込んだ。

　本性は見下げた男だったとはいえ──永年父親代わりに慕したっていた人物を目の前で無む惨ざんに射殺されたのが、よほどのショックだったのか。

「なぜ!?　なぜ撃ったのだ!?　殺す必要などなかったはず!!」

「死体は海に棄すてて」

　部下に短みじかく命じた後、アルマはエリーンに向き直った。

「──そうそう、貴方あなたのフイアンセ。アレクトル君のことだけどねえ」

　思い出したかのようにいきなり話題を変える。

「え……？」

「あの坊ぼうやの最後の言葉よ。『何でもするから命だけは助けてくれ』だってさ──遺ゆい言ごんとしちゃ、なかなかエスプリが効きいてるわね」

「!!」エリーンは瞳ひとみを大きく瞠みはってアルマを凝ぎよう視しした。

「あ……ああ……」

　唇くちびるがわなわな動くが言葉が出ない。

「あ。可愛かわいいわぁ、その表情」

　アルマの顔に、不ぶ気き味みなくらい邪じや気きのない笑顔が広がった。

「『心の支えを一瞬で失った』って顔よね、それ？　ステキよとっても。なかなかいないのよねえ、貴族でも殺す前にそんなイイ顔してくれる犠ぎ牲せい者しやが。さっきのオヤジみたく見苦しく命いのち乞ごいする奴やつは掃はいて捨てるほどいたけどさ」

　クスクス笑いながら、

「まあ力ずくの拷ごう問もんで泣き叫ばせるってのもオツなんだけどね。やっぱりこの手の精神的な『責せめ』の方が私の好みよ。美学に合ってるっていうか」

「──外げ道どうっ!!」

　拳こぶしを握にぎりしめ、額に青筋を立ててじっと事態の推移を見守っていたエルグァンが、ついに耐たえかねたように叫んだ。

「おいっ、動くな！」

　近くにいた「黒い太陽ソル・ニゲル」の兵士が警告を発し短機関銃マシンピストルを構え直す。

　不用意に一歩を踏ふみ出した瞬間──目の前の老艦長の姿がふっと消えた。

「うぇっ!?」

　次の瞬間、側頭部を砕くだくような衝しよう撃げき。半円を描くような動きで兵士の死角に入り込み、間合いを詰つめて横よこ蹴げりを叩たたき込んだのだ。

　兵士が倒たおれた先に、ぎょっとしたようにこちらを振り向くアルマの姿があった。

　至し近きん距きよ離りである。

「──はぁっ!!」

　慌あわてて向けられた女の拳けん銃じゆうを、一瞬早く手て刀がたなで叩き落とす。

　肘ひじで顔面を砕くこともできた。──が、やはり相手が女であること、そして他ほかのテロリストたちとの交こう渉しよう材料とするためにも瞬時に生いけ捕どりを選せん択たく。

　銃を取り落としたアルマの右腕うでをとり、関かん節せつを極きめて背後に捻ひねり上げた。

「おぬしら銃を捨ていっ!!　さもなくばこの女の腕を──」

「腕を、どうしてくれるの？」

　平然とした女の声。

　──なにっ!?

　極きめ方が甘あまいのかとさらに力を込こめる。手て応ごたえはない──柔やわらかいゴムの棒ぼうでも抱いだいたかのような奇き妙みような感覚。

「貴様ッ妖よう怪かい変へん化げか!?」

「失礼ねぇ。疑似人間ホモ・フアルサスと呼んでおくれよ」

　するり──女の細い腕が、まるで鰻うなぎのようにエルヴァンの腕からすり抜けた。

　異国の踊おどりのような奇き態たいな動きで、そのままアルマはくてっ、と床ゆかに伏ふせる。

　むき出しになったエルヴァンの身体からだに、テロリストの一人が銃じゆうを向け──。

　短機関銃マシンピストルの連射音。苔たい緑りよく色しよくの海将服が朱あけに染そまって弾はじけ飛び、老おいた武ぶ人じんは甲かん板ぱんにくずおれた。

「エルヴァン──っ!?」

　甲板に座すわり込こんだまま、エリーンが再び悲鳴を上げた。

「ふーっ、危ない危ない。どこにでも一人はいるのよね、見かけによらず強いヤツが」

　アルマが立ち上がり、乱れた髪かみをかき上げながら笑った。

「──もっともそんなヤツに限って、この手の初歩的な挑ちよう発はつにキレてくれるから助かるんだけどね。クックック」

「この悪あく魔まっ！　そなたそれでも人間か!?」

　頰ほほを涙なみだで濡ぬらしながら、エリーンがアルマに向かって叫さけんだ。

「例たとえ悪あく逆ぎやく非ひ道どうの犯はん罪ざい者しやであっても、人間ならまだしも一いち分ぶの理があろう──だがそなたは違ちがう！　外げ道どう！　畜ちく生しよう！　人間以下の獣けだものじゃっ!!」

「獣……ケダモノですってぇ？」

　しゃあああぁぁぁ──……っ。

　アルマの喉のどが微かすかに動き、鼻のあたりから奇妙な呼吸音が洩もれた。

「うふふふ……笑っちゃうわねえ……自分たちは人間サマのつもりってわけ？」

「ど、どういう意味じゃ!?」

「そういえば、アンタくらいの歳としだったわねえ……アビス教会の孤こ児じ院いんで育てられた私が、地元の領主の館やかたに引き取られたのは──」

　拾い上げた拳けん銃じゆうを肩かたに吊つったホルスターにしまい、妙みように静かな口く調ちようでアルマが切り出す。

「その領主は旧ふるい家いえ柄がらの貴族で、町でも信しん仰こう心しんの篤あつい人格者って評判だった。最初に聞かされてた話じゃ、住み込みの女中ってことだったんだけどね……こいつがとんだ食わせモノ。その領主、実はサディストの変態野郎だったのよ」

　野戦服のボタンに手をかけ、喋しやべりながら一個一個外し始めた。

「屋や敷しきに入った最初の晩にレイプされて……そのあとは、地下室みたいな場所に監かん禁きんされて毎日毎日オモチャにされ続けたわ──ご覧らん!!」

　大声と共に、シャツの前をはだけて自分の身体からだを晒さらす。

「……!!」

　騎き士し団だんの幹部たちが一いつ斉せいに息を吞のんだ。

　アルマの均きん整せいの取れた白い裸ら身しん──だが、乳房から臍へそのあたりまでにかけて、醜みにくくひきつれたケロイドが錦にしき蛇へびの斑まだら模も様ようのように点々と残っている。

　──地じ肌はだに直接焼やき鏝ごてを押おしつければ、こういう傷きず跡あとが残るのだろうか。

　エリーンは耐たえきれずに目を逸そらした。

　既すでに何度も聞かされている話なのか──「黒い太陽ソル・ニゲル」の兵士たちは何の反はん応のうも示さず、相変わらず彫ちよう像ぞうのような無表情で銃じゆうを構え続けている。

「地下室には沢たく山さんの骨が転ころがってたわ。みんな私より先に孤こ児じ院いんから引き取られて、幸せに暮くらしてるって聞いてた女の子たち──その中には、私を妹のように可愛かわいがってくれた年上の子もいた。もし何の抵てい抗こうもせずに我が慢まんしてたら、いずれ私も虐いじめ殺されて次の娘むすめが引き取られて来たことでしょうよ。──でも半年後に隙すきを見つけて、何とか地下室を脱だつ出しゆつしたけどね」

　しゃあああぁぁぁ──……っ。再び女の喉のどが鳴った。

「意い趣しや返がえしに領主の一家を皆みな殺ごろしにして、屋や敷しきに火をかけて逃にげた──燃え落ちる館やかたを見ながら私は誓ちかったわ。このままじゃ済すまさない──この世の貴族ども全すべてに、私が受けたのと同じ恐きよう怖ふと屈くつ辱じよくを味合わせてやるってね！」

「そ、そんな理り不ふ尽じんな!!」

　騎士団幹部の一人、おそらく貴族出身と思われる参さん謀ぼうが血相を変えて叫さけんだ。

「その領主はもう殺したのだろう？　で、ではとうに復ふく讐しゆうは遂げているではないか！　我我にいったい何の関係があるというのだ!?」

「毒どく蛇へびに咬かまれて死に損なった人間が……その蛇の顔なんかイチイチ覚えてると思う？　そんなハズないわよねぇ。蛇は蛇だもの」

「……!?」

　いつのまにか──アルマの切れ長の瞳ひとみから白目の部分が消え、闇やみのような黒一色へと変化していた。

　巨きよ大だいな黒くろ水すい晶しようのような両眼から涙なみだを流しながら、怒いかりに顔を歪ゆがめて女が叫ぶ。

「どんなに歳さい月げつが過ぎ去ろうと、どんなに遠くの土地に離はなれようと──咬まれた人間は蛇さえ見れば思い出すわ！　その時の痛みを。恐怖を。憎にくしみを──同じことよ！　あんたたち威い張ばりくさった貴族が、悪趣味に着き飾かざって伝統だの騎士道だの、家門の誉ほまれだのとほざいている姿を見る度に──」

　しゃあああぁぁぁ──……っ。

「私のこの傷が疼うずくのよぉ──っ!!」

　アルマの全身が青白い輝かがやきに包まれた。次の瞬しゆん間かんには彼女の身体の輪りん郭かくそのものが弾はじけ飛び──あたかも古い皮を脱ぬぎ捨てるかのように──その下から半はん人じん半はん蛇じやの怪かい物ぶつが姿を現した。

「うわあああああっ!?」

　恐きよう怖ふに後ずさる騎士団参謀の頭を鷲わし摑づかみにし、凄すさまじい怪かい力りきで船を動かす外輪の方へと投げ飛ばす。

「ぎゃわあぁあああっ!!」

　ゴキッ！　ゴキゴキゴキッグシャガギィイイイイイィィィッ──。

　男の肉体は巨大な水車のような転てん輪りんの中で粉ふん砕さいされ、血と肉と骨こつ片ぺんと化して海面にばらまかれていった。

　エリーンも、生き残った騎士団の幹部たちも──もはや悲鳴を上げる気力すらなく、絶望に打ちのめされた虚うつろな表情で惨さん劇げきの一部始終を見守っていた。

「あの……同志アルマ隊長？」

　怪物と化した上官の姿にはさすがにまだ慣れてないのか。いくらか気き後おくれしたように「黒い太陽」の兵士が声をかけた。

　振ふり向いた蛇へび女おんなは、なぜかむっとした様子で部下を睨にらみつけた。

「この姿でいる時は『アルラウネ』よ。いいかげん覚えなさい！」

「は、はあ……では同志アルラウネ。同志クリッペンが、『遺産』の確認を願いたいと」

「あら、もう照合が済すんだのね。──判わかった、すぐ行くわ」

　捕ほ虜りよの監かん視しは部下たちに任せ、アルラウネは五メートル近くある長い胴どう体たいをくねらせながら甲かん板ぱん上を移動した。身動きする度に体側に並ならんだ一列の穴あなからシュウシュウと息が洩もれている。

「く、黒き太陽の──」

　甲板の一角で「遺産」の筐きよう体たいを調べていた兵士が、アルラウネの姿に気づいて驚おどろいたように敬礼した。他の同志たちと同じく顔を黒く塗ぬってはいるが、瘦やせこけて銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた風ふう貌ぼうはいまひとつ野戦服姿にそぐわない。

　おそらく、アルマがブレーンとして連れてきた技師か研究者であろう。

「挨あい拶さつはいいわクリッペン。それより照合の結果は？」

「間ま違ちがいございません、同志。ドクター・ライオスよりお預あずかりした諸しよ元げんと尽ことごとく一致しておりました──この筐はここそ、十五年前に失われた『ザインの棺ひつぎ』です！」

「ご苦労。あとは私が確認するわ」

　アルラウネは筐体の上部、「Ｚ」の一文字が大きく浮うき彫ぼりにされた部分に片手を伸のばし、わずかに念を凝こらした。額のあたりにぼうっと逆三角型の緑光が灯ともる。

　彼女の「タブレット」に呼応するように──寄よせ木ぎ細ざい工くのごとく筐きよう体たいを構成する金きん属ぞく板ばんのうちいくつかが音を立てて浮うき上がった。

「こいつは金庫でいえば鍵かぎのようなものね。この金きん属ぞく板ばんを決められた手順で押おさない限り『棺』は絶対に開かない──もし手順を誤あやまったり無理にこじ開けたりしようものなら、内部に封ふうじ込こめられた火の疑似精霊サラマンデルが解放されて、まず半径百メートル以内は確実に灰はいになるわ」

「げっ……!?」

「うふふ、怖こわがることないわよ。私はこの『棺』を造ったご本人から解放手順を教えられてるんだもの」

「こ、ここで開けるのですか!?　しかしそれは──」

「問題ないわ。許可は受けてる」

　いいながら、アルラウネは指先で鈎かぎ爪づめ状じようになった灰色の両手を器用に操あやつって筐体の金属板を押し始めた。伝説のメデューサを思わせる怪かい物ぶつが、楽しげに鍵けん盤ばん楽器を演奏しているがごとき異様な光景である。

　数分後──筐体の表面に走る複雑な継つぎ目め模も様ように青白い光が走った。

　しゅっ。圧縮された空気が抜ぬけるような音と共に、筐はこの上面を構成する金属板が互たがいに折り重なるような形でスライドした。

　──「棺」の蓋ふたが開いたのだ。

　中をのぞき込んだクリッペンが「うっ」と短く呻うめいて後ずさった。アルラウネは──あらかじめドクター・ライオスから情報を与あたえられていたのだろう──身じろぎもしない。『棺』の中には、人間が横たわっていた。

　人から神へと至る十の階梯セフイロトを示す生命の樹を縫い取った金きん襴らんの布で身体を包まれ、顔には鼻から上を覆おおう黄金の仮か面めんを被かぶせられている。

　唯ゆい一いつ表に露ろ出しゆつした顔の下半分から判断すると、おそらくは未だ三十にならぬ若い男性であろう。

　高く通った鼻筋、鋭えい角かく的てきに整ととのった顎あごの線──相当に秀ひいでた容よう貌ぼうの持ち主であったことは想像に難かたくない。

「驚おどろきましたな……とても十五年前の死体とは思えない」

　部下のクリッペンが眼鏡めがねをずり上げながら、もっともらしく感想をもらす。

「低温多た湿しつ、しかも腐ふ敗はいを進行させる雑ざつ菌きんの少ない深海という環かん境きようで、奇き跡せき的てきに遺体が保存されたものでしょう……過去の海難事じ故こに似たような記録がありますが、実物を見るのは自分も初めてです」

「遺体ですって？　うふふふ……ようくご覧らん。『彼』はまだ死んじゃいないよ」

「ええっ!?　そんな馬ば鹿かな──」

　クリッペンは慌あわてて自分の眼鏡を外し、棺ひつぎの中に横たわる男の鼻のあたりにかざした。

「……！」

　思わず息を吞のむ。微かすかながらレンズの表面が曇くもったのだ。

「な、何者ですか──この男は!?」

「偉い大だいなる先せん駆く者しや。宇宙に隠かくされた究極の叡えい智ちを見いだし、この国の歴史を書き変えた男──」

「ま、まさかっ……!?」

　アルラウネが筐きよう体たいの側面に軽く触ふれると、棺の蓋ふたは音を立てて再び閉まった。

「あなた知ってる？　蛇へびって──元は天使だったのよ」

「……は？」

　唐とう突とつな話題の転てん換かんについていけず、困こん惑わくするクリッペン。

「唯ゆい一いつ至し高こうなるアビス・ウルの命により、人間の無む垢くを守るために遣つかわされた一人の守護天使がいたわ──心から人間を愛し、なおかつその無知を哀あわれんだ彼は、独断で天上界の知ち恵えの木の実を持ち出して人間たちに授けた」

「あ、ああ……アビス教徒たちの『聖典』ですな。存じております。確か第一章──創世神話の一節かと」

　訳の分からぬまま、クリッペンはとりあえず追つい従しよう混まじりに話を合わせた。

　そんな部下のことなど無視するようにアルラウネは続ける。

「でもそれは、人間たちの無垢を汚けがす大たい罪ざいでもあったの……アビス・ウルの怒いかりに触れた天使は翼つばさをもがれ、両手両足を切り落とされて地上の砂さ漠ばくへと追放された。この世で最も卑いやしい生き物、自分が愛した人間たちにすら忌いみ嫌きらわれる蛇の姿に変えられて──。

　孤こ児じ院いんにいたとき、親代わりの司祭さまからよく聞かされた神話の一部よ。でも私は、蛇に変えられたこの堕だ天使がいちばん好きだった……」

　疑似人間の女はそういいながら、ゆっくりと棺にしなだれかかった。まるで恋こい人びとの胸に抱かれているかのように。棺の表面を愛いとしげに撫なでさする。

　そのときになってようやく──クリッペンは、アルラウネが部下の自分に話しかけているのではないことに気づいた。

　彼女がいま、語りかけている相手は……。

「待っていてね……もうすぐ目覚めさせてあげる。そして創つくり直すのよ、何もかもを……私、そのために自分の身体を捨てて蛇になったんですもの」

　やがて棺から身を起こし、アルラウネは灰はい色いろの顔をクリッペンに向けた。

「とりあえず『遺産』の回収は大成功だわ。あとは戦せん艦かん丸ごと頂いてこの海域から離り脱だつするだけ──護衛のコルベット艦隊に感づかれたら面めん倒どうだしね」

「捕ほ虜りよにした乗員の処置は、如何いかがいたしましょうか？」

「人質は領主の小こ娘むすめひとり。あとは船を動かすための最小限の乗員だけ残せば充じゆう分ぶんよ」

「といいますと、他ほかの乗員は……やはり、その」

「決まってるじゃない？　何のためにあんたを連れてきたと思ってるのよ。『黒い太陽ソル・ニゲル』きっての化学者で、ついでに毒どくガスの専門家でもあるクリッペン博はか士せを。くっくっく……」

「よろしゅうございますか？　……では、遠えん慮りよなく。ひひひ」

　背後の甲かん板ぱんで大声が上がり、部下の一人が慌あわただしく走り寄ってきた。

「同志アル……アルラウネ隊長。ちょっとよろしいですか？」

「何事か!?」

　アルラウネは鋭するどく詰きつ問もんした。姿こそ怪かい物ぶつに変へん貌ぼうしたとはいえ、その声は依い然ぜんとしてテロリスト集団を率ひきいる女隊長としての威い厳げんに満ちている。

「はっ。上部甲板を警戒していた同志が、隠かくれていた子供を捕とらえたとかで」

「──子供？」




「艦かん尾び甲板付近に積んだ救きゆう命めい艇ていの中に隠れておりました。身元を問いただしたのですが、すっかり怯おびえて話もできない様子で……」

　中央甲板に戻もどったアルラウネの前に、捕らえられた少年──ラッセルが引き立てられてきた。

　丸っこい瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜ため、姉から預あずかったケープをひしと抱だきしめている。半ズボンからのぞく細い足が小こ刻きざみに震ふるえていた。

「……何で軍艦に子供がいるのよ？」

　アルラウネがエリーンたちの方を睨にらんだ。

「それにしても、ずいぶんと育ちの良さそうなボウヤねえ……ひょっとして貴族のお坊ちゃまか・し・ら？」

「！　ち、違う!!」

　銃じゆう弾だんを浴びて虫の息となった艦長エルヴァンを、それでも懸けん命めいに介かい抱ほうしていたエリーンがはっとしたように顔を上げた。

「その子は貴族などではないっ！　……ち、厨ちゆう房ぼう係がかりのボッシュの息むす子こだ！　将来父の仕事を継つぎたいと申す故、わらわが特別にはからって乗せてやったのだ！」

「コックの倅せがれぇ？　ふうん……とてもそうは見えないけどねぇ」

「偽いつわりではない！　その子は無関係なのだ。早く艦かん内ないに下がらせてやってくれ！」

　ずりずりずり──長い腹で甲かん板ぱんを擦こすりながら、アルラウネはラッセルの方に這はい寄った。

「うふふふ。初めまして、ボク。驚おどろかしちゃってゴメンね。──ボクのお名前は、何ていうのかなあ？」

「……？」恐おそる恐おそる顔を上げるラッセル。

　だが灰はい色いろの大だい蛇じやを目にした途と端たん「ひうっ!?」と顔を強こわ張ばらせ、怯おびえきったように再び顔を伏ふせた。

「し、失礼なガキねっ!?　人がせっかく優しい言葉をかけてやってるのに！」

　ゴカイのような髪かみを逆立て激げつ昂こうするアルラウネ。──どうやら、自分が蛇へび女おんなの姿でいることを失念していたらしい。

　アルラウネはずいっと一段高く身体を持ち上げ、腕うで組ぐみしてラッセルを見下ろした。

「……そういえば……死んだラザルスの報告書に妙みようなことが書いてあったわねえ。私たちと敵対する疑似人間に、金魚のフンみたくくっついてる変な子供がいるって……」

　びくっ！　──少年の細い肩かたが、傍はた目めにも判わかるほど大きく震ふるえた。

　柔やわらかそうな頰ほほからは完全に血の気が失せ、硬こう直ちよくしたまま足下の甲板に視線を落としている。

　ふいにラッセルは左肩を鋭するどい鈎かぎ爪づめで鷲わし摑づかみにされた。驚おどろいて顔を上げると──目と鼻の先から、灰色のデスマスクのような顔がじっと見つめている。

「ひっ……!?」

「そうすると、ボクがラッセル君ねぇ？　メルティアのお友だちの……」

　しゃあああぁぁぁ──……っ。

　甲かん高だかく喉のどを鳴らし、アルラウネがさも愉ゆ快かいそうに胴どう体たいをうねらせた。




〈貴方あなたがこの近くにいるコトは判ってるのよ。悪いことはいわないから出てらっしゃい。もちろん、防御界の類たぐいは解除した上でね〉

〈姉さん！　メルティア！　来ないで！　来ちゃ駄だ目めだーっ!!〉

〈この声、聞こえてるわよねえ？　メルティア。くっくっく……〉

〈逃にげて！　そこからすぐ離はなれてっ!!〉

　悲鳴のようなラッセルの叫さけび。アルラウネのくぐもった嘲ちよう笑しよう。

　エーテルの波に乗って届とどくそれらの情報は、海中深く潜せん航こうしたメルティア／ユピテルにとってあたかもすぐ側そばで聞いているかのような臨りん場じよう感かんを伴ともなって伝わっていた。

〈とうとう捕つかまっちゃったのね、あの子……〉

〈ああ〉

　何か柔やわらかい物を殴なぐりつける音──少年の声がそれきり沈ちん黙もくする。

〈あと三分だけ待ってあげる。三分経たって貴方あなたが現れなければ、このボウヤの死体を海に投げ込んで我々は撤てつ収しゆうするわ。そうなったって別段困りゃしないもの〉

〈行くしか、ないわね〉

〈判わかってる〉

　メルティアはゆっくりと足で水を搔かき、海面に向かって上じよう昇しようを開始した。




　身の丈たけ十八メートルの巨きよ人じんとしてカラナンの海に出現したメルティア──。

　彼女が人間と変わらぬ大きさになって海から上がってきたのを目にしたとき、エリーンたち「エウリディケ」側の人々からは低く驚おどろきの声が上がった。

　対照的にアルラウネは平然としている。

　肉体の質量をある程度自在に変えられる相そう変へん異い能力は、疑似人間ホモ・フアルサスなら持っていても不思議でない特異能力の一つなのだ。

　舷げん門もんから昇のぼってきたメルティアは、海水を滴したたらせながら甲かん板ぱんの中央まで歩み、十メートルほどの距きよ離りをおいてアルラウネと対峙した。

　紋もん様よう型がた防御界を解除したため、メルティアのほっそりした肢し体たいは水銀のような銀しろがね一色となっている。ややつり上がり気味の紅あかい眼、尖とがった耳、手足の鋭するどい爪つめといった細かい部分に擬獣の特とく徴ちようを残しているものの、全体としてはアルラウネなどより遥はるかに人間の女性に近く、甲板上に佇たたずむその姿は美しい純銀の女性像といっても過言ではない。

「いいつけ通り戦せん闘とう異い術じゆつの使用は控ひかえてるわね？　いい心がけよ。うふふ」

　人質のラッセルを傍かたわらに抱だき寄せながら、アルラウネが満足げに笑った。

　メルティアの額に浮うき上がった仄ほのかな緑色の光──「タブレット」がわずかでも輝かがやきを増したら、その瞬しゆん間かんに少年の首を搔かき切るつもりでいるのだろう。

　既すでに何回か殴られているのか──ラッセルの顔は青く腫はれ上がっていたが、少年は口を硬かたく結び姉のケープを抱きしめて、無言で蛇女のなすがままになっていた。

「いわれた通りに来てやったぞ。早くその子を放せ」

「安心なさい。このボウヤは別に貴族ってわけじゃなさそうだし、すぐにでも解放して上げるわよ……このあとの貴方の態度しだいでね」

「どういう意味だ？」

「まず、改めて自じ己こ紹しよう介かいさせて頂くわ──私は異術革命結社『黒い太陽ソル・ニゲル』独立行動隊長アルマ・ローネ。もっとも現在は疑似人間ホモ・フアルサスのアルラウネでもあるけどね」

　灰はい色いろの長い胴どう体たいをゆっくり揺ゆらめかせ、

「もちろん、組織に参加している疑似人間は私だけではなくてよ。というわけで、同じ『眷けん族ぞく』のよしみで貴方あなたにもぜひ同志に加わって欲しいってこと」

「……わたしを人間のイヌ呼ばわりした貴様が、今度は人間の組織に誘さそうのか？」

「まあ、これも一つの処しよ世せい術じゆつだと割り切りなさいよ。我こそは新人類とかカッコつけてみたって、どうせ独ひとりじゃ何にもできないんだから。といって体制側の連中に協力したところでせいぜい実験動物か擬獣除けの番犬扱いが関の山でしょ？　その点、我が『黒い太陽』なら即そく幹部待たい遇ぐうよ。貴方にとって悪い話じゃないと思うけど」

「………」

「別にイヤならいいのよ。どうせ『遺産』は確保したんだし、後はボウヤを片づけてさっさと引き揚あげるだけだから」

　ぐぐっ──。ラッセルの首に鈎かぎ爪づめを食い込ませながらいう。

「止せっ!!」

　メルティアは鋭するどく叫さけんだ。

「……ひとつ、聞きたいことがある」

「なによ？」

「わたしが海底から持ち帰った『遺産』の黒い筐はこ──貴様はあの中味を知っているのか？　あれはいったい何だったんだ？」

「あら驚おどろいた。貴方ったら、中味も知らずにあの筐を引き揚げてたの!?　呆れたわねぇ、それじゃまるっきり犬の棒拾いリトリーブじゃない！」

「………」

「もっともなまじ知ってたら、畏おそれ多くて筐に触ふれることすらできなかったかもね。

　何しろあの中には、私たち疑似人間ホモ・フアルサスにとって造物主──神ともいうべきお方が眠ねむってらっしゃるんだから」

〈疑似人間の創造者──錬金術師ゼルファナス!?〉

　メルティアの中でじっと耳を澄すましていたユピテルの意識が、驚いたように表層に浮うかび上がった。

「馬ば鹿かな……そんなはずはない。『彼』はもう死んだのだろう？　今から百年も前に」

「もちろん、百年前に生きていたゼルファナス本人じゃないわ。正確にいえば、彼の記憶を受け継ついだ疑似人間──私たちは『デミウルゴス』と呼よんでるけどね」

　アルラウネは甲かん板ぱんの隅すみに置かれた黒い筐きよう体たいを見やり、

「ゼルファナスは錬金術師なら誰だれでも一度は夢ゆめ見みる理想の生命体──哲学の胎児ホムンクルスを創造する前段階として、十三体の疑似人間ホモ・フアルサスを試作したわ。その大半は擬獣災害のさなかに散さん逸いつして行ゆく方え知れずになったけど──ただ一つ判明している事実は、彼が最後に開発した『デミウルゴス』を自分自身の身体に移植したということ。伝説の錬金術師の意識と記き憶おくを継けい承しようした疑似人間──まさに究極の『遺産』と呼ぶに相応ふさわしいわね！」

「──それで、おまえたちはどうするつもりなんだ？　伝説の錬金術師とやらを今の時代に復活させて」

「図に乗るんじゃないよ！　そんなこと、この場でホイホイ話せると思って!?　──まあ興きよう味みがあるのなら、この続きは組織のアジトでゆっくり聞かせてあげるわよ」

「………」

「さて、そろそろ本題に戻もどりましょうか。どうするのメルティア？　私たちの組織に来るの？　来ないの？」

「だ、駄目だよメルティア！」

　ラッセルが慌あわてて叫さけんだ。

「ぼく、見たんだ！　こいつらこの船の人たちを大勢撃うち殺したんだよ！　──こんな奴やつらの仲間になっちゃ駄目だ！」

「この戦せん艦かんの連中は、このあとどうなるんだ？」

「あら？　ひょっとして貴方あなた、ラッセル君以外の連中の身も案じてたの？　意外よねえ……まあ心配することはないわよ。この海域から離り脱だつして、我々の安全が保障された時点で救きゆう命めい艇ていで解放してやるから」

　もちろん真まっ赤かな噓うそである。甲板の別の場所では、化学者のクリッペンが艦かん内ないに毒どくガスを放流する準備をせっせと進めている最中だ。

「……判わかった。おまえたちと一いつ緒しよに行こう」

「メルティア!?」

「よかったわぁ。貴方が物わかりのいい『眷けん族ぞく』さんで。ふっふっふ」

「話はまとまったろう？　さあ、ラッセルを解放しろ！」

「そう焦あせらなくたって、すぐに放して上げるわよ。でもその前にね──」

　アルラウネの頭部で──髪かみの毛のように伸のびた管状の器官がざわざわ揺ゆれ、同時に額の「タブレット」が妖あやしい光を放はなった。

　メルティアの立つ周囲の空間がわずかに揺らぎ、すぐ足下の甲板から目も鼻も口もない、巨きよ大だいな蚯蚓みみずのような疑ぎ似じ精せい霊れいが具ぐ現げん化かした。

「──!?」

　避さける間もなく足に絡からみつかれ、バランスを崩くずして甲かん板ぱんに転てん倒とうするメルティア。

　生なま白じろい半はん透とう明めいの疑似精霊はそのまま彼女の腿ももから首までにかけて螺ら旋せん状じように巻きつくと、あたかも獲え物ものを襲おそう錦にしき蛇へびのようにギリギリと締しめつけ始めた。

「ぐっ……何の……真似まねだっ」

「どんな組織にも規律ってものがあってねぇ。貴方あなたを同志として迎むかえ入れる前に、いちおうケジメをつけておきたいのよ──海底で、このアルラウネ様に向かって暴言を吐はいたことにね！」

「や──やめてやめて!!　何でだよ!?　もうメルティアは降参してるじゃないか！」

　必死の表情で取りすがるラッセルを、アルラウネはもう用よう済ずみとばかり乱暴に突つき放はなした。

「ギャアギャア喚わめくんじゃないよボウヤ！　安心おし、疑似人間はこれくらいで死にゃしないんだから！」

　もう人質など必要ない。彼女ご自じ慢まんの「ブラインド・スネイク」は、敵の戦闘異術をも完全に封ふうじる対異術師用の疑似精霊なのだから。

「ぐああぁ──っ!!」

　全身を雑ぞう巾きんのように絞しぼられたメルティアの口から苦痛の呻うめきが洩もれた。

　顔が完全に背中を向くほど胴どう体たいを捻ひねられ、人間ならばとうに背骨が破は断だんしている体勢でなおも締め上げられていく。

　ブラインド・スネイクの長い胴体が青白いアストラル光を放ち始めた。戦闘異術の使用を封ふう印いんするため、メルティアの身体から急速にエーテルを吸収しているらしい。

「異術師を拘こう束そくするためのヘッドギアがあったわよね？　用意おし。それから擬獣捕ほ獲かく用のワイヤーも」

　アルラウネが部下の兵士に命じた。

「本当にこいつをアジトに連れ帰るんですか？　いっそのこと、ここで始末した方が──」

「馬ば鹿かね！　下へ手たに殺せば、こいつはエーテル体に還かえってこの場にいる誰だれかにとりつくのよ。あんた『器うつわ』にされたいの？」

「い、いえ……」

「とりあえず身動きとれない状態にして、ドクター・ライオスに引き渡すわ。新しい実験体が手に入ってさぞや喜ぶことでしょうよ、あのジジイも」

「じゃあ仲間にするっていうのも噓うそだったんだね!?　ひどいや！」

　ばさっ。ラッセルの手から音を立ててケープが落ちた。

「うざったいわねえ。騙だまされる方が悪いのよ──ところでクリッペンの作業はどうなってるの？　準備が済すみしだい『掃そう除じ』にかかるわよ。総員防ぼう毒どくマスクの準備を──」

「ねえったら！　ぼくを無視しないでよ、蛇へびのオバサン！」

「！　な、何ですってぇ──!?」

　怒いかりも露あらわに振ふり返ったアルラウネの目に、奇き妙みような光景が映った。

　いつの間にか甲かん板ぱんに片かた膝ひざ立ちになったラッセルが、両りよう腕うでをまっすぐ伸のばしてこちらに何かを向けている。

　少年の顔はもう泣いていない。

　丸い大きな瞳ひとみを見開き、真しん剣けんな表情でただアルラウネだけを凝ぎよう視ししていた。

（……信号拳けん銃じゆう？　違ちがうわね、これって確か……）

　ラッセルの手にした武器が対擬獣用の突撃拳銃スツルムピストルであること。

　少年がそれを赤いケープの中にずっと隠かくし持っていたこと。

　一秒の何分の一かの時間をかけて、アルラウネがそこまで理解したとき──。

　固く目を閉じ、ラッセルが引き金を引いた。

「ひっ、ひいいいいいっ!?」

　ぼむっ、というやや間まの抜ぬけた発射音と共に、やけにゆっくりした初速で銃じゆう口こうから弾だん頭とうが飛び出す。

　アルラウネの反射速度をもってすれば、あるいは避さけることも可能だったかもしれない──だが彼女の「器」アルマが天才的な異術師であり、なおかつ優秀な兵士であったことが却かえって災わざわいした。すなわち銃口に対する本能的な恐きよう怖ふ心しんから、避ける前に防御界を展てん開かいしてしまったのだ。

　至し近きん距きよ離りからラッセルが撃うった弾たまは、アルラウネが目と鼻の先に張った防御界に衝しよう突とつ──。

　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい閃せん光こうがアルラウネの目を灼やいた。

「あぎゃあああぁあああっ!?」

　半はん人じん半はん蛇じやの疑似人間は両腕で目を押おさえ、悲鳴を上げて甲板上をのたうちまわった。

　彼女だけではない。

　周囲に立っていた「黒い太陽」の兵士数名も、捕ほ虜りよにされた「エウリディケ」の乗員たちも──みな一いち様ように目を押さえ、その場にうずくまっている。

　弾頭部分に光の疑似精霊を封じ込めた閃光榴弾シヨツク・グレネードが、一時的に彼らの視力を奪うばい去っていたのだ。

　ターンッ！　──乾かわいた銃声が艦上に響ひびいた。

　甲かん板ぱん上の一角──軽けい機き関かん銃じゆうを構えて捕ほ虜りよを監かん視ししていた兵士が、声もなくガクリと銃じゆう座ざに崩くずれ落ちた。

「え？　お、おい同志……？」

　ターンッ！

　訳の分からぬまま、もう一人の機銃手も頭を撃うち抜ぬかれて甲板に転ころがった。

「……！」

　テロリストたちの機銃が完全に沈ちん黙もくしたことを確認したラッセルは、すかさずポケットから小さな笛ふえを取り出した。

　再び甲板に上がってくる前、水兵の一人が貸してくれた号ごう笛てきだ。

（みんな、今だ──！）

　小さな胸一いつ杯ぱいに息を吸い込み、思い切り吹ふき鳴らす。

　二、三秒の間をおいて──艦全体を揺ゆるがすような喚かん声せいが上がった。

　上部甲板と艦内を繫つなぐ数カ所の昇しよう降こう口ぐち──その全すべての扉とびらが跳はね上がり、中から雀すずめ蜂ばちの群のごとく水兵たちが飛び出したのだ。

　その数は百名か、二百名か──旧きゆう式しきのライフル銃を構えた一隊を先頭に押し立て、モップを構えた者、ハンマーを振ふりかざした者、中には包ほう丁ちようとフライパンで武ぶ装そうした厨ちゆう房ぼう係がかりの姿さえある。

　領主エリーン以下の騎き士し団だん幹部、あるいは「エウリディケ」の上級士官をまとめて人質にとられ、今まで手も足も出ずに艦内で息を潜ひそめていた残り数百名の乗員たちが、ラッセルの笛の音を合図に一いつ斉せいに反はん攻こうを開始したのだ。

「戦せん艦かんの連中？　ば、馬鹿な！　艦内はヴェパールたちが制圧したんじゃなかったのか!?」

「黒い太陽」の兵士たち──その時点で戦せん闘とう可能な要員は十人ほどに減へっていたが──は恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

「お、落ち着け！　こっちにはまだ短機関銃マシンピストルがある！」

「そうだ、こいつさえありゃ何百人来ようが──」

　ターンッ！

「あがぁっ!?」

　迫せまり来る水兵たちを機き銃じゆう掃そう射しやしようとした兵士が肩かたを押おさえて倒たおれた。

「そ、狙そ撃げきされた!?　檣しよう楼ろうから!?」

「そんな馬鹿な！　あそこにいる狙撃手は同志の──」

　ターンッ！

　また一人、悲鳴を上げて機き銃じゆうを取り落とす。

「く……くそったれぇ～……」

　傷きずの痛みを堪たえつつ、それでも銃を取り直そうと震ふるえる手を伸のばしたとき──。

　怒ど濤とうのごとく「エウリディケ」の水兵たちが押おし寄せ、甲かん板ぱんに転ころがるテロリストに猛もう然ぜんと拳こぶしと蹴けりの嵐あらしを浴びせかけた。




　標ひよう的てきが甲板に崩くずれ落ちるのを確認したあと、アルノー・ヴェルヌーヴは狙そ撃げき銃じゆうのボルトを引いて空から薬やつ莢きようを排はい出しゆつした。

　マストの中なか程ほどに作られた見張り台──大檣楼メーン・トツプの上からは上部甲板の様子が一望に見渡せる。

　甲板上ではテロリストたちの部隊が、圧あつ倒とう的てきな数の「エウリディケ」勢に押おし包つつまれて壊かい滅めつしていく光景が手に取るように判わかった。

　既すでに大勢は決した。乱戦になってしまえば、もうここから支し援えんの狙撃を続ける必要もない。

　銃を手元に引き寄せ、アルノーは大きくため息をついた。

「よくやったぞ。ラッセル……」

　ほんの二時間ほど前、セーネル公の船が現れたあと──。

　騎き士し団だんの参さん謀ばうたちに甲板から追い払はらわれたアルノーは、艦内に退たい散さんしようとしたところでラッセルのことを思いだし、気が変わって後こう尾び甲板に引き返したのだ。

　そのまま二人で雑談などしながらメルティアたちの帰りを待っていたとき──中央甲板で機銃の掃そう射しや音おんが轟とどろいた。海中で銃声を聞いたユピテルと同様に、アルノーもその瞬しゆん間かんに襲しゆう撃げき者しやの正体に感づいていた。

　後尾甲板から様子をうかがい、敵の人数と武ぶ装そうをだいたい把は握あくした上でラッセルを連れて艦内に待たい避ひ──中にいたため最初の襲撃を免まぬがれた「エウリディケ」の乗員たちを集めて事情を説明し、ただちに対たい応おう策さくを練り始める。

　また、この頃に海中に留とどまったメルティアからラッセルの心に呼よびかけがあり、そこではじめて敵部隊の中ちゆう核かくにヒト型擬獣──疑似人間がいることが判はん明めいした。

　アルノーの予想通り、上部甲板を短時間で制圧した「黒い太陽」は戦力を二手に分け、引き続き艦内の制圧に乗り出した。だが今度は「エウリディケ」側も準備を整ととのえて待ち受けていた。敵の制圧部隊を艦内の奥おく深ふかくにまで巧たくみに誘さそい出し、圧倒的な人数による待まち伏ぶせ攻こう撃げきで襲おそいかかったのだ。

　わずか十数名の敵部隊は所持していたガス弾だんらしき武器を使う暇もなく、全員があっけなく生いけ捕どりにされた（ただし指揮官のみは逃とう走そうした）。

　この時点で「黒い太陽ソル・ニゲル」側の戦力は半減していたのだが、余勢をかって上部甲かん板ぱんへ攻せめ上ろうとした「エウリディケ」の乗員たちをアルノーは必死で思いとどまらせた。

　領主エリーン、艦長エルヴァン以下多数の人質が取られていること。敵側が毒どくガス、機き関かん銃じゆうなどで重じゆう武ぶ装そうしていること。そして最低二体はいるはずの疑似人間の存在──味方に不利な条件が多すぎたのだ。下へ手たに攻め上れば大量の犠ぎ牲せい者しやを出しかねない。

　そこから先の計画はアルノーが立案し「エウリディケ」乗員、そしてラッセルを通じてメルティア／ユピテルにも伝えられた。

　まず敵の疑似人間に唯ゆい一いつ対たい抗こうできるメルティアを怪あやしまれない形で甲板に上げること。同時に捕ほ虜りよを狙ねらう機き関かん銃じゆう座ざを一いつ瞬しゆんで制圧すること──どちらが欠かけても「黒い太陽」に捕ほ虜りよを虐ぎやく殺さつする機会を与えてしまう。

　逆ぎやく転てんの鍵かぎはアルノーが突撃拳銃スツルムピストルのオプションとして一発だけ持っていた閃光榴弾シヨツク・グレネードだった。殺さつ傷しよう能力は皆かい無むの武器だが、敵の疑似人間を短時間であれ制圧するのには有効であろう──ただし、防御界で無力化されないだけの至し近きん距きよ離りに近づくことが必ひつ須す条件であるが。

　武装した部下に護まもられ、単独でも強大な力を持った疑似人間である。並なみの水兵では近くに寄ることすらできまい。

　だから、ラッセルに賭かけた。

　まず子供だけに相手の油断を誘さそってボディチェックを受けない可能性が高いこと。また敵が「黒い太陽」ならラザルスから得た情報でメルティアとラッセルの関係を知っているだろうから、もし甲板上でラッセルを捕とらえれば喜び勇んでメルティアに対する人質として使おうとすることだろう──人質は手元近くに起きたがるのが人情だ。

　もちろん投機的な作戦である。隠かくし持った銃が見つかり、最悪の場合はラッセルが殺されてしまう可能性すらあった。

『でも……ぼくがやらなかったら、みんなが殺されちゃうんだよね？』

　反動を減へらすため、ぎりぎりまで炸さく薬やく量りようを落とした二六ミリ閃光榴弾。

　ストックを取り外し、ただ一発の弾たまを装そう塡だんした突撃拳銃を姉のケープに包み隠し──。

　少年は自ら甲板へと引き返していった。

（そして、あの子はやり遂とげてくれた──）

　アルノーは立ち上がった。

　艦内で生け捕りにした敵兵士からはぎ取った野戦服を着込み、顔に靴くつ墨ずみを塗ぬりたくったその姿は、一見すると「黒い太陽」のテロリストたちと見分けがつかない。

　大檣楼メーン・トツプの端はしには、先せん刻こくまでこの場所に陣じん取どっていた「黒い太陽」の狙そ撃げき手しゆが虫の息で転ころがっている。

　味方の交代要員を装よそおって檣しよう楼ろうに昇のぼったアルノーにナイフで制圧されたのだ。

「あんたの狙そ撃げき銃じゆう、なかなか手入れが行き届とどいてるな──役に立ったぜ」

　そういって銃を置くと、狙撃手は微かすかに目を開き苦しげに呻うめいた。

「うう……あんた、この戦艦フネの水兵じゃねえな……いったい……」

　──こいつ、もう永くねえな。

　少し考えてから、アルノーはボソリとつぶやくように答えた。

「王国騎き士し団だん、特とく殊しゆ狙そ撃げき中隊──『白い旅団ブリガーテ・アルベド』」

「……！」

　狙撃手の目がかっと見開かれた。

　死の苦痛すら上回る恐きよう怖ふが男の魂たましいを捕とらえたかのようであった。

「あ、あの……生きた殺人機械の集団か？　対異術師戦用に編成されたっていう……噓うそだろ……何で、何でそんなバケモノがこんな所に……ごほっ」

「──ボランティアだよ」

　それだけいって、アルノーは檣楼の階段を降り始めた。




　アルラウネがようやく視力を回復したとき、もはや戦せん況きようは絶望的なまでに悪化し部下の兵士でまともに立っている者は二、三名までに減へっていた。

「な……!?　ど、どうなってるのよ、これは!?」

「せ、戦艦の乗員たちが反はん攻こうに転てんじて──残る同志はもう我々だけです！」

「反攻って──そんなハズないわ！　我々はこの艦を完全に制圧していたのよ!?」

　慌あわててエーテル通信を使い、艦内にいるはずのヴェパールを呼よび出す。

　──何の反はん応のうもない。

「ヴェパール隊は全ぜん滅めつした模も様よう！　捕ほ虜りよを監かん視ししていた機き銃じゆう班はんは敵の狙撃に倒たおれ沈ちん黙もく──同志隊長、どうかご指示を！　ご指示を願いますっ!!」

「……！」

　気を落ち着けようと頭を振ふったとき──視界に入ったのは、あらかじめ他ほかの捕虜とは別に拘こう束そくしてあったエリーンたち騎士団幹部の姿だった。

「──そうよ、領主の小こ娘むすめ！　そのための人質じゃないの!?」

　そう叫さけびながら、アルラウネはいちばん目立つエリーンの赤い提てい督とく服ふくめがけて胴どう体たいをうねらせながら突とつ進しんした。

　だが、数メートルと進まぬうちに背後から尋じん常じようでない力で引き留とめられた。

「おい、蛇へび。どこに行くつもりだ？」

　聞き覚えのある、というか今はいちばん聞きたくない声。

　恐おそる恐おそる振ふり向くと、案あんの定じよう──銀色の女が自分の腰こしからひとつながりになった尻尾しつぽに爪つめを立て、紅あかい眼を光らせてこちらを睨にらみつけていた。

　閃光榴弾シヨツク・グレネードのダメージで念が乱れ、メルティアを拘こう束そくしていたブラインド・スネイクはとうに消しよう滅めつしていたのだ。

「さあ、貴様もケジメをつけてもらうぞ。アルラウネ！」

「ぐっ……私の身体からだに触さわるなーっ!!」

　振ふり払はらおうと思い切り胴どう体たいをうねくらせるアルラウネ。

　だがメルティアは離はなさない。逆にアルラウネの尻尾を小脇に抱かかえ上げると、細ほそ身みの身体に似に合あわぬ強ごう力りきで半はん人じん半はん蛇じやの胴体そのものを大きく振り回した。

「ぎえええええっ!?」

　ドゴォーツ！

　ヒト型の上半身を戦せん艦かんの艦橋部分にしたたか叩たたきつけられ、そのまま甲かん板ぱんに落下。

「こ、この……ブラインド・スネイク！」

　両腕を使って立ち上がりつつ、エーテル操作で再び疑似精霊を具ぐ現げん化かさせる。

　再び出現した二匹の大おお蚯蚓みみずがメルティア目がけて襲おそいかかった。

〈馬ば鹿かっ、同じ手は喰くわないわよ！〉

　メルティアとは別に覚かく醒せいしていたユピテルの意志が風の疑似精霊シルフイードを具現化、風の刃やいばがブラインド・スネイクの胴体を細かく輪切りにした。

「手を出すなユピテル！　こいつはわたしがカタをつける！」

〈そーは行かないわよ！　あたしだってさっきからずぅ～っと我が慢まんしてたんだから！〉

「うくっ……！」

　アルラウネは歯ぎしりしながら、自分の尻尾をつかんでなお離はなさない銀色の疑似人間を振り返った。

「ど、どうなってるのよ……ラザルスやフラーマの話じゃあのボウヤはただの弱虫で、何の役にも立たないって……」

「人間は変わるんだよ。昨日きのう弱かった者が、今日もそうだとは限らないということさ！」

　いいながら──メルティアはアルラウネの尻尾を抱え直し、舷げん側そくの方へと移動を開始した。

「ひっ……!?」

　相手の意図を察したアルラウネの全身が恐きよう怖ふのあまり硬こう直ちよくした。

　甲かん板ぱんに爪つめを立てて必死で踏ふん張るが、抵てい抗こう虚むなしく木の床ゆかにギリギリ爪つめ痕あとを残しながら引きずられていく。

　エーテル操作で生み出した炎ほのおや風の刃やいばで必死に反はん撃げきしたが、すべてユピテルが展てん開かいした防御界に弾はじき返された。

　船ふな端ばたまで来たところで、メルティアは渾こん身しんの力でアルラウネの尻尾しつぽを振ふった。

「ひぎゃあああぁぁぁ──っ!?」

　全長五メートルの細長い胴どう体たいが振り子のように弧こを描えがき──。

　ボゴォ──ン!!　鈍にぶい音を轟とどろかせて戦せん艦かんの舷げん側そくに激げき突とつした。

「………」

　鋼こう鉄てつ船せんの横腹が大きくヒト型に窪くぼみ、その側そばで逆さか吊さづりになったアルラウネがビクビクと痙けい攣れんしている。

〈ちょ、ちょっとメルティア？　いくら何でもそれはやりすぎなんじゃない？〉

　さすがに心配したようにユピテルの意識が制止をかけた。

〈こいつだっていちおう元人間なんだし、いわゆる基本的人権というものが……〉

「関係ない。こいつはラッセルを殴なぐった！」
















　冷然と言い切ると、メルティアは再び蛇へび女おんなの胴体を宙に振り上げた。

〈……こ、こわ～～っ〉

　ボゴォ──ン!!　もう一発。

　ボゴォ──ン!!　三発目。

　四発目を見み舞まおうとしたとき、ふいにアルラウネの身体が軽くなった。

「!?」

　わずかの間かん隔かくをおき、遥はるか向こうの海面に何かが飛び込む高い水音。

　小脇に抱かかえた尻しつ尾ぽを引き揚あげると、三分の一ほどの長さでぶっつりと途と切ぎれていた。

「……逃にげられたか」

〈蛇かと思ったら、実は蜥蜴とかげだったのね……〉

　別個の生物のごとく蠢しゆん動どうを続ける灰はい色いろの尻尾を海に投げ捨て、メルティアは足早に中央甲板に引き返した。




　舷げん門もんの手前では、突撃拳銃を片手に握にぎりしめた少年が放心状態で座すわりこんでいた。

「よくやったぞ、ラッセル」

　傍かたわらにしゃがみこんだメルティアが軽く頰ほほを叩たたいてやると、はっと我に返ったように顔を上げる。

「……ぼ、ぼく……いわれた通りに……アルノーの……」

　カチカチ歯を鳴らしながら何かいおうとするが、ろれつが回らず何がいいたいのかさっぱり判わからない。

「もういい。何もいうな」

「き、急に足が震ふるえて……立てなくなっちゃって……アハハ、変なの……」

　全すべてが終わってから初めて恐きよう怖ふを実感したのか──大きく見開いた瞳ひとみからボロボロ涙なみだがこぼれ落ちる。

　やがて声を上げて泣き始めた少年を、銀色の女は愛いとおしげに抱だき締しめた。








第６章　深しん淵えんに還かえる









「エウリディケ」乗員たちにより本格的な反はん攻こうが始まっておよそ一時間後──。

　甲かん板ぱん上にいた「黒い太陽ソル・ニゲル」の兵士たちは、ほとんど全員が戦死、投降もしくは戦せん闘とう不能に陥おちいっていた。

　もちろん無む傷きずで投降できた者など一人としていない。

　多数の仲間が傷つきあるいは殺され、とりわけ絶大な敬愛を受けていた艦かん長ちようエルヴァンが撃うたれたことを知り、乗員たちの怒いかりは頂点に達していたからだ。

　数百名の屈くつ強きようの水兵に文字通り袋ふくろ叩だたきにされたテロリストたちは、全身数か所を骨折し顔を西瓜すいかのごとく腫はれ上がらせたぶざまな姿で縛しばられ甲板の隅すみに転ころがされていた。

　このあとカラナンの街まちに連行されて裁さい判ばんにかけられるのだろうが──彼らのうち何名が息のある状態で港までたどり着けるのか、それは定さだかかでない。

　最初に全ぜん滅めつした制圧部隊の中で、唯ゆい一いつ逃とう亡ぼうしたヴェパールなる兵士が艦内のどこかに潜せん伏ぷくしていると思われたが、発見されるのも時間の問題であろう。

　毒どくガス担たん当とうのクリッペン博はか士せは甲かん板ぱん中を逃にげ回った挙げ句ついに追いつめられ、数十人の怒いかりに燃えた男たちの群に包囲されていた。

「ま、待ちたまえ諸君！　私は単なる研究者で、非戦闘員なのだ！」

　眼鏡めがねの化学者は両手を挙げて必死の形ぎよう相そうで叫さけんだ。

「ホレこの通り武器は持ってないし、戦闘行為にも一切参加しておらん！　であるからして、法に則のつとった理性的な処しよ遇ぐうを切に願う！　まず弁護士を──」

「なに寝ねぼけてやがる!?　てめえみてえな野郎が一番始末に負おえねえんだっ!!」

　たちまち拳こぶしと蹴けりの嵐あらしが吹き荒あれ、五分後には全身血だるまとなって同志たちの隣となりに横たわっていた。




　穏おだやかな晴天の海うな原ばらに突とつ如じよとして現れ、一いつ瞬しゆんにして大船を海底に引きずり込む深しん淵えんの魔ま王おうネトロゾーマは古こ来らいよりカラナン地方に伝わる恐きよう怖ふの伝説であり、同時に一部の漁ぎよ民みんにとっては信しん仰こうの対象ですらあった。

　伝説の魔王のごとく「エウリディケ」に襲おそいかかった黒い兵士たちの群が、波を浴びて崩くずれ去る砂山のようにあっけなく壊かい滅めつしていく光景を、エリーン・アルディオラはどこか遠くの世界の出来事であるかのようにぼんやり眺ながめていた。

　彼らが艦かんを占せん拠きよしていた時間はごくわずかだったが、その間に彼女が失ったものがあまりに大きすぎたからである。

　実父同然に敬愛していたセーネル公こう。最愛の許いい嫁なずけアレクトル。忠実な家臣であり、海上騎き士し団だんの実質的な頭領として自分を補ほ佐さしてくれた老艦長エルヴァンは凶きよう弾だんに倒たおれ瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負った。

　彼らの支えがあったからこそ、未み熟じゆくな自分が領主として今までやってこれた。あの女隊長アルマがいった通り、自分は一瞬にして心の支えを失ったのだ。

　黒い兵士たちの脅きよう威いが過ぎ去った後も、心の中にぽっかりと生じた暗い深淵が閉じることはない。その闇やみの中で、アルマ・ローネが嗤わらっていた。

「ううっ……」

　甲板に横たわったエルヴァンが苦しげに呻うめいた。

「エ、エルヴァン！　エルヴァン!?」

　老艦長の枕まくら元もとに跪ひざまずき、エリーンは懸けん命めいに呼よびかけた。

　腹に数発の銃じゆう創そうを受け、通常ならば即そく死ししても不思議でない重傷である。海上騎士団にその人ありと知られた武ぶ芸げい百ひやつ般ぱんの達たつ人じんとはいえ、未だに意識を保っているのは奇き跡せきといってもよい。

「……しゅさま……ごぶじ……で」

「無事じゃ！　これこの通り、わらわは無事じゃ！」

「よか……ごほっごほっ」

「そなたも死ぬでない！　頼たのむっ──わらわを独ひとりにしないでおくれ!!」

　ざわっ──。二人を取り囲んでいた参さん謀ぼうや士官たちの輪が急に開き、その向こうからラッセルを連れたメルティアが姿を現した。

　つい先せん刻こくまでアルラウネの暴ぼう威いを目まの当たりにしていただけに、事情をよく知らない家臣たちは銀色の肌はだに身を包むヒト型擬ぎ獣じゆうに対し動どう揺ようと警けい戒かいを隠かくせない様子だ。

「その者は敵ではない……いや、わらわの恩人じゃ。失礼のないようにせよ」

　そういってエリーンは家臣たちに道を開けさせた。

　メルティアがエルヴァンの傍かたわらに片かた膝ひざをついてしゃがみ込んだ。しばらく男のケガの様子を見守っていたが、おもむろに両手を伸のばして腹部の傷きずに当てがった。

　指先と鋭するどい爪つめが一体化した、それじたい凶きよう器きのような禍まが々まがしい獣けものの手──だが間もなく掌てのひらと傷口の間に仄ほのかな青白い光が揺ゆらめいた。

「何をしておるのだ……？」

「エーテルを生命気プネウマに変へん換かんして送り込んだ。まあ多少の気付けにはなるだろう」

　彼女の言葉通り──間もなく苦痛に歪ゆがんでいたエルヴァンの顔がゆるみ、頰ほほにはわずかながら血色すら戻もどってきた。

「あとは、人間の医者の仕事だ」

　素そっ気けなくいうと、そのまま立ち去ろうとする。

「あ、あの──メルティア？」

「何だ」

「そなた、いったい何者なのだ？　──人か、それとも獣けものなのか？」

「……おまえが見ている通りの存在さ」

　瞬まばたきしない紅あかい両眼がじっと女領主を見下ろした。

　その時初めて──擬獣としての特とく徴ちようを別にすれば、メルティアの肢し体たいが理想的なまでに均きん整せいのとれた若い女性の身体からだであることに気づき、エリーンはにわかに気き恥はずかしくなって俯うつむいた。

「何を赤くなってる？　変な娘むすめだな」

「！　と、とにかく……そなたには世話になった。礼をいうぞ」

「礼だと？　ふん。勘かん違ちがいいするな」

　疑似人間の女は口の端はから牙きばをのぞかせ、不ふ遜そんともとれる笑いを浮うかべた。

　疲つかれたように黙だまりこくったラッセルの肩かたを抱だき寄せながら、

「別におまえを助けたつもりはないさ。──それに礼をいう相手が違ちがうだろう？　おまえを助け出したのはこの戦艦フネの連中なんだから」

「──！」

　周囲から、どやどやと多数の足音が近いてくる。

「おい、いたぞ！　ご領主様だ!!」

「姫ひめさま！」

「エリーンさま！」

　甲かん板ぱん上の敵を全すべて鎮ちん圧あつした「エウリディケ」の乗員たちが、領主の身を案じて集まってきたのだ。

　彼らはメルティアの姿を目にして一いつ瞬しゆん怯おびえたように立ち止まったが、エリーンの赤い提てい督とく服ふくを見つけてすぐに気を取り直し、歓かん声せいを上げて駆かけ寄ってきた。

「ご無事でなによりですっ！」

「お怪け我ががなくてよかった！　本当によかった！」

「うう。俺おれア、姫さまに何かあったらどうしようかと──」

　貴族の士官がいる。下町や周辺の漁ぎよ村そんから来た水兵がいる。

　その他航海士、機関士、技師、厨ちゆう房ぼう係がかり──今まで口を利きいたこともない一いつ般ぱん乗員たちが、心から自分のことを心配してはせ参じてくれていたのだ。

　エリーンとて彼らのことを軽んじていたわけではないが、半ば押おしつけられたような領主や司令官の地位を疎うとましく思うあまり、人々との幅はば広ひろい接せつ触しよくを避さけて狭せまい殻からの中に閉じこもっていたような気がする。

　しかし黒い兵士たちが機き関かん銃じゆうやヒト型擬獣の力を持ってしても制圧できなかったものがあるとすれば、皮肉なことに普ふ段だんは意識することもなかった彼らとの信しん頼らいの絆きずなだったのではないか。

　自分が今の自分──例たとえばカラナンの領主。あるいは騎き士し団だんの司令官──であることで、この人たちのために何かできることがあるなら。

（わらわは、まだ何も失っていない──全すべては、これから始めるのだ）

　深しん淵えんに陽光が差し込むように、心の中を覆おおっていた闇やみが晴れていく。

　提督服の少女は涙なみだを拭ふいてにっこり笑った。

「みな、本当に心配をかけた。わらわには大だい事じない！」

　その時ようやく、エリーンは自分がアルマ・ローネに勝ったのだと思った。




　領主の無事を歓よろこぶ「エウリディケ」乗員の輪から離はなれ、メルティアとラッセルは艦かん尾び甲かん板ぱんの方へ歩き始めた。

「みんなひどいよ……あの蛇へび女おんなを追い払はらったのはメルティアなのに。お礼をいってくれたのがエリーン一人だけなんて」

　背後を振ふり返りながら、ラッセルがぽつりとこぼす。

「構わんさ。連中から見れば、わたしも擬獣なんだから」

「……で、でもさ。今回の『遺産』は大当たりだよね？　すごいや。あのゼルファナスの記き憶おくを受け継ついだホモ・ファルサスだなんて」

「まあ、あの中ではわたしを創つくったご本ほん尊ぞんが眠ねむってるらしいからな」

「よかった！　これで姉さんは元の身体からだに戻もどれるし、メルティアは本当の人間になれるんだ──ぼくら王都に帰れるんだね！」

「だと、いいんだがな……」

　木箱の積み上げられた物もの陰かげで、ちらりと動く人の気け配はい──。

　短機関銃マシンピストルを構えた「黒い太陽ソル・ニゲル」の兵士がぬっと現れた。

「へへっ。姉ちゃん、おとなしくしな！」

「………」

　メルティアは兵士を完かん壁ぺきに無視して歩きすぎ──。

　すれ違ちがいざまに裏うら拳けんで思い切り殴なぐり倒たおした。

「痛えっ！　──馬ば鹿かっ俺おれだ、アルノーだ！」

　擬獣の怪かい力りきで甲かん板ぱんに吹ふっ飛ばされた若者は、靴くつ墨ずみを塗ぬって真っ黒にした顔を押おさえながらそれでも平然と立ち上がった。不ふ死じ身みなのか。

「敵からぶんどった野戦服だよ、こいつは。ちょっと驚おどろかそうと思ってさ」

「判わかってる。十メートル手前から臭においで気づいてた」

「……なら、殴るこたねーだろが」

「これくらい当然だ！　この馬鹿、ラッセルに危険な真似まねをさせおって！」

「いやあの場合、あれしか方法が……」

「知るか！」

　メルティアは仮か面めんのような顔をぷいと背そむけた。

「アルノー、この拳けん銃じゆう返すね。どうもありがとう」

「こいつとあまり仲良くするなよ、ラッセル。武器マニアが感染うつるぞ」

「おまえ……何か母親モードに入ってないか？」

「フン！」

　少年の手を引いてすたすた歩き始めたメルティアの後を、顔の靴墨を拭ぬぐいながらアルノーが追った。

「それはともかく、さっきは何で海から上がって来なかったんだ？　俺おれたちゃずっと心配して待ってたんだぜ」

「………」

「海の中で、何か不都合なことでも起こったのか？」

「………」

　メルティアは立ち止まり、じっと足下に視線を落とした。

　彼女の様子がおかしいことに気づき、ラッセルも不安そうに見上げている。

「おい？」

「おまえたちに……話さねばならないことがある。実は、ユピテルはもう……」

　バタンッ！　近くにあった昇しよう降こう口ぐちの扉とびらが跳はね上がり、中から慌あわただしく一人の中年男が飛び出してきた。煤すすと油にまみれたツナギは機関士の制服だ。

「た、たいへんだァ──！」

　血相を変えて中央甲かん板ぱんに向けて走り出そうとして──アルノーたちの姿に目を留とめちょっと立ち止まった。

「おっ傭よう兵へいのあんちゃん!?　あんたらも早く逃にげろ──この戦艦フネは、もうすぐ沈しずむっ!!」







　暗く冷たい海水の中で、アルラウネ＝アルマ・ローネはボロボロにされた全身の痛みと屈くつ辱じよくに耐たえながら死にかけた海うみ蛇へびのように漂ただよっていた。

　離り脱だつのために自みずから尻尾しつぽの先せん端たんを切断し、左側頭部と左肩がほとんど潰つぶれかけている。自分でも何でまだ生きているのか不思議なほどである。

　軍事行動は最悪の形で頓とん挫ざした。優秀な化学者クリッペンを含ふくむ多くの同志を失いながら「遺産」回収の任務を果たせなかったのだ。

　このまま組織のアジトに逃げ帰ったところで、軍法会議にかけられ幹部の地位を剝はく奪だつされるのは目に見えている。

　一いつ兵ぺい卒そつへの格下げか。あるいは粛しゆく正せいか──いや、それならばまだ良い。最悪なのは実験体としてあのドクター・ライオスに身み柄がらを引き渡されることだ。

　ホモ・ファルサスの移植を受ける前には、ライオスの実験工房でやけに綿密な「身体検査」を受けた。長時間かけて自分の身体の隅すみ々ずみまでをいじり回した老ろう賢けん者じやの指のぞっとするような感かん触しよくと粘ねばついた視線は、未だに肌はだにこびりついたように離はなれない。

　サディストの貴族に虐ぎやく待たいを受けた少女時代の忌いまわしい記き憶おくが蘇よみがえり何度も吐はきそうになったが、それでも疑似人間の力を手に入れるため歯を食いしばって耐たえたのだ。

　もう一度、あんな思いをするくらいなら──。

　アルラウネは真しん剣けんに自決の手順を考え始めていた。

　潜もぐれる限りの深海まで潜って、そこで元のアルマに戻もどれば膨ぼう大だいな水圧でたちどころに即そく死しできるであろう。「器うつわ」を失ったアルラウネのエーテル体がその後どこにいこうが、もう彼女の知ったことではない。

（──最後くらい、元の綺き麗れいな身体からだで死にたいものね）

〈同志アルマ？　どこにいるのですか、同志アルマ・ローネ？〉

（!?）

　唐とう突とつに──自分の心に呼よびかける何者かの意志を感じた。

〈……誰だれ？〉

〈ヴェパールです。ご連れん絡らくが遅おくれて申し訳ありません──現在、そちらの状じよう況きようはどうなっておりますか？〉

（い、生きてたの……？）

　一人でも同志が残っていたことを知り、わずかに気が休まる──が、次の瞬しゆん間かん激はげしい怒いかりがこみ上げてきた。

〈どうもこうも──私以外は全ぜん滅めつよ！　それよりあんたこそ、今まで何をやってたの？　艦かん内ないの制圧任務はどうなったのよ!?〉

〈面めん目ぼくありません。敵の待ち伏ぶせを受け、部隊は全滅しました──自分はまだ艦内に潜せん伏ぷくしておりますが、見つかるのは時間の問題でしょう〉

　ヴェパールの意志が気まずそうに詫わびた。

〈敵方に一人、手て練だれれの兵士がおりました。同志の何名かはそいつにナイフ一本で制圧されて──あんな凄すごい男は初めてです〉

〈ガスは？　ガス弾だんは使ったんでしょ!?〉

〈……ガスは、使いませんでした。自分が部下に使用を禁じました〉

〈なぜ!?〉

〈同志もお人が悪い。催さい涙るいガスだなんていってたが──あれは毒どくガスでしょう？　自分も馬ば鹿かではないですよ。部隊に化学者のクリッペンが同行しているのを知って、貴方あなたの意図はすぐに読めました〉

〈だ、だからどうしたってのよ!?　あんたの隊にだってちゃんと防ぼう毒どくマスクを──〉

〈確かにお預あずかりしましたが〉

　何ど処かか遠くにいる通話者が、困ったように苦笑する気け配はい。

〈前にもお話した通り、自分はこの土地の生まれで──この戦せん艦かんの水兵には同どう郷きようの者も多いのです。敵方とはいえ、彼らを虫けらのようにガスで殺すなど──自分にはとてもできませんよ〉

〈な……!?〉

　アルマはヴェパールの裏切りを悟さとった。制圧部隊が全ぜん滅めつした際、すぐにエーテル通信で通報しなかったのも故こ意いだろう。艦内の制圧に失敗した場合、アルマはただちにクリッペンに毒ガスを使わせる予定だったのだ。

〈騙だましたのね……！　領主の一族に恨うらみがあるなんて芝しば居いまで打って！〉

〈芝居ではありませんよ。アルディオラ家に恨みがあるのは事実です。ですが、無関係の人間まで巻き込む意図はありません──自分と貴方あなたでは、復ふく讐しゆうの意味合いが違ちがう〉

〈くっ……!!〉

　アルラウネの管状の髪かみが憤ふん怒ぬのあまりざわざわ逆立った。この怒いかりに比べれば、メルティアに負おわされた傷きずなどものの数でない。

　最初から気に喰くわない男だとは思っていた。陰いん気きで、愚ぐ鈍どんで、容よう貌ぼうも優すぐれず──要するに日ひ頃ごろアルマが最も嫌けん悪おするタイプの人物だった。組織の指示で仕方なく部下として扱っていたが、異性としても同志としてもまったく問題外の相手と軽視していた。

　だが「ハイドラ」の船上でヴェパールが「伯はく爵しやく家けに恨みがある」と叫さけんだとき──男の目の奥おくにあった憎ぞう悪おの輝かがやきに、ほんの微かすかではあるが自分が背負わされた怨おん念ねんに近いものを見たような気がした。

　だから──信じてしまった。

　得え体たいの知れない男だと思いながらもつい気を許し、艦内制圧部隊の指揮を任せるという致ち命めい的てきな失しつ策さくを犯おかしてしまった。その結果が──。

〈──殺す!!〉

　尻尾しつぽの三分の一を失い、やけに短みじかくなった胴どう体たいを蠢うごめかせ、アルラウネは猛もう然ぜんと「エウリディケ」目指して泳ぎ始めた。

　あの男を殺す。今すぐ戦せん艦かんに引き返し、ヴェパールを捜さがし出して粛しゆく正せいする。そのあと自分の身がどうなろうと知ったことではない。

　だが、引き続きエーテルの波に乗って伝えられたヴェパールの言葉は、アルラウネの想像の埒らち外がいのものだった。

〈ご安心下さい同志。自分に『黒い太陽ソル・ニゲル』を裏切る意志はないですし、任務は必ず遂すい行こういたします〉

　一いつ瞬しゆん、アルラウネの意識はトリップしかけた。

　明らかなサボタージュで作戦を失敗させておきながら、任務は遂行するという。

　この男は壊こわれているのか──擬獣化手術の副作用で、精神が破は綻たんしたのか？

　混乱するアルラウネに、ヴェパールが告げた。

〈落ち合う場所は『深淵』の近く──『ウロボロス』の沈ちん没ぼつ地点がいいでしょう。先に行って待っていて下さい。自分もすぐに参りますから〉







　エーテル通信を打ち切り、ヴェパールは銃じゆうと背はい囊のうを持って立ち上がった。

　窓ひとつない、薄うす暗ぐらい部へ屋やである。エーテル灯とうの寒々とした光が、壁かべ際ぎわを埋うめ尽つくす機械装そう置ちや天てん井じようを走る無数のパイプ類るい、そして部屋の真ん中に据すえられた巨きよ大だいなタンク状の機械をぼんやり照らし出している。

　戦せん艦かん「エウリディケ」の主推進機関であるエーテル機関──その中ちゆう枢すう部ぶともいうべきエーテル転てん換かん炉ろの制御室が、いま彼のいる場所であった。

　十分ほど前までは近くの食しよく糧りよう倉そう庫この中に潜せん伏ぷくしていたのだが、艦内にいる乗員たちがあらかた上部甲かん板ぱんに攻せめ上っていってしまったので、やすやすと移動することができたのだ。

「ずいぶん予定が変わってしまったが──まあいい。これも『魔王』のお導きだ」

　誰だれにいうともなくつぶやき、目の前に壁のように立ちふさがる巨大な機械装置──エーテル炉の制せい御ぎよ卓たくを見やった。

　専門知識のないヴェパールには何がどうなっているのかさっぱり理解できなかったが、さしあたり卓上にいくつも並ならんだダイヤルの「最小」「最大」の表示くらいは判わかる。

　おもむろに手を伸のばし、無む造ぞう作さに全部「最大」まで捻ひねった。

　制御卓が──いやエーテル炉を含ふくむ機関室全体が不気味な唸うなりを上げ、細かく震しん動どうを開始した。

「おい、何をやってる!?」

　悲鳴のような声を上げたのは、ロープで両手足を縛しばられ床ゆかに転ころがされた中年の機関士だった。

　仲間たちは「黒い太陽」と闘たたかうため皆上部甲板に上がったが、機械を監かん視しするため誰か一人は残る必要があったのだ。

「あんた、自分が何してるか判ってんのか!?　固形化エーテルを火の元素に変える転換炉をここで制御してるんだ！　もし炉が暴走したら──」

「ほう。どうなるんだ？」

「大だい爆ばく発はつだ！　そうなったら、あんただって無事じゃ済すまないぞっ!!」

「……望むところだ」

　ヴェパールはぼそりとつぶやいた。

　それから思い出したように機関士の側そばまで行くと、

「いいか？　甲かん板ぱんにいる連中にすぐ脱だつ出しゆつするようにいえ。──俺おれはこの艦かんを沈しずめる」

　そういいながら、擬獣兵の怪かい力りきでロープを引きちぎった。

　あっけなく解放された機関士はポカンとした表情で、

「し、しかし……あんたは？」

「さっさと行けっ!!」

　怒ど鳴なりながら天てん井じように威い嚇かく射しや撃げき。機関士は脱だつ兎とのごとく逃にげ去った。

（これでいい……アルディオラ家の奴やつらには、この戦艦の沈む有様をじっくり見物してもらわねば困るからな。特等席で……）

　邪じや魔ま物ものの去った機関室の中で──ヴェパールは再び制せい御ぎよ卓たくの前に引き返した。

　背はい囊のうの中から握にぎり拳こぶし大だいの物体を取り出し、一礼して恭うやうやしく卓上に置く。

　それは小さな木き彫ぼりの像だった。四本足の蟹かにを思わせる奇き妙みような生き物──ただし生き物には人間の顔があり、どこか冒ぼう瀆とく的な禍まが々まがしさに満ちた造形物であった。

　それが何なのか、カラナンの地に生まれた者ならばたいてい知っている。ただし現物を見た記き憶おくを持つのは二十歳以上の大人おとなに限られるが。

　伝説の海の魔ま王おうネトロゾーマ──つい十五年前まではこの地域の漁ぎよ村そんの各所に祀まつられ、そして現在は領主アルディオラ家の出した禁令により、拝礼はもちろん所持や制作すら禁じられている禁断の魔王像である。

（だが、魔王への信しん仰こうを捨て去らぬ海の民たみもいるのだ……権力者どもが、いかに力を持って抹まつ殺さつしようと謀はかったところで──！）

　ヴェパールは床ゆかに跪ひざまずき、魔王像に向かって奇き妙みような仕し草ぐさで拝礼を始めた。

　五分も祈いのり続けたろうか。今や天井のパイプのあちこちが裂さけて白い蒸気が噴ふん出しゆつし、機関室の温度は蒸むし風ぶ呂ろ並なみに上じよう昇しようを続けている。

　部へ屋やを照らしていたエーテル灯とうが、音を立てて砕くだけ散った。

　むせ返るような熱気が渦うず巻まく暗くら闇やみの中で最後の祈りを終えたヴェパールは、流れ落ちる汗あせを拭ぬぐおうともせず歯をむき出して嗤わらっていた。

「魔王の怒り……今こそ思い知れ!!」







　暮くれなずむカラナンの海に貴婦人のように佇む「エウリディケ」の優美な艦かん影えい──。

　その舷げん側そくのほぼ中央──アルディオラ家の紋もん章しようが描かれた外輪カバースポンソンのあたりでふいに十字型の閃せん光こうが走り、続いて噴ふき上がった巨きよ大だいな火柱が船体を真っ二つに引き裂さいた。

　見る見るうちに中央から沈しずみ始め、暴走する疑似精霊サラマンデルの炎ほのおの中で横おう帆はんが焼け落ち艦橋が溶とけ崩くずれていく。

　海上高く持ち上がった艦かん尾び甲かん板ぱんと船首斜檣バウスプリツトが接せつ触しよくせんばかりに近づいたかと思うや──Ｖ字型に折れ曲がったままの格好で音もなく海面下に沈ちん没ぼつしていった。

　カラナン海上騎き士し団だん旗艦「エウリディケ」の最後を、メルティアとラッセル、そしてアルノーは遠く離はなれた救きゆう命めい艇ていの上から眺ながめていた。

　同じ船上にはエリーン及および海上騎士団の参さん謀ぼうたちも乗り組んでいる。

　彼らだけではない──付近の海面には乗員を満まん載さいした救命艇や短艇が何十隻せきとなく漂ただよい、コルベット艦隊の救きゆう援えんを待ちながら同様に戦艦の最後を看み取とっていた。




　機関士からヴェパールの警告を伝えられたエリーンが即そく座ざに下した決断──それは「総員即時退たい艦かんせよ」であった。

　その時点で「エウリディケ」の乗員は厨ちゆう房ぼう係がかりや機関士も含ふくめ全員が甲板上に集結していた。幸い艦上には千名近い乗員が乗り組んで余りある救命艇が準備され、また緊きん急きゆう時じの脱出訓練は平へい時じより充じゆう分ぶんに行われている。

　今なら艦を諦あきらめる代わり、一人の犠ぎ牲せい者しやも出さずに脱出が可能──というのがエリーンの見解であった。

　異論はあった。特に騎士団参謀たちの反対は根強く、彼らは決死隊を編成して機関室の奪だつ回かいを主張したが、「わらわにとって乗員一人の命は一艦より重いのだ！」というエリーンの一言で沈ちん黙もくさせられた。

　これはまた、カラナン公エリーン・アルディオラ伯はく爵しやくが海上騎士団司令官としてエルヴァンや参謀会議を通さずに直接指令を下した最初の事例となった。

　そして、それからわずか二十分後──奇き跡せきと呼んでもいいスピードで「エウリディケ」乗員の退艦は完かん了りようし、少なくとも艦の爆ばく発はつとそれに伴ともなう沈没による犠牲者は一人として出なかった。




「おおお『エウリディケ』が沈むゥ……我が海上騎士団の象しよう徴ちようがっ……!!」

　年配の参謀の一人が頭をかきむしり、吼ほえるように叫んだ。

　皮肉なことに「黒い太陽」の捕ほ虜りよになっている間は、一度として威い厳げんある態度を崩さなかった男である。

　四人いた他ほかの参さん謀ぼうたちも大だい同どう小しよう異いで、ある者は号ごう泣きゆうしまたある者は魂たましいが抜ぬかれたような表情で沈ちん没ぼつ地点を凝ぎよう視しし、短艇カツターの上はさながら通つ夜やの席と化していた。

　そんな中でひとりエリーン・アルディオラのみは毅き然ぜんとした態度を崩くずさず、時折周囲を見回しては波間を漂ただよう脱出船団が散らばらないか確かめているようであった。

「大だい丈じよう夫ぶかな？　エルヴァンのおっさんは」

　黒い野戦服姿のアルノーが、ふと心配そうにいった。

　敵兵からはぎ取った軍ぐん装そうを着き替がえる暇すらなく、とるものもとりあえず脱出してきたのだ。

「エルヴァンなら、他の負ふ傷しよう者しやたちと共に医師の乗った救きゆう命めい艇ていで手当を受けておる。艦かんから運び出す時にはよく眠ねむっていたようだが……」

　エリーンの表情がふと曇くもる。救命艇のうちの何隻せきかには「黒い太陽」の襲しゆう撃げきによる負傷者──そして遺体がまとめて乗せられているのだ。

　死亡者十八名。重軽傷者三十名以上。ただしこの中に囮おとりとして拉ら致ち・殺害されたセーネル公こうと令れい息そくアレクトルは含ふくまれていない。

「不ふ謹きん慎しんな言い方になるが……エルヴァンが怪け我がで意識を失っていてくれて不幸中の幸いであった。もし目覚めていたらあの男のこと、『艦長は艦と運命を共にする』といって譲ゆずらなかったであろう」

「……だろうなぁ」

「ねえアルノー。機関室を爆ばく破はしたヴェパールって人は、一いつ緒しよに沈しずんじゃったんだよね？」

　ラッセルが不思議そうに尋たずねた。

「その人……何でぼくたちを逃にがしてくれたんだろう？」

「そいつが、俺おれにもわかんねーんだよなぁ。戦艦フネの占せん拠きよに失敗したから爆破するって考えは理解できるぜ。しかし丸まる腰ごしの人間を平気で機き銃じゆう掃そう射しやする連中が、最後になって敵に情けをかけるもんかな？」

「わらわには、何となく解わかるような気がする──」

　そういいながら、エリーンは「エウリディケ」の沈んだ方角を指さした。

　既すでに戦艦は沈んで影かげも形かたちもないが、泡あわ立だつ海面からは固形化エーテルの反はん応のうによって生じた精せい霊れいの炎ほのおが巨大な火柱となって未だに燃え続けていた。

「そのヴェパールなる男──わらわたちに、あの光景を見せつけたかったのであろう。

　アルマ・ローネもいっておった。人の心から大切なものを奪うばうのが楽しいと……それが親しい人の命か戦艦かの違ちがいはあっても……奴やつらテロリストの本質は変わらぬ」

「その、領主さん？　セーネル公のことは気きの毒どくだったな……何といったらいいか」

「案ずるでない。大だい丈じよう夫ぶ……わらわなら大丈夫じゃ」

　エリーンはふっと微笑ほほえむと、海上で燃えさかる精霊の炎に視線を戻もどした。

「にしても、あれはなかなかに美しい光景よの。いつまでああして燃えておるのか？」

「さあ？　何しろ戦艦一隻分の固形エーテルだからなぁ……二、三日は燃え尽きないんじゃねーか？」

「思えば滅めつ多たに見られぬ光景。どうせなら、ユピテルにも見せてやりたかったの。あの娘むすめ、いかにも火事場見物が好きそう故ゆえ」

「ちょっと領主さん、それはヒドいんじゃない？　あたし、そこまで野や次じ馬うま根こん性じよう旺おう盛せいじゃないわよっ！」

「でもあたってるよ姉さん。昔むかしっから、ご近所に火事があると真っ先に飛び出して……………………………………え？」

　ラッセルは驚おどろいて瞬まばたきした。

　少年の右隣どなりに銀色の疑似人間メルティアが座すわっている。彼女の背中からひょっこり顔を出す格好で、白いブラウスに赤いケープを羽は織おった少女がニコニコ笑っていた。

　卵をも少しふっくらさせたような顔。赤みがかったショートヘア。くりくりした丸っこい瞳ひとみ。前まえ髪がみからのぞく緑色の「タブレット」。

　今朝けさがた別れたばかりだが、もうずいぶん長いこと会ってなかったような気もする顔である。

「姉……さ……ん？」

　少年は姉の肩かたに触ふれようとして手を伸のばし──。

「きゃああああああ!?」

　海に転てん落らくしかけたところを、すんでの所でメルティアに襟えり首くびをつかまれて助かる。

「わあい☆　お約やく束そくのリアクション！　ラッセル、あんたなら期待に応こたえてくれると思ったわよ、うん」

「いい加減にしろユピテル！　いきなりやって、この子を驚かすなといったろう」

「ど、どういうことだ!?」

　アルノーが啞あ然ぜんとした表情で声を上げた。

　驚くのも無理はない。ユピテルはメルティアの隣に座っていたのではなく、背後の空間──すなわち海面の上に浮うかんでいたのだから。

「ね、姉さん!?　これっていったい……？」
















「それがねー、メルティアってば戦艦フネの上でいいそびれたんだけど……どうやら、もう『融ゆう合ごう』が終わっちゃったらしいのよ」

「[image: ]」

　顔を強こわ張ばらせるラッセルとアルノー。

「そ、そ、それじゃあ……姉さんの身体からだとか、魂たましいとかそーゆーのは……」

「この子メルテイアに喰くわれちゃったわよ。キレイさっぱり」

「人聞きが悪い……」不満そうにもらすメルティア。

「でも!?　姉さんはそこに──」

「エッヘッヘー。いわゆる逆ぎやく転てんの発はつ想そうってヤツよ」

　ユピテルは得意げに人差し指を振ふり、

「ホモ・ファルサスが人間の肉体や人格を取り込んですり替かわるんだったら──逆に自分の人格を疑似精霊化して、ホモ・ファルサスのエーテル体に組み込めないかって思いついたのよ。実は海底でアルラウネのヤツに死人呼ばわりされた時に、このアイデアが浮かんだんだけどね」

「組み込むって簡単にいうけど、おまえ……」

「まーこんなコトができたのも、アッザムでラザルスのエーテル体を破は壊かいした経験があったからだけどね。殺さつ人じん鬼き野郎の記き憶おくなんか欲しくないから内部の情報までは吸収しなかったけど、それでもホモ・ファルサスを構成するエーテル体の内部構造はだいたい把は握あくできたわ。複雑な機械装そう置ちを丸ごと自作するのは無理でも、既き製せい品せんを自分流に改造するのはさほど難むずかしくないってコト」

「何かよくわかんないけど……つまり姉さんはオバケになって、メルティアに取りつき返したんだね？」

「メタファーとしてはそれでもいーんだけど……も少し差し障さわりのない表現って思いつかない？」

　にっこり笑った精霊ユピテルのこめかみが、ちょっとピクピク震ふるえている。

「ほう、なかなか面おも白しろい芸当じゃな。それも異い術じゆつ師しの魔ま法ほうか？」

　全く状じよう況きようを理解してないエリーンがおっとりした口く調ちようで尋たずねた。

　既すでにメルティアの相そう変へん異いを目の当たりにしているだけに、もう滅めつ多たなことでは驚おどろかないのだろう。

　ちなみに五人の騎き士し団だん参さん謀ぼうは全員白目を剝むいて気絶していた。

「魔法かぁ……世せ間けん一いつ般ぱんの人からすれば、魔法も錬れん金きん術じゆつも一いつ緒しよくたなのよねえ……」

　なぜか腕うで組ぐみしてしみじみつぶやいていたユピテルだったが、やがてはっとしたように。

「あ、そーだ！　例の『棺ひつぎ』はきちんと運びだせたのかしら？　今どの船に乗ってるの？」

「そ、それは……」

　エリーンは少しいいよどみ、

「済すまぬ。船には余よ裕ゆうがあったのだが、時間的にケガ人や遺体を搬はん出しゆつするのが精せい一いつ杯ぱいで……」

「そうかあ……でもいーわよ。沈しずんだ場所は判わかってるんだし、精せい霊れいの炎ほのおが燃え尽きるのを待ってあたしらで取りに行くから」

「ふん。また棒ぼう拾ひろいか……」

　と、面おも白しろくなさそうにメルティア。

　そのとき精霊の火柱がふいに火勢を弱め、吸い込まれるように消えていった。

「もう鎮ちん火かした？　……早いな」

　アルノーが不ふ審しんそうにつぶやいた直後──。

　海面が沸ふつ騰とうするように泡あわ立だち、次の瞬しゆん間かん海を割って巨きよ大だいな生物が跳はね上がった。

「ヴェパール!?」

　メルティアとユピテルが声をそろえて叫さけんだ。

「ウロボロス」沈ちん没ぼつ地点で闘たたかった魚ぎよ竜りゆう型がたの擬獣──だが再び目にしたその姿は、マッコウクジラ並なみの大きさにまで膨ふくれ上がっていた。

「戦艦に積んであった固形化エーテルを吸収したのね!?」

「おいっ、見ろ！」

　アルノーが指さしながら大声で叫んだ。

　海上高く差し上げられた魚竜の長い口の先に、あの黒い筐きよう体たい──「ザインの棺」がくわえられていた。

「あれが『エウリディケ』を爆ばく破はした本当の狙ねらいだったのね……！」

　ぼらぁあああぁあああぁ──！

　ヴェパールは口にくわえた「棺」をひけらかすかのように高らかに吼ほえると、水みず飛沫しぶきを上げて海面に頭を突つっ込こみ、そのまま海中深く姿を消した。

「あら。持ってかれちゃった……」

　救きゆう命めい艇ていの船ふな縁べりほどの高さにフワフワ浮うかんだ精霊ユピテルがポソリとつぶやいた。

「まー、あたし自身が一日も早く元の身体に戻もどりたいってゆー、非常にエゴイスティックな動機もあるワケだけどぉ……」

「それ以上に『黒い太陽』の悪あく党とうどもに『遺産』を渡したくない、か？」

　メルティアが船ふな端ばたに立ち上がりながら後を引き取る。

「そーそー。判わかってきたじゃないの、あたしの性格」

　ユピテルの姿が空中に溶とけるように消え──同時にメルティアの銀色の肌はだに青い紋もん様よう型がた防御界が浮うかび上がった。

「……ちょうどいい頃ころ合あいだな。そちらにも迎むかえが来た」

　メルティアの言葉通り──夕ゆう凪なぎの海うな原ばらに白く波頭を立てながら数隻せきの装そう甲こうコルベット艦かんが接近してくる。「エウリディケ」爆ばく沈ちんの炎ほのおを見て慌あわてて駆かけつけてきたものだろう。

「ラッセルとアルノーも、送ってもらえるんだろうな？　エリーン」

「無論じゃ……ああっ！　メルティア殿どの！」

「………殿？」

　ヴェパールを追って海に飛び込もうとしたメルティアが、さすがに訝いぶかしげに振ふり返った。

「その方らの事情はよく判らぬが……もしこの先落ち着くことがあったら、ぜひわらわの館やかたに遊びに来てくれぬか？　最高の賓ひん客きやくとしてもてなしたい」

「？？？　来て、どうしろというのだ」

「あのね、エリーンは君と友だちになりたいっていってるんだよ」

　メルティアの尖とがった耳に顔を近づけ、ラッセルが小声でフォローする。

「ふうん……ラッセルと一いつ緒しよでもいいのか」

「ラッセル殿も、アルノー殿も、そしてユピテル殿も──もちろん、今のカラナンの財政状態ではたいしたもてなしはできぬが……この次に会えた時は、そなたたちとは」

　あまり口にすることのない単語なのか──エリーンはちょっと口ごもり、

「と、友だちとして……ゆるりと話がしたいと思う」

「じゃあその時は何か食わせてくれ。新しん鮮せんな鰯いわしがいい」

　それだけいうと──メルティアは船ふな縁べりにひょいと腰こし掛かけ、背中から倒たおれるように海に飛び込んだ。







　深海の淀よどんだ水の彼方かなたから近づく巨きよ大だいな影かげ。ヴェパールだ。

　アルラウネは傷きずついた身体を起こし、沈ちん船せんの残ざん骸がいの陰かげから舞まい上がった。

　長い手て鰭びれを翼つばさのように広げた魚ぎよ竜りゆう形態は最初に共同行動をとった時と同じだが、いつの間にか鯨くじら並なみの大きさに巨大化しているのにはひどく驚おどろかされた。

　本当は顔を見るなり襲おそいかかって八やつ裂ざきにする決意を固めていたのだが、これではとても勝ち目がないと思って諦あきらめる。

〈ずいぶんとまた、ひどい目に遭あわれたようですな──メルティアですか？〉

　アルラウネが負おった痛手の深さに、ヴェパールの方も仰ぎよう天てんしたらしい。

〈よけいなお世話よ！　それにしてもあんた、よくもいけしゃあしゃあと私の前に戻もどってこれたものねぇ〉

〈申し訳ございません〉

〈謝あやまって済すむ問題と思って？　こんなケガさえしてなけりゃ……あんたの金玉を抉えぐってガキの作れない身体からだにしてやるところよ！〉

〈そいつは痛そうですな……ともあれ、『棺ひつぎ』は回収して参りました。どうぞご確認下さい〉

　魚ぎよ竜りゆうはぺこりと頭を下げると、くわえてきた黒い「棺」を眼下の海底に落とした。

　アルラウネは油断なく身構えながら泳ぎ寄り、確認する。

　──間ま違ちがいない。「ザインの棺」だ。

〈……海面の方で、大きな爆ばく発はつがあったようだけど？〉

〈例の戦せん艦かんを爆破して来ました。アルディオラ家の連中の目前でね〉

〈そういえば、復ふく讐しゆうがどうとかいってたわね〉

　ヴェパールは足あし鰓びれを微かすかに揺ゆらし、ゆっくりとアルラウネの目の前に降りてきた。

〈もう十年以上も前のことになります──自分はカラナンの街まちの近くにある貧しい漁ぎよ村そんの生まれで、父親はとある小さな祠ほこらの堂どう守もりでした〉

〈祠？〉

〈ええ。『深淵の魔王』ネトロゾーマを祀まつったね〉

〈つまりあんたは──魔ま神じん崇すう拝はい者しやの一派だったわけ？〉

〈いえ、あの手の組織とは一切無関係です。ネトロゾーマはアビス教がこの国に渡と来らいする以前から信しん仰こうされていた古い神々の一柱で──我々漁民たちとっては、海上の禍わざわいから身を守ってくれる素そ朴ぼくな守り神でした。父のやっていたことも、まあ魔王信仰を縁えんにしてできた小さな寄り合いの世話役といった程度のもので……生来世話好きな父には性しようが合っていたのでしょう〉

〈そういえば……十五年前にカラナンで魔王信仰が禁止された時には、漁村を拠きよ点てんに活動していたいくつかの教団が潰つぶされたそうね。どれも小さな組織で、抵てい抗こうらしい抵抗も起きなかったらしいけど〉

　魚竜の長い顎あごがうなずいた。

〈父の祠は、城から来た役人の手で強制的に撤てつ去きよされました。皮肉なもので、自分が水兵として徴ちよう用ようされあの戦艦に乗り組んでいた当時のことです。心の拠より所どころを失った父は酒に溺おぼれ……数年後に自殺しました〉

　アルラウネの「タブレット」に伝わるヴェパールの思念が、わずかの間憤ふん慨がいするかのように乱れた。

〈魔王ネトロゾーマの名を例の巨大擬獣と勝手に結びつけたのは、ソシエタスの無神経な研究者どもですよ？　そして擬獣に当主を殺されたアルディオラの一族は、逆さか恨うらみも同然に父から心の支えを奪うばい取った──父は心から領主を敬愛していたのに！

　だからは自分は村を捨てて『黒い太陽ソル・ニゲル』に身を投じました。貴族どもとソシエタスに復ふく讐しゆうするために……〉

〈……そういうものよ。貴族連中のやることなんて〉

　アルラウネは頭上の海面を振ふり仰あおいだ。地上はもう夜になっているだろうが、この深度から月や星々の光を見ることはできない。

　──自分たちのいる場所は永遠に暗くら闇やみの世界だ。

〈あんたも馬ば鹿かね、ヴェパール。事情を話してくれたら、あの領主の小こ娘むすめはあんたの好きにさせてやったのに……〉

〈領主個人の命を奪っても意味がないのです。今の領主の顔など知らないし、正直興きよう味みもない。自分にとってはあの戦せん艦かん──『エウリディケ』こそがアルディオラ家の権けん威いそのものだったのですから〉

〈甘あまいわね！　あんな戦艦の一隻せきや二隻沈しずめたって、連中は領民から税を搾しぼり取ってまた新しい艦を造つくるだけよ。いいこと？　我々の戦いは一切の妥だ協きようを許されない階級闘とう争そうなの。連中をこの世界から根ね絶だやしにすることだけが、唯ゆい一いつ約やく束そくされた勝利への道なのよ！　もちろん敵は貴族だけじゃないわ。この世界の矛む盾じゆんが人間存在の本質から生じているものならば──必然的に人類という種しゆそのものを根こん源げんから革命せねばならないのよ！〉

〈同志、貴方あなたの主張はおそらく本質的に正しい……ですが自分はもうそこまでつき合う気になれない〉

　ヴェパールの思念には、どこか疲つかれたような哀かなしげな響ひびきがあった。

〈どうやら貴方の背負っている怨おん念ねんは、自分などとはケタ違ちがいのようだ……だからこの『遺産』は貴方に託たくします。どうぞ持ち帰って、闘争の勝利に役立てて下さい〉

〈………〉

　アルラウネは黒い棺の蓋ふたに手をかけ、風の疑似精霊シルフイードを具ぐ現げん化かさせた。エーテル操作で生み出された巨きよ大だいな泡あわがたちまち筐きよう体たいを包み込む。

〈判わかってると思うけど……任務に成功したところで、あんたの命令違い反はんが許されるわけじゃないのよ。帰ったら軍法会議を覚かく悟ごしておくことね〉

〈アジトに帰るつもりはないです。自分はこれから『魔王』に拝はい謁えつせねばなりません〉

〈何ですって？〉

〈戦せん艦かんの破は壊かいは、まあ余よ録ろくのようなもので……ドクター・ライオスから授けられた例の『能力』の試験こそが、自分の本来の任務なのですから。

　──ああご覧らんなさい。向こうから出で迎むかえに来た〉

〈!?〉

「深淵」の崖縁がけつぷちから発生した大波が、突とつ風ぷうのようにアルラウネの髪かみをなぶった。

　──ウオォォォォォンムウゥゥゥゥ。

　疑似人間の高感度の目を持ってしても底の見通せぬ海かい溝こうの暗黒から、心臓の鼓こ動どうのように青白い燐りん光こうを明めい滅めつさせながら半はん透とう明めいの巨きよ大だい生物が浮ふ上じようしてくる。

　腔こう腸ちよう動物を思わせる姿の超大型擬獣──。

〈ネトロゾーマ……！〉

　思わず「棺」を庇かばって抱だきかかえた時、アルラウネは異変に気づいた。

　彼女自身が何の操作も加えてないにもかかわらず、黒い筐きよう体たいに走る複雑な継つぎ目めから青白い光が洩もれている。筐はこの内部から発するアストラル光は、ちょうどネトロゾーマの発光器官と同調する形で明滅を繰くり返していた。

〈『彼』が……ネトロゾーマを呼んでいる？〉

　断だん崖がいの彼方かなたから迫せまってくる「深淵の魔王」と「棺」を見比べながら、アルラウネは直感的に悟さとった。十五年前の「ウロボロス」遭そう難なんは偶ぐう然ぜんではなかったのだ。

〈『彼』は目覚めるのを拒きよ絶ぜつしてるの──？　なぜ、なぜよゼルファナス!?〉

　そのとき──。水中の微び妙みような波動が、「深淵」とは逆方向から急接近する新たな大型生物の存在を告げた。

〈あれはメルティア!?　ちっ、こんな時に！〉

　傍かたわらに浮ふ揚ようしていた魚ぎよ竜りゆうが手て鰭びれを振ふり、海底の泥どろを巻き上げて浮上した。

　そのまま九十度回かい頭とうし、ネトロゾーマに相あい対たいする体勢をとる。

〈では、これでお別れです。同志〉

〈ヴェパール……？〉

　眼球も瞼まぶたもない、黒い穴あなのような視覚器官がじっとアルラウネを見つめている。

〈貴方あなたのやり方には必ずしも賛同できなかったが……個人としては妙みように心こころ惹ひかれるものを感じておりました〉

〈……！〉

　アルラウネはやや意外な気分で、棺に手を突ついてヴェパールを見上げた。今まで散々冷たく当たった自分を、当然憎にくんでいると思っていたからだ。

〈こんな姿になった今だからいえますが──同志アルマ・ローネ、例たとえ蛇へびになっても貴方は美しい〉

〈………〉

　人間の姿の時に同様の台詞せりふをいわれていたら、その場で笑い出していたに違ちがいない。

　しかし互たがいに擬獣と化した今となってはさほどの違い和わ感かんも覚えず、アルラウネ＝アルマ・ローネは激げき情じようが去った後の静せい逸いつな気分で男の告白を受け止めていた。

　魚ぎよ竜りゆうの巨きよ体たいを仄ほのかな防御界バリユームの光が包み込み、「魔王」に向けて滑すべるように動き出す。

　疑似人間の女はその光景を無言で見送っていたが──やがて右手を掲かかげて、去りゆく同志に最後のエーテル通信を送った。

〈……黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル〉




「融合体」の巨人へと相そう変へん異いし「深淵」の縁ふちまで潜せん航こうしたメルティア／ユピテルの見たものは、自分たちの追ってきた魚竜ヴェパールが今にも大擬獣ネトロゾーマに向けて突とつ入にゆうしようとする光景だった。

〈……何をするつもりなんだ、奴やつは？〉

〈闘たたかうつもりなのかしら？　でも無む謀ぼうよ。自殺行こう為いだわ！〉

　といって、この位置からではもはや制止するわけにもいかない。

　ネトロゾーマの方でもヴェパールの動きに気づいたらしい。

　──ユオォォォォォォン！

　警けい戒かいするような鳴き声を発しながら、魚竜を絡からめとろうと幅はばだけで十メートルを超こす長大な触しよく腕わんを伸のばす。

　──ぼらあぁぁぁぁぁっ!!

　ヴェパールが口こう腔こうから水中衝しよう撃げき波はを発はつ振しんしたらしい。見えない波動の槍やりはネトロゾーマの触腕を貫かん通つうし、小さな環かん礁しようほどもある傘かさの部分に直径数メートルの穴あなを穿うがった。

　魚竜の足あし鰓びれが猛もう然ぜんと揺よう動どうを開始した。水の抵てい抗こうをものともしないスピードで触腕をかわし、ヴェパールはたった今自分が抉えぐった穴目がけて頭部から突入した。

「エウリディケ」の固形化エーテルを吸収して全長二十メートル近くまで巨大化しているとはいえ、直径百メートルを超すネトロゾーマの傘に突っ込んだ姿はあたかも座ざ礁しようした小こ舟ぶねのようだ。

〈やったのか……？〉

〈いえ、やっぱりダメよ──見て〉

　──ウオゥゥゥゥンムゥゥゥゥウ！

　ネトロゾーマの内臓部分が強きよう烈れつなアストラル光の放射を開始した。

　傘かさの部分に頭部を突つっ込んだヴェパールの胴どう体たいはその輝かがやきに包まれて黒一色のシルエットとなり──そしてまばゆい光の中で黒い影かげが急速に溶とけ崩くずれ始めた。

　魚ぎよ竜りゆうの輪りん郭かくが崩れ、しだいに骨格が露あらわになっていく──。

〈あの傘はネトロゾーマにとって消化器官も兼ねてるのよ。普ふ段だんはああやって鯨くじらや他ほかの擬獣を獲とって食べてるのね〉

〈あいつはわざわざ自分から[image: 餌]えさになったのか？　『棺』を抱かかえたままで……〉

〈見て、あそこ！〉

　ユピテルが注意を喚かん起きした先には──巨大な丸い泡あわに包まれた黒い筐はこと、それに付き添そって泳ぎ去る灰はい色いろの大だい蛇じやの姿が、濁にごった水の彼方かなたに遠ざかりつつあった。

〈アルラウネ──。ふん、『棺』は既すでに受うけ渡わたし済ずみというわけか〉

〈逃にがしちゃ駄だ目めよ！〉

　メルティアが進路を変へん更こう、海水を蹴けってアルラウネの後を追おうとしたそのとき──。

　──ヴオォォォォォォォン!!

　ヴェパールを消化吸収していたネトロゾーマがひときわ異様な咆ほう吼こうを上げた。

「深淵」から一気に浮ふ上じようし、メルティアの行く手を塞ふさぐように身を乗り出して来る。

〈──!?〉

　見れば──ネトロゾーマの傘に張り付くように息絶えたヴェパールの骨格から無数の木の根のような筋が伸のび、大擬獣の寒かん天てん状じようの肉の中へと食い込んでいる。

　苦く悶もんするかのように明めい滅めつするネトロゾーマの発光器官。

〈あれは……〉

〈喰くわれたんじゃない──ヴェパールがネトロゾーマを喰ってるんだわ！〉

　ヴェパールの伸ばした「根」がさらに深く食い込み、ついにネトロゾーマの心臓部ともいうべきエーテル抽ちゆう出しゆつ内臓の中心部に到とう達たつしたとき──。

　エーテル炉ろの爆ばく発はつのごとき閃せん光こうが真昼のように深海を照らし出した。

　激はげしい熱ねつ反はん応のうが周囲の海水を沸ふつ騰とうさせ、立ち上る泡の中で──ネトロゾーマの巨体が急速に変へん貌ぼうしていく。

〈ヴェパールの意識がネトロゾーマを乗っ取って──相そう変へん異いを起こさせてる!?〉

〈ホモ・ファルサスが人間の肉体に憑ひよう依いするようにか……〉

　ようやくユピテルは目の前の事態の重大さに気づいた。

　今まであのヴェパールという魚竜もメルティアやラザルスと同じタイプの疑似人間ホモ・フアルサスかと思っていたのだが、それは全くの勘かん違ちがいだった。

　任意の擬獣に寄生し、意のままに操あやつる新種の疑似人間──もしあれが「黒い太陽」の大勢いる兵士の一人だとすれば。

〈奴やつらはヴァリシニア中の大型擬獣を手て懐なずけられるってこと？　冗じよう談だんじゃないわ！〉

　泡あわの中からゆらりと姿を現したのは、ネトロゾーマとは似て異なる擬獣だった。

　体内の水分を一気に放出したのだろうか──大きさは元に比べてやや小さくなったような気がする。半透明だった寒天状の組織は硬かたそうな灰はい色いろの外皮へと収縮し、ただし体表面に並ならんだ半球型の発光器官には相変わらず青白い燐りん光こうが灯ともっている。

　四本の触しよく腕わんは高たか足あし蟹がにを思わせる強きよう[image: 靫]じんな節せつ足そくに変化し、そして傘かさの部分から白骨化した魚ぎよ竜りゆうの頭部が顔をのぞかせている。

〈……魔王……〉

　メルティアとユピテル、どちらともなくつぶやいた。

「融合体」となった彼女らの前に立ちふさがったのは──巨大ではあるがどこかユーモラスな印象を与あたえたあの水母クラゲ型擬獣ではなく、人間の心の奥おく底そこに淀よどむ暗黒を具ぐ現げん化かさせたかのような禍まが々まがしき存在──まさに「魔王」の名に相応ふさわしい新たな擬獣であった。

〈──来るっ！〉
















　アルラウネの逃とう亡ぼうを援えん護ごするつもりなのだろう。ネトロゾーマと一体化し「魔王」となったヴェパールの放はなつ殺気に感かん応のうし、メルティアが本能的に身構える。

　水中に長い髪かみを揺ゆらめかせ、銀色の女は闘とう技ぎ場じように立つ剣けん闘とう士しのごとく巨大な怪かい物ぶつと相あい対たいした。肉体の制御は擬獣の反射神経を持つメルティアに一任し、ユピテルは戦せん闘とう異い術じゆつによる攻こう撃げきと防御だけに専念すべく「タブレット」に念を凝こらした。

　──ヴオォォォォォォォン!!

「魔王」が吼ほえた。同時に巨体の周しゆう縁えんから数百個の火球が出現し、白い泡の航こう跡せきを引いてメルティア目がけて一いつ斉せいに突とつ進しんしてきた。

　ただ撃うったというだけではない。一部の魚ぎよ雷らいは大きく進路を迂う回かいし、メルティアの上下左右、さらには背後に回り込んで三六〇度全周囲から突入してきたのだ。

〈か、火竜魚雷の全周囲飽ほう和わ攻撃!?〉

　逃にげ場ばなし。

　もちろんあれだけの魚雷を同時に喰くらえば、もはや防御界バリユームなどでは護まもり切れない。

〈させるか──っ！〉

　ユピテルはありったけのエーテルを抽ちゆう出しゆつし、水中衝しよう撃げき波はとして全周囲に放はなった。

　ヴァシュ──ン!!

　精せい霊れいの泡あわに包まれた火球が衝撃波の壁かべに激げき突とつし、炸さく裂れつする泡と炎ほのおでメルティアの視界が一瞬閉ざされる。直後、熱ねつ衝しよう撃げきが襲おそってきた。周囲の海水が数百度の水蒸気と化してメルティアの肌はだを焼く。

　数百発の魚ぎよ雷らいの破は壊かい力りよくはその大半を衝撃波の壁かべで相そう殺さいし、さらに余熱は紋もん様よう型がた防御界でガードしたとはいえ、沸ふつ騰とうした風ふ呂ろに投げ込まれたような熱さには変わりない。

〈熱いなぁもうっ！　あたしを蒸むし焼やきにする気かーっ!?〉

〈贅ぜい沢たくいうなっ！　これでも痛覚のほとんどはわたしが引き受けてるんだぞ〉

〈あら、そーだったの？〉

〈生なま身みの人間の意識でこの熱さに耐たえられるか！〉

〈とにかくこの間合いは不利だわ。あんなのを何発も喰くったら防ぎようがない！〉

〈──突つっ込むしかないか〉

　メルティアは足あし鰭びれで海水を蹴けり「魔王」に向け突とつ進しんした。

　ぼらあぁぁぁぁぁっ!!

　ふいに魚ぎよ竜りゆうの頭骨が吼ほえた。長い顎あごを上下に開き、ヴェパールの時のものとは比べものにならぬ強力な衝撃波を発はつ振しんする。

〈！〉補ほ助じよ鰭を巧たくみに動かして身体を横に滑すべらせるメルティア。指向性の凶きよう暴ぼうな波動を紙かみ一ひと重えでかわし、「魔王」の胴どう体たいまで一気に間合いを詰つめた。

　小さくなった──といっても優に七、八〇メートルはある。象の背中に張り付いたような感覚に、一瞬ユピテルは自みずからも身長十八メートルの巨きよ人じんに相そう変へん異いしていることを失念していた。

　長い髪かみを振ふり乱し、メルティアは人にん魚ぎよのアマゾネスのように斬きりかかった。肘ひじのブレードを伸のばし、灰はい色いろの岩がん礁しようのような「魔王」の外皮に突き立てる。

　魚竜の頭骨が嘲あざけるように吼えた。半球状の発光器官が一いつ斉せいに青白い光を放はなつ。

〈!?〉慌あわてて引き抜くと、先せん端たんでどす黒く腐ふ食しよくしたブレードがボロリと折れた。

〈──駄だ目めかっ〉

〈ヤツの守まもりは傘かさの上に集中してる──腹はらよっ、腹に回って！〉

〈判わかった！〉

　ヴオォォォォォォォン!!

「魔王」は怒いかりの咆ほう吼こうを上げ、メルティアを振り落とそうと上下左右に巨体を揺ゆすった。

　離はなれれば再び魚雷攻撃を受ける。銀色のヒト型擬獣は「魔王」の傘にぴったり張り付いたまま匍ほ匐ふく前進を続け──体側までたどりついたところで身を翻ひるがえし、相手の腹の下に潜もぐり込んだ。

　ヒゲとも短みじかい触しよく手しゆともつかない感覚器が密生する比ひ較かく的てき脆もろそうな腹部。

　メルティアは顔の前で両手を十字に組み、抽ちゆう出しゆつしたエーテルを光の元素フオトンに変へん換かんして掃そう射しやした。高こう緯い度ど地域の空に輝かがやくといわれる極きよつ光こうを収しゆう束そくさせたような光の帯が走り、通常の「光の矢」の十数倍の破は壊かい力りよくで感覚器をなぎ払う。

　初めて「魔王」が苦しげな叫さけびを上げ、大きく胴どう体たいを動どう揺ようさせた。

　巨きよ体たいを支える四本の節せつ足そくのうち前ぜん肢しにあたる二本を高く差し上げ、離り脱だつしようとしたメルティアの両肩をがっしりと押おさえつけた。

　そのまま、仰あお向むけの体たい勢せいで海底に押し倒される。

〈──しまった！〉

「魔王」の腹が──磯いそ巾ぎん着ちやくのように──大きく口を開け、内部から嘴くちばしのような牙きばがむき出した。ただ一本の、しかしガレー船の衝しよう角かくのごとき長大な牙。

〈……!!〉

　一いつ瞬しゆん、メルティアの身体からだが恐きよう怖ふに竦すくむのがユピテルの意識にも伝わった。

　あたかも杭くい打うち機きのごとく──「魔王」は節足を折おり畳たたむように胴体を沈しずめ、数千トンの全体重をかけて牙を打ち込んできたのだ。

〈きゃあ──っ!?〉

　とっさにユピテルは防御界を展てん開かい、円形の盾たての形でメルティアの身体の上に集中させた。錬れん金きん術じゆつ的てきな反はん応のうによる火花が水中に飛び散り、牙の先せん端たんを辛かろうじてくい止める。

　牙は瞬時に「魔王」の体内に引き込まれ、腹の口が再び閉じられた。

　切きり札ふだとも云うべき攻こう撃げきをガードされ、さしもの「魔王」も攻せめあぐんだのか──メルティアの身体を押おさえつけたまま、束つかの間ま動きを止める。

〈ユピテル、防御界を解とけ〉

〈えっ──？〉

　メルティアの意志が一瞬理解できず、ユピテルは訝いぶかしげに聞き返した。

〈奴やつがわざわざ腹を開いてくれてるんだ。攻撃してやらなきゃ悪いだろう〉

〈えっ!?　で、でも……!?〉

　彼女の意図は解わかったが、さすがに躊ちゆう躇ちよするユピテル。

〈いいから解け！　ヤツの力は擬獣の域を超こえている──闘たたかいが長引けば、どちらにしろ我々に勝ち目はない！〉

〈………〉

　数秒後──。メルティアの上に展開されていた盾状の防御界が消しよう滅めつした。

　それどころか全身に浮うかんでいた水精ウンデイーネの紋もん様ようまで消え、元の銀一色に戻もどった擬獣の女は

「魔王」の腹の下で諦てい念ねんしたようにグッタリ手足を弛し緩かんさせた。

　──ヴォォォ……？

　不ふ審しんそうな唸うなりを上げた「魔王」だったが、次の瞬間高らかに勝利の雄お叫たけびを上げると、再び腹の口を全開にして例の一本牙きばを打ち込んできた。

〈──今だっ！〉

　渾こん身しんの力を込こめてメルティアは身体を捻ひねった。不意をつかれた「魔王」はわずかに狙ねらいを外し、牙はメルティアの右脇腹を浅く抉えぐって海底の泥どろに深々と突つき立つ。

「魔王」の巨きよ体たいは海底に釘くぎ付づけになり、その間にメルティアが挟はさまれる格好になった。

　その瞬間、彼女の全身は再び青い紋もん様ように輝かがやいた。

〈いけぇ────っ!!〉

　吼ほえるような叫さけびを上げながらユピテルがエーテルを抽ちゆう出しゆつ。具ぐ現げん化かさせた水の疑似精霊ウンデイーネを超ちよう震しん動どうさせて「魔王」の体内へ衝しよう撃げき波はを放はなった。

　ヴォギャアアアアァァァアアアアァァァッ!!

「魔王」が──ヴェパールともネトロゾーマとも判別できない絶ぜつ叫きようを上げて跳はね上がった。

　傘かさの上の発光器官が激はげしく点てん滅めつし、その中のいくつかは破は裂れつして燐りん光こうを放はなつ体液を海中にまき散らした。

　メルティアは素早く転ころがって「魔王」の腹の下から脱だつ出しゆつ。脇わき腹ばらを押おさえながら片かた膝ひざで立ち上がった。

「魔王」は海かい嶺れいのごとき巨体を震ふるわせて悶もん絶ぜつしていた。

　ぼらあぁぁぁっ!!　ぼらあぁぁぁっ!!　ぼらあぁ────っ!!

　傘の上に寄生していたヴェパールの頭部が霧む笛てきのような、ひどく哀かなしげな咆ほう吼こうを繰くり返し──やがて風化するようにボロボロと崩くずれ落ちていった。

　ヴェパールの寄生体が消しよう滅めつした直後──。

「魔王」の身体そのものが急速に崩れ始め──間もなく、その中から青白く輝く巨大な光球が浮うかび上がった。

〈まだ生きてるのか……〉

　呆あきれたようにメルティアがつぶやいた。

〈あれがヤツの心臓部、エーテル抽出器官──おそらくあれを『核かく』に海底の微び小しよう動物やなんかが共きよう生せいし、超大型の群生体を形成してたのね。だからネトロゾーマなんて一頭の巨大擬獣は元々存在してなかったのよ〉

　光球は青白い燐光を放ちながらフワフワとその場を離はなれ、断だん崖がいを越こえて「深淵」の底へと静かに下降していく。

〈で、どうする？　追いかけてって止めをさすか？〉

〈……行かせてやりましょ。あれが擬獣の大きさにまで成長するのは、また何十年か先の話よ〉

〈………〉

　銀色の巨きよ人じんがふいに脇わき腹ばらを押おさえ、海底にうずくまった。

〈メルティアっ!?〉

　痛覚が遮しや断だんされていたのでユピテルは気づかなかったが──「魔王」の牙きばに抉えぐられた

「融合体」の右脇腹から紫むらさき色いろの体たい液えきが広がっていたのだ。すんでのところで串くし刺ざしは免まぬがれたものの、その負ふ傷しようは決して軽いものではなかった。

〈心配ない……少し、休めば〉

　メルティアは海底に横たわり、膝ひざを抱だいて胎たい児じのように身体を丸めた。ぱっくり口を開けた傷きず跡あとが青白く光り、ゆっくりとではあるが自己再さい生せいを始める。

〈ホントにもうっ……無茶するからよっ！〉

〈悪いな。借り物の身体をキズモノにして〉

〈違うわよバカっ!!　誰だれがそんなコトいったってのよ!?〉

　ユピテルの剣けん幕まくの激はげしさに、メルティアも驚おどろいて少し顔を上げた。

〈あたしはあんたのこと心配してるんだってば！　そりゃあんたはあたしの身体を乗っ取った擬獣だし、あまつさえ人間に化ばけた姿があたしより美人なんで癪しやくに触さわるし、加えて高たか飛び車しやで無ぶ愛あい想そうで大おお食ぐらいの天然ボケでホント欠点だらけのヤツだけどさ──〉

〈…………〉

〈でも……色々あったけど……今まで一いつ緒しよに闘ってきた仲間じゃない。

　もういい加減に気づいてよ！　あんたのこと友だちだと思ってるのは、ラッセル一人だけじゃないんだからっ!!〉

〈……済すまなかった〉

　それだけいうと、擬獣の女は地面の上に頭を落とした。

「棺」を奪うばって遁とん走そうしたアルラウネの姿は、既すでに影かげも形かたちもない。

　ネトロゾーマも姿を消し、無限の闇やみを湛たたえた「深淵」の崖縁がけつぷちに──銀色の「融合体」がただ独ひとり横たわっていた。

〈『遺産』……持ってかれちゃったね〉

〈ああ〉

〈どうしようか？　これから〉

〈さあな。どうやら我々は連中に目をつけられたようだから……いずれまた、向こうから仕し掛かけてくるんじゃないのか〉

　深海の淀よどみの中で、何かが動いた。

〈……!?〉

　素早くメルティアが身を起こすと──。

　海底の暗くら闇やみの奥おく、疑似人間の高感度眼でようやく見通せるギリギリの距きよ離りに──。

　人ひと影かげが立っている。

〈アルラウネ──!?〉

　違ちがう。

　ほっそりした二本の足をそなえた人型の影──ただし、その身長は今のメルティアとほとんど変わらない大きさである。

〈巨人……銀色の？〉

　最初の瞬しゆん間かん──海水中の水温を異にする層面に、何かのはずみで自分の姿が映っているのかと思った。それほどまでに似にていたのだ。

　もちろんそうでないことはすぐ判った。

　闇の奥に佇たたずむ銀色の巨人は腕うで組ぐみし、傷きずついて倒たおれたメルティアを冷ややかに見守っている。

　巨人は男性だった。人間ならば筋きん骨こつが発達しきる一歩手前の、まだ少年といっていい身体つき。細かい顔かたちは判然としないが、暗い海水の中で瞬まばたかぬ二つの眼が蒼あおい光を放はなっている。

　そして、額のあたりに輝かがやく逆三角型の緑光──。

〈──『黒い太陽ソル・ニゲル』の疑似人間!?〉

　自じ己こ再さい生せいの終わらぬ脇わき腹ばらの傷を手で庇かばい、メルティアは油断なく半身を起こした。

　ユピテルも戦せん闘とう異い術じゆつのためのエーテル抽ちゆう出しゆつにかかる。

　──だが、なぜか向こうからは仕し掛かけてこないような気がした。




　睨にらみ合っていたのは十秒ほどの間か──。

　やがて蒼い眼の巨人はきびすを返し、深海の闇の彼方かなたへと去っていった。
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「──では、新たな戦せん艦かんの建造は当面の間見合わせると？」

「経費節けつ減げんじゃ。そもそも擬ぎ獣じゆう退たい治じや海かい賊ぞくの取り締しまりに、あのような大型戦艦は必要ない。安値で小回りの利きくコルベット艦隊で充じゆう分ぶんなのだ」

　トレードマークともいうべき深しん紅くの提てい督とく服ふくを颯さつ爽そうと着こなしたエリーン・アルディオラは、車くるま椅い子すに腰こし掛かけたエルヴァンに澄すまし顔で答えた。

　二人のいる場所は沈ちん没ぼつした「エウリディケ」に替かわって海上騎き士し団だんの新たな旗艦となった装そう甲こうコルベット艦「デルピュネ」のブリッジ上である。

　対たい擬獣戦のため武装と防御、さらに機動性を重視した武ぶ骨こつな小型軍艦だが、居住性に関しては司令官専用キャビンを備えた優ゆう雅がな「エウリディケ」とは比べものにならぬほど悪い。

　家臣たちからは伯はく爵しやく家けの威い信しんを回復するため新戦艦の建造を嘆たん願がんする声が上がっていたが、エリーンは領主及び最高司令官の権限でこれを一いつ蹴しゆうしていた。

「いた仕方ありませんな」

「『エウリディケ』のことは許せ……艦長のそなたには、悪いことをした」

「滅めつ相そうもござらん。あれも経費ばかりかさむ老ろう朽きゆう艦かんでしたし……この老いぼれも肩かたの荷にが下り、今後はアルディオラ家の家か令れいとして本来のご奉ほう公こうに専念できるというもの」

　老騎士は苦笑混じりに口くち髭ひげを擦さすった。

「黒い太陽ソル・ニゲル」の凶きよう弾だんを受け、重態のまま館やかたに運び込まれてはやひと月──。

　回復は思いのほか早く、車椅子の助けを借りながらも何とか現場への復帰を果たすことができた。医者は奇き跡せきだといっていたが、エルヴァン自身はあの銀色の擬獣──メルティアが自分に命を分け与あたえてくれたものと密ひそかに感謝していた。

　カラナンの港に連行された「黒い太陽」の兵士たちは、結局全員が死亡していた。艦を脱だつ出しゆつした時点で生きていた捕ほ虜りよも義歯の中に仕込んだ毒どくで自決したのだ。

　指揮官アルマと艦を爆ばく破はしたヴェパールの行ゆく方えは杳ようとして知れない。

　館で静養に努めている間、老騎士エルヴァンが最も憂うれいていたのは戦艦の喪そう失しつでも奪うばわれた「遺産」でもなく、まだ若い領主があの事件で負おったであろう深い心の傷きずについてであった。医師の制止を振ふり切って現場に戻もどってきたのも、微び力りよくながら彼女の側そばに控ひかえ心の支えになってやりたいとの一心である。

　しかし久ひさ々びさに復帰してみると、エリーンは哀かなしみに打ち沈しずむどころか自みずから陣じん頭とうに立って海上騎き士し団だんの改革と領内の財政再建に乗り出していたのだ。

　主おもにアルディオラ家の家臣のみで構成されていた参さん謀ぼうたちは解任され、出身階層にかかわらず選ばれた優秀な人材によって新たな参謀団が編成されていた。艦隊無線の導入を手始めに装そう備びの近代化を急ぐ一方、試算によれば老ろう朽きゆう艦かんの退たい役えきや余よ剰じよう人員の整理などによって領民への負担となっていた軍事費はかなりの割合で削さく減げんできそうだという。

「ズリュウとネトロゾーマが姿を消したおかげで海上交こう易えきも再開できる。二、三か月もすれば港は見み違ちがえるように賑にぎやかになるぞ──忙しすぎて、わらわは身体がいくつあっても足りぬくらいだ！」

（いやはや……どうやら、すっかり立ち直ってしまわれたご様子）

　エルヴァンはただ感服してうなずくより他ほかなかった。

　立ち直ったというだけではない。魔ま王おう征せい伐ばつの旗はた印じるし──形式だけの司令官として専用キャビンに収まっていた頃ころの彼女に比べて、まるで生まれ変わったようである。

　ふとエリーンが言葉を切り、エルヴァンに背を向けて眼下の海うな原ばらを見下ろした。

「……三日前にアレクトラが見つかった……海岸に打ち上げられた遺体は手足を縛しばられ、頭を撃うち抜ぬかれていたそうだ」

「……！」

　胸を衝つかれたような思いで、エルヴァンは領主の華きや奢しやな背中を見つめた。

　忘れられるはずなどない。あの日の忌いまわしい記き憶おくは、今なお少女の心に癒いやしがたい傷きず跡あととなって深く刻きざまれているのだ。

「晴れた日にこうして眺ながめる海は蒼あおく美しい──だがその遥はるか下には、真昼であっても陽の光が届とどかぬ暗い深しん淵えんが口を開けていたのだな。わらわはそれを思い知った……あのアルマという女に思い知らされた」

「………」

「それでも、わらわは──海の水の碧みどりが、陽の光に煌きらめく波が、潮しお風かぜの香かおりが、波の上で飛び交う鷗カモメたちが──今見ているままの、この海が好きだ。人の心の奥おく底そこに広がるものが例たとえ深い闇やみでも、そこに差し込む光が在あることを信じたい。負けるわけにいかぬ──メルティアやユピテルたちが再びこのカラナンを訪おとずれたときに、胸を張って美しくなった街まちを案内してやりたいのだ」

「エリーン様……」

「案ずるな、エルヴァン」

　エリーン・アルディオラは朗ろう笑しようして振ふり向いた。真夏の陽光を背に受け、金色の髪かみが少女の顔を縁ふち取どるかのように輝かがやいている。

「──これからは、このカラナンの海がわらわの許いい嫁なずけじゃ！」

（ご立派になられましたな、エリーン様……ただし花はな嫁よめ姿を拝見できるのは、当分先の話になりそうですが）

　安あん堵どと諦あきらめの入り交じった軽いため息をつきながら、それまでは何としても長生きせねばと心に誓ちかうエルヴァンであった。







〈行動隊長アルマ・ローネは『棺』を携たずさえ無事に組織の拠点アジトに帰き還かんした。我々の軍事行動は完全なる勝利に終わったのだ〉

　エーテルの波に乗って伝えられる男の意志。それは低く暗く、深い地の底から呼よびかけるような「声」となって頭の奥おくに反はん響きようする。

〈ヴェパールの実験もまた満足すべき成果を収めた。もはや擬獣どもは我々の手足になったといっても過言ではあるまい〉

「──はい。ドクター」

〈間もなく我ら『黒い太陽ソル・ニゲル』は、現体制を根底から覆くつがえすべく新たな戦略行動を開始する。大いなる黒き太陽の輝かがやく下もと、世界は新たな破は壊かいと再生の時を迎むかえる──。王宮、アビス教会、そして己おのれの保身のため異い術じゆつ師しの理想を棄すてソシエタスを乗っ取った卑ひ劣れつなる裏切り者、シュレディング一派に怒いかりの鉄てつ槌ついが下されるのだ！〉

　男の声が、しだいに興こう奮ふんするような調子を帯びてきた。

〈──だが、その前に障害を排はい除じよしておく必要がある。ホモ・ファルサス第七号──開発コード『メルティア』。二度に渡って我々に敵対の意志を示した疑ぎ似じ人にん間げん〉

「──はい。ドクター」

〈大擬獣ネトロゾーマまで退しりぞけたとあっては、もはやその存在を看かん過かするわけにいかぬ。

　──といってアルラウネでは勝ち目があるまい。フラーマ、スパルトイとてどうなるか判わからぬ〉

「………」

〈おまえがやるのだ、メルクリウス。早急にメルティアの『器うつわ』となった異い術じゆつ師しの正体を突つき止め──そして捕ほ獲かくせよ〉

「……了りよう解かいしました。ドクター」

　額に埋うめられた「タブレット」の輝きが消え、メルクリウスは椅い子すから立ち上がった。

　そう広くない部へ屋やからは既すでに全ての書しよ籍せきが運び出され、残された荷物は床ゆかに置かれた小さな鞄かばん一つきりだ。

　この鞄を持って出ていけば──少年がこの街まちに滞たい在ざいした一切の痕こん跡せきは消え去る。

　メルクリウスは最後にもう一度、部屋の中を見回した。

　十四年間の記き憶おくを喪そう失しつした彼にとって、ただひと月のことであってもこの街で暮くらした思い出は貴き重ちようなのだ。

　枕まくらもシーツも処しよ分ぶんしたベッドに目を留とめ、瞼まぶたを閉じる。

　網もう膜まくの奥おくに焼き付けたように浮うかび上がる少女の映像──名はユピテルといっていた。

　記憶の中の少女はあの日の晩と同様ベッドの端はしに腰こしを下ろし、少しはにかんだような微笑ほほえみを浮かべている。

　もう二度と会うこともないだろうが──。

（でも、忘れないよ……たぶん僕が死ぬまで）

　鳥打ち帽ハンチングを被かぶりり直し、メルクリウスは部屋を出た。




　天頂をわずかに過ぎた太陽が、乾かわいた白土の地面に目が痛くなるほどの強い光を投げかけていた。

　深い藍あい色いろの空には一いつ片ぺんの雲もなく、斜面に沿って白壁の家が立ち並ぶカラナンの下した町まちに相変わらず人の気け配はいは少ない。

　過去の記憶も未来への想いも渾こん然ぜんとして焼しよう結けつした、真夏の昼下がり──。

　白と藍だけで区切られた夢ゆめのような風景の中を、帽子を被り小さな鞄を片手にもった少年の瘦やせた後ろ姿がゆっくりと歩あゆみ去り、やがて入り組んだ路ろ地じの奥へと消えていった。








（疑似人間メルティア３・完）
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　こんにちは、対馬つしま正まさ治はるです。

　今年の一月にスタートした「疑似人間メルティア」も早いものでシリーズ三冊目。今回は海の街まちカラナンが舞ぶ台たいとなります。

「ええ～っ、この寒い季節に海の話い？」とひいてしまう向きも有るかと存じますが、今回のプロットをせっせと練っていたのが八月のいちばん暑い盛りだったのです。そういうわけでご容よう赦しや下さいませ（おかげさまで本物の海はおろかプールすら行けませんでした。落涙）。

　既刊二冊の中でも少し触ふれてますが、本作の舞台となるヴァリシニア王国はエキドナと呼ばれる大陸の西に浮かぶ島国で、大ヴァリス・小ヴァリス・アーレムランドという三つの島から構成されている──というのが裏設定です。

　擬獣災害の影響により、現在のところ大陸諸国との本格的な交流は途と絶だえています。民間レベルで細々と貿易が続いている程度。

　現在ユピテルたちがウロウロしてる場所は三つのうち最大（日本でいえば本州にあたる）の大ヴァリス島で、カラナンはその海岸沿いに存在するどこかの港町とお考え下さい

（うーん我ながらアバウト）。

　また、今までユピテル一行が立ち寄ったサブナックとアッザムが自治都市であるのに対しカラナンは貴族領です。ヴァリシニアは建前上王制ですが国王の権力じたいはそれほど強くなく、王都モラックスを中心とした王宮直ちよつ轄かつ領りよう（ソシエタスの中央本部もここにあります）以外の地方は自治都市と貴族の私領がごちゃまぜになってます（ただし小ヴァリス島は神聖アビス教会の教会領）。

　──とまあこのへんの地理概念を押さえておけば、いきなり三巻から読み始めた読者の方でもだいたいの世界観は把は握あくして頂けるかと（まあシリーズものなんで一巻から読んで頂ければ一番ありがたいのですが……）。

　しかし、こうして書くと──おお、自分でも何だかファンタジーみたいだぞ（笑）。

　今まで何を書いてるつもりだったんだか。

　さて、内容的には前巻でその片へん鱗りんを見せた秘密結社「黒い太陽ソル・ニゲル」がいよいよ実体を現し、物語も一つの転機を迎えます。刻こく一いつ刻こくと「融ゆう合ごう」の時が迫せまってきたこともあり、今回ばかりはさしものユピテルもそうそう脳天気ではいられません。

　作者個人としてはやはり元気な彼女を書いてるのが楽しいので、三章前半あたりは正直書いてて辛つらかったです。まあ書き終えた今にして読み返せば、一番気に入ってる部分でもあるのですが……。

　毎度恒こう例れい（？）の「ヘンな対擬獣兵器」シリーズ、今回は軍ぐん艦かんです。本編に登場する装そう甲こうコルベット艦については米国の南北戦争時に両陣営で建造された装甲砲ほう艦かん（北軍のモニター、南軍のメリマック）をモデルにしております。もちろんそのままではなく、小河原先生が独自にアレンジしてたいへんカッコいいオリジナル装甲艦をデザインして下さいました。う～ん本編中でもっと大活躍させたかったなぁ……ちと残念。




　私事で恐縮ですが、第二巻の予告通り（笑）この十月から専業作家に移行致しました

（失業したともいう）。そういうわけで第四巻は今までほどお待たせせずにお届けできるかと思います──ってホントかおい？

　今回結局出番ナシだった○○○君も含め、次回から大団円的な展開に突入するかと思います。ぜひともご期待下さい。

　最後になりますが──。

　毎回魅み力りよく的てきなキャラ＆擬獣を描いて下さる小河原亮先生、いつもながら適切なアドバイスでピンチ脱出の鍵かぎを与えて下さる担当Ｓ田さん＆前担当Ｓ山さん、たいへんお世話になりました。皆様のお力添えなくして「メルティア」シリーズはあり得ません。

　水中型擬獣について色々アイデアを出してくれた松風将兵氏、軍艦関係で助言をくれた多岐亡羊氏にも感謝します。また何か面白いネタがあったらよろしく。

　そして何より、書店でこの本を手に取って下さった読者の貴方あなた！

　ついに人生のルビコン河を渡った対馬が本物の「プロ」に育つか単なる怪人無職男に成り下がるか、全ては貴方のご支援一つにかかっております。

　作品のご意見ご感想応援お叱しかりのお便り、ぜひともお寄せ下さい。

　お待ちしてます！





平成十年十一月二日　　対馬正治
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